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は
じ
め
に

　

こ
の
論
文
は
、
論
文
「
初
期
経
典
の
坐
禅
と
覚
り
」（
花
園
大
学
『
禅
学
研
究
』
第
87
号
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）
の
続
編
に

当
た
る
。
そ
れ
は
「
原
始
経
典
成
立
史
試
論
1
」（『
花
園
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
』
第
32
号
、
二
〇
〇
〇
年
、
三
月
）
を
踏
ま

え
て
描
い
た
。
こ
こ
で
扱
う
原
始
仏
典
に
つ
い
て
は
「
原
始
経
典
成
立
史
試
論
２
」（『
花
園
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
』
第
45

号
、
二
〇
一
三
年
、
三
月
）
を
踏
ま
え
て
い
る
。

　

略
号

　
　

パ
ー
リ
本　

Ｓ
Ｎ　

相
応
部
（
サ
ン
ユ
ッ
タ
・
ニ
カ
ー
ヤ　

Saṃ
yutta N

ikāya

）

　
　
　
　
　
　
　

Ｍ
Ｎ　

中
部
（
マ
ッ
ジ
マ
・
ニ
カ
ー
ヤ　

M
ajjim

a N
ikāya

）

　
　
　
　
　
　
　

Ａ
Ｎ　

増
支
部
（
ア
ン
グ
ッ
タ
ラ
・
ニ
カ
ー
ヤ　

A
nguttara N

ikāya

）

　
　
　
　
　
　
　

Ｄ
Ｎ　

長
部
（
デ
ィ
ー
ガ
・
ニ
カ
ー
ヤ　

D
īgha N

ikāya

）

部
派
仏
教
の
修
道
と
涅
槃

松
岡
　
由
香
子
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Ｋ
Ｎ　

小
部
（
ク
ッ
ダ
カ
・
ニ
カ
ー
ヤ　

K
huddaka N

ikāya

）

　
　
　
　
　
　
　

Snp.　

ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
（
小
部
の
一
経
）

漢
訳　
　
　
　
　

雑　
　

雑
阿
含

　
　
　
　
　
　
　

中　
　

中
阿
含

　
　
　
　
　
　
　

増
一　

増
一
阿
含

　
　
　
　
　
　
　

長　
　

長
阿
含

　

翻
訳
に
つ
い
て

　

相
応
部
は
第
一
有
偈
篇
は
『
原
始
仏
典
Ⅱ　

相
応
部
経
典
第
一
巻
』（
中
村
元
訳
監
修
・
前
田
恵
学
編
集
・
春
秋
社
）
を
用
い

た
。

　

中
部
は
中
村
元
監
修
『
原
始
仏
典
第
四　

中
部
経
典
Ⅰ
』
か
ら
『
原
始
仏
典
第
七　

中
部
経
典
Ⅳ
』（
春
秋
社
、

二
〇
〇
四
～
二
〇
〇
五
）
を
用
い
た
。
た
だ
し
、
他
の
経
典
引
用
と
統
一
さ
せ
る
た
め
、
で
す
ま
す
調
を
、
で
あ
る
調
に

あ
ら
た
め
た
。
そ
の
中
で
必
要
が
あ
る
場
合
は
単
語
の
パ
ー
リ
語
も
（
）
の
中
に
記
し
た
。
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
は
中
村
元

『
ブ
ッ
ダ
の
こ
と
ば
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
八
四
）
を
用
い
、
そ
の
他
は
阿
含
と
の
対
比
が
容
易
な
『
南
伝
大
蔵
経
』（
大
蔵
出

版
、
一
九
三
五
～
一
九
四
〇
）
を
現
代
語
訳
し
て
用
い
た
。

　

漢
訳
は
大
正
大
蔵
経
を
読
み
下
し
て
現
代
語
訳
に
し
た
。
そ
の
際
、『
国
訳
一
切
経
』
阿
含
部
（
大
東
出
版
社
、

一
九
三
五
）
を
参
照
し
た
。
漢
訳
の
番
号
は
大
正
蔵
の
経
番
号
で
あ
る
。
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第
一
章
　
大
衆
部
に
お
け
る
涅
槃
に
至
る
道

一
節　

大
衆
部
の
雑
阿
含
の
修
行
体
系

　

仏
典
の
五
百
結
集
伝
承
は
諸
律
に
あ
る
が
、
そ
の
中
の
雑
阿
含
（
相
応
部
⑴
）
に
つ
い
て
、
部
派
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に

伝
え
ら
れ
る
。

一
、『
四
分
律
』
第
五
十
四
巻
（
法
蔵
部
）「
比
丘
、
比
丘
尼
、
優
婆
塞
、
優
婆
私
（
夷
）、
諸
天
、
帝
釈
を
雑
え
、
魔

を
雑
え
、
梵
王
を
雑
え
、
集
め
て
雑
阿
含
と
す
る
。」
⑵

二
、『
五
分
律
』
第
三
十
巻
（
化
地
部
）「
こ
れ
は
是
れ
雑
説
に
し
て
、
比
丘
、
比
丘
尼
、
優
婆
塞
、
優
婆
夷
、
天
子
、

天
女
の
為
に
説
い
た
。
今
、
集
め
て
一
部
と
し
、
雑
阿
含
と
名
づ
け
る
。」
⑶

三
、『
摩
訶
僧
祇
律
』
第
三
十
二
巻
（
大
衆
部
系
説
出
世
部
）「
文
句
の
雑
で
あ
る
も
の
を
集
め
て
雑
阿
含
と
す
る
。
い

わ
ゆ
る
、
根
雑
、
力
雑
、
覚
雑
、
道
雑
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
れ
ら
を
、
名
づ
け
て
雑
と
す
る
。」
⑷

　

こ
れ
を
見
る
と
上
座
部
系
統
で
は
現
存
Ｓ
Ｎ
・
有
偈
篇
や
雑
阿
含
・
偈
誦
に
あ
る
相
応
名
（
諸
天
、
比
丘
、
比
丘
尼
、
魔
、

帝
釈
な
ど
）
と
似
た
名
称
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
大
衆
部
系
で
は
、
対
告
衆
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
修
道
法
（
根
・
力
・

覚
・
道
）
に
よ
る
分
類
で
ま
と
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

上
座
部
と
は
別
に
合
誦
し
た
と
い
う
大
衆
部
の
雑
阿
含
は
、
現
在
で
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
が
、
そ
の
分
類
は
、
現
存
す

る
上
座
部
の
雑
阿
含
・
道
誦
と
パ
ー
リ
Ｓ
Ｎ
・
大
篇
に
並
行
す
る
相
応
が
あ
り
、
根
十
八
経
・
力
二
経
・
覚
三
十
経
・
道

二
十
四
経
が
共
通
し
て
い
て
、
そ
の
形
跡
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
五
百
結
集
伝
承
に
出
る
雑
阿
含
の
名
は
こ
れ
だ
け
で

あ
る
か
ら
、
二
期
の
偈
と
三
期
に
該
当
す
る
長
老
偈
な
ど
、
偈
頌
に
次
ぐ
も
の
と
し
て
、
そ
れ
ら
を
四
期
経
典
と
す
る
。

　

現
存
経
典
の
大
衆
部
雑
阿
含
に
対
応
す
る
部
分
に
も
、
二
期
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
形
式
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
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期
の
い
わ
ゆ
る
「
如
是
我
聞
」
に
続
く
結
集
句
、
す
な
わ
ち
、
誰
が
、
ど
こ
で
、
誰
に
対
し
て
語
ら
れ
た
か
、
そ
れ
を
聞
い

て
ど
う
な
っ
た
か
が
、
四
期
で
は
ほ
と
ん
ど
欠
落
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
Ｓ
Ｎ
で
は
道
相
応
に
結
集
句
が
少
し
あ
り
、
覚

支
相
応
、
根
相
応
は
初
経
だ
け
に
「
舎
衛
城
因
縁
」
と
あ
る
が
、
根
相
応
に
は
そ
れ
さ
え
な
い
。
雑
阿
含
道
誦
の
根
・
力
・

覚
・
道
相
応
は
ほ
と
ん
ど
が
同
じ
「
時
仏
住
舎
衛
国
祇
樹
給
孤
独
園
」
と
な
っ
て
い
る
⑸
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
も
大
衆
部
は
、
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
や
直
弟
子
の
伝
承
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
修
行
者
に
よ
る
涅
槃

に
到
る
道
と
し
て
経
を
誦
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
経
典
の
形
式
と
内
実
が
二
、三
期
経
典
と
大
き
く
違
う
の
は
、
新
約
聖
書
の
イ
エ
ス
の
言
行
を
記
し
た
福
音
書
と
イ

エ
ス
に
出
会
っ
て
い
な
い
弟
子
パ
ウ
ロ
の
書
簡
の
相
違
に
も
等
し
い
。
つ
ま
り
語
る
主
体
も
内
容
も
形
式
も
異
な
る
の
で

あ
る
。
語
る
主
体
は
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
や
そ
の
直
弟
子
か
ら
、
教
団
（
大
衆
部
）
の
修
行
者
た
ち
で
あ
る
。
形
式
は
対

話
（
二
期
の
大
部
分
）
で
は
な
く
、
教
説
で
あ
り
、
内
容
も
神
話
的
要
素
は
ま
っ
た
く
な
く
、
物
語
も
な
く
、
修
行
の
項
目

の
羅
列
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
そ
れ
は
文
学
様
式
に
も
反
映
し
て
ゲ
ー
ヤ
（
偈
）、
ウ
ダ
ー
ナ
（
自
説
経
）・
ア
パ
ダ
ー
ナ

（avadāna　

譬
喩
）、
ア
ッ
プ
タ
ダ
ン
マ
（
未
曾
有
法　

adbhutadharm
a,

神
秘
的
奇
跡
的
な
事
跡
）
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

繰
り
返
し
の
多
い
教
説
（
ス
ッ
タ
）
の
羅
列
で
あ
る
。
現
存
す
る
こ
の
部
分
の
パ
ー
リ
本
、
雑
阿
含
の
共
通
部
分
は
、『
雑

阿
含
』
一
三
六
二
経
、
相
応
部
（
Ｓ
Ｎ
）
七
七
六
二
経
の
中
で
、
道
相
応
・
覚
支
相
応
・
根
相
応
・
力
相
応
の
わ
ず
か
七
四

経
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
こ
こ
に
、
後
の
「
三
十
七
品
菩
提
分
法
」
に
中あ

た

る
も
の
の
大
半
が
出
て
い
る
の
は
、
驚
き
に
値

す
る
。
大
乗
経
典
で
、
ゴ
ー
タ
マ
の
教
説
を
阿
含
や
部
（
ニ
カ
ー
ヤ
）
で
は
な
く
、「
九
（
十
二
）
分
教
、
三
十
七
品
菩
提
分

法
」
と
す
る
思
想
は
、
こ
こ
に
由
来
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

大
衆
部
が
ま
と
め
た
根
・
力
・
覚
・
道
は
、「
三
十
七
品
菩
提
分
法
」
す
な
わ
ち
四
念
処
・
四
正
断
（
勤
）・
四
如
意
（
神

足
）・
五
根
・
五
力
・
七
覚
支
・
八
聖
道
の
後
半
を
構
成
す
る
。
こ
れ
ら
は
一
目
で
教
数
に
よ
る
分
類
だ
と
わ
か
る
が
、
数
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に
よ
り
教
法
を
ま
と
め
る
こ
と
は
二
期
で
も
な
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
こ
う
説
か
れ
る
。

　
「
五
つ
が
目
覚
め
て
い
る
時
、
五
つ
は
眠
っ
て
い
る
。
五
つ
が
眠
っ
て
い
る
時
、
五
つ
が
目
覚
め
て
い
る
。
五
つ
に
よ
っ

て
ひ
と
は
塵
に
ま
み
れ
る
。
五
つ
に
よ
っ
て
ひ
と
は
清
め
ら
れ
る
」（
Ｓ
Ｎ
１
・
１
・
８
＝
雑
阿
含
［
以
下
か
っ
こ
内
の
雑
阿
含

は
雑
と
略
す
］
一
〇
〇
三
）。
後
の
解
釈
で
は
、
肯
定
的
な
五
つ
が
五
根
を
さ
す
と
い
う
が
、
こ
こ
か
ら
は
と
て
も
そ
れ
は
読

み
取
れ
な
い
。
む
し
ろ
「
五
つ
」
に
い
ろ
ん
な
詞
を
入
れ
て
拡
大
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
な
句
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
今
、「
根
・
力
・
覚
・
道
」
が
、
初
期
経
典
の
涅
槃
、
解
脱
、
戒
・
定
・
慧
、
生
・
老
・
病
・
死
、
あ
る
い
は
ヒ

ン
ド
ゥ
ー
教
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
禅
思
（ jhāna, bhavanā, sam

ādhi, sam
āhita

）、
神
通
な
ど
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
か
と

い
う
点
に
着
目
し
て
見
て
み
た
い
。

二
節　

五
根

　

根
（indriya, 

能
力
、
す
ぐ
れ
た
働
き
、
機
官
）
に
つ
い
て
、
い
ち
ば
ん
多
く
説
か
れ
る
の
は
五
根
で
あ
り
、
例
え
ば
こ
う

説
か
れ
る
。

　
「
諸
比
丘
よ
、
五
根
が
あ
る
。
何
を
五
と
す
る
の
か
。
い
わ
ゆ
る
信
根
（saddhindriyaṃ

）、
精
進
根
（vīriyindriyaṃ

）、

念
根
（satindriyaṃ

）、
定
根
（sam

ādhindriyaṃ

）、
慧
根
（paññindriyaṃ

）
で
あ
る
」（
Ｓ
Ｎ
４
８
・
１
＝
雑
六
四
三
）。

だ
が
、
根
は
五
根
⑹
に
ま
と
め
ら
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
未
知
当
知
根
・
知
根
・
無
知
根
の
三
根
（
雑
六
四
二
、
Ｓ

Ｎ
４
８
・
２
３
）
が
あ
り
、
八
期
（
漢
・
パ
、
い
ず
れ
の
経
に
も
並
行
の
な
い
経
）
の
Ｓ
Ｎ
で
は
一
根
（
慧
、
Ｓ
Ｎ

４
８
・
４
５
）、
二
根
（
定
・
慧
、
Ｓ
Ｎ
４
８
・
４
６
）、
三
根
（
念
・
定
・
慧
、
Ｓ
Ｎ
４
８
・
４
９
）、
四
根
（
精
進
・
念
・
定
・

慧
、
Ｓ
Ｎ
４
８
・
４
７
）
も
説
か
れ
る
が
、
そ
れ
は
増
一
と
い
う
伝
承
方
法
に
よ
る
の
だ
ろ
う
。
大
乗
仏
教
で
流
布
し
て
い
る

六
根
（
眼
耳
鼻
舌
身
意
）
と
い
う
ま
と
め
方
も
、
何
と
も
並
行
し
な
い
最
後
の
八
期
の
根
相
応
⑺
に
や
っ
と
出
る
。
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五
根
の
信
・
精
進
・
念
・
定
・
慧
で
あ
る
が
、
三
期
で
は
比
丘
の
修
行
と
し
て
戒
・
定
・
慧
の
萌
芽
が
説
か
れ
た
⑻
が
、

こ
こ
で
は
定
慧
に
並
ぶ
も
の
は
「
戒
」
で
は
な
く
、「
信
・
精
進
・
念
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

五
根
を
「
信
・
精
進
・
念
・
定
・
慧
」
と
す
る
こ
と
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
。

　
『
ヨ
ー
ガ
・
ス
ー
ト
ラ
』
で
は
「
そ
の
他
の
者
（
ヨ
ー
ガ
行
者
た
ち
）
に
と
っ
て
は
、
信
念
・
努
力
・
憶
念
・
三
昧
・
真

知
に
も
と
づ
く
（
無
想
三
昧
が
あ
る
）」（
１
・
２
０
）
⑼
と
説
か
れ
て
、
こ
れ
は
ほ
ぼ
信
念
＝
信
、
努
力
＝
精
進
、
憶
念
＝
念
、

三
昧
＝
定
、
真
知
＝
慧
と
い
う
よ
う
に
五
根
と
重
な
る
の
で
あ
る
。

　

一
、
信
根
は
そ
の
内
実
は
多
様
で
あ
る
が
、
多
く
の
経
⑽
は
こ
う
説
く
。

　
「
信
根
と
は
、
ま
さ
に
知
る
が
い
い
、
こ
れ
が
四
不
壊
浄
（
預
流
支
）
で
あ
る
。
精
進
根
と
は
、
ま
さ
に
知
る
が
い
い
、

こ
れ
が
四
正
断
（
正
勤
）
で
あ
る
。
念
根
と
は
、
ま
さ
に
知
る
が
い
い
、
こ
れ
が
四
念
処
で
あ
る
。
定
根
と
は
、
ま
さ
に
知

る
が
い
い
、
こ
れ
が
四
禅
（
静
慮
）
で
あ
る
。
慧
根
と
は
、
ま
さ
に
知
る
が
い
い
、
こ
れ
が
四
聖
諦
で
あ
る
」（
雑
六
四
六
＝

Ｓ
Ｎ
４
８
・
８　

か
っ
こ
の
中
は
Ｓ
Ｎ
の
訳
）。

　

こ
れ
は
五
根
の
す
べ
て
を
四
法
で
ま
と
め
て
い
る
。
そ
こ
に
記
憶
の
た
め
の
作
意
を
認
め
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　

こ
れ
と
異
な
る
内
実
を
説
く
も
の
に
は
、
た
と
え
ば
Ｓ
Ｎ
４
８
・
９
で
は
「
信
根
」
に
つ
い
て
は
こ
う
説
か
れ
る
。

　
「
諸
比
丘
よ
、
な
に
を
信
根
と
す
る
の
か
。
諸
比
丘
よ
、
こ
こ
に
聖
弟
子
が
い
る
。
信
が
あ
っ
て
如
来
の
菩
提
を
信
じ
、

こ
の
よ
う
に
彼
の
世
尊
は
応
供
・
正
等
覚
・
明
行
足
・
善
逝
・
世
間
解
・
無
上
士
・
調
御
丈
夫
・
天
人
師
・
仏
・
世
尊
で
あ

る
と
信
じ
る
。
諸
比
丘
よ
、
こ
れ
を
名
づ
け
て
信
根
と
す
る
」。

　

並
行
「
何
を
信
根
と
す
る
の
か
。
も
し
、
比
丘
が
如
来
の
所
に
お
い
て
浄
信
心
を
起
こ
し
、
根
本
堅
固
で
あ
り
、（
余
の

沙
門
婆
羅
門
）、
諸
天
、
魔
、
梵
、
沙
門
婆
羅
門
及
び
余
の
世
間
も
よ
く
そ
の
心
を
沮
壊
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ら
ば
、

こ
れ
を
信
根
と
名
づ
け
る
」（
雑
六
四
七
）。
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信
根
の
四
不
壊
浄
と
は
、
仏
・
法
・
僧
・
戒
に
対
す
る
浄
信
で
あ
る
が
、
四
預
流
支
と
も
い
わ
れ
て
、
そ
の
果
が
四
沙
門

果
で
は
一
番
低
い
預
流
の
位
で
あ
っ
て
、
仏
に
対
す
る
「
信
（saddhā

）」
は
、
仏
教
徒
で
あ
る
た
め
の
必
須
条
件
で
あ
る

が
、
こ
れ
だ
け
で
は
と
て
も
涅
槃
や
解
脱
に
至
ら
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
信
根
に
よ
っ
て
涅
槃
を
得
る
と
い
う
経
も
漢
本
に
は
存
在
す
る
。

　
「
諸
比
丘
よ
。
わ
た
し
は
こ
の
信
根
の
集
・
信
根
の
没
・
信
根
の
味
・
信
根
の
患
・
信
根
の
離
を
如
実
に
知
る
た
め
に
、

諸
天
・
魔
・
梵
・
沙
門
・
婆
羅
門
衆
中
に
お
い
て
、
解
脱
を
な
し
、
出
離
を
な
し
、
心
は
顛
倒
を
離
れ
、
阿
耨
多
羅
三
藐
三

菩
提
を
成
ず
る
こ
と
が
で
き
た
」（
雑
六
五
一
）。

　

並
行
「
諸
比
丘
よ
、
そ
う
だ
が
多
く
の
沙
門
婆
羅
門
に
し
て
信
根
を
知
り
、
信
根
の
集
を
知
り
、
信
根
の
滅
を
知
り
、
信

根
の
滅
に
順
ず
る
道
を
知
る
も
の
は
、
諸
比
丘
よ
、
そ
の
沙
門
・
婆
羅
門
は
沙
門
中
の
沙
門
、
婆
羅
門
中
の
婆
羅
門
で
あ
る

と
わ
た
し
は
認
め
る
」（
Ｓ
Ｎ
４
８
・７
）。

　

だ
が
、
信
根
の
集
（
原
因
）、
滅
（
没
）、
患
い
、
離
と
は
何
の
こ
と
だ
ろ
う
か
。「
苦
」
な
ど
滅
す
べ
き
も
の
に
対
し
て

は
集
、
滅
、
患
、
離
が
い
わ
れ
う
る
が
、
保
つ
べ
き
も
の
に
集
、
滅
、
患
、
離
を
い
う
の
は
、
意
味
を
な
さ
な
い
。
意
味
を

考
え
ず
に
、
口
伝
承
し
て
い
っ
た
と
し
か
思
え
な
い
。

　

二
、「
精
進
根
」
は
、
相
応
部
に
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
「
諸
比
丘
よ
、
何
を
精
進
根
と
す
る
の
か
。
こ
こ
に
聖
弟
子
が
い
る
。
発
勤
し
て
住
し
、
多
く
の
不
善
法
を
断
じ
、
多
く

の
善
法
を
具
足
す
る
為
に
努
力
す
る
、
勇
健
堅
固
に
し
て
多
く
の
善
法
に
お
い
て
軛
を
捨
て
な
い
。
諸
比
丘
よ
、
此
を
名
づ

け
て
精
進
根
と
す
る
」（
Ｓ
Ｎ
４
８
・
９
）。

　

並
行
「
何
を
精
進
根
と
す
る
の
か
。
已
に
生
じ
た
悪
・
不
善
法
は
断
ち
、
方
便
を
生
じ
よ
う
と
欲
し
、
摂
心
し
増
進
す

る
。
未
だ
生
じ
て
い
な
い
悪
・
不
善
法
は
起
さ
な
い
。
方
便
を
生
じ
よ
う
と
欲
し
、
摂
心
し
増
進
す
る
。
未
だ
生
じ
て
い
な
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い
善
法
は
起
さ
せ
る
。
方
便
を
生
じ
よ
う
と
欲
し
、
摂
心
し
増
進
す
る
。
已
に
生
じ
た
善
法
に
住と
ど
まり
忘
れ
ず
、
修
習
し
て
増

広
す
る
。
方
便
を
生
じ
よ
う
と
欲
し
、
摂
心
し
増
進
す
る
。
こ
れ
を
精
進
根
と
名
づ
く
」（
雑
六
四
七
）。

　

雑
阿
含
の
方
は
時
間
軸
を
入
れ
て
四
法
に
開
い
て
悪
を
断
つ
か
ら
「
正
断
」
と
し
て
い
る
が
、
善
を
勧
め
悪
を
抑
止
す
る

一
般
論
で
あ
り
、
涅
槃
や
解
脱
と
の
接
点
は
見
つ
け
に
く
い
。

　

三
、
念
根
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　
「
念
（sati
）」
は
、
一
、二
期
経
典
で
は
坐
禅
に
お
い
て
修
す
る
重
要
な
あ
り
方
で
、「
自
覚
す
る
（sato

）」
と
も
訳
さ
れ
、

涅
槃
に
も
関
連
づ
け
ら
れ
た
。
し
か
し
、
四
期
で
は
そ
の
よ
う
な
直
截
な
記
述
は
な
く
、
ほ
と
ん
ど
「
四
念
処
」
と
し
て
定

義
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
「
何
を
念
根
と
す
る
の
か
。
も
し
比
丘
が
内
身
の
身
観
に
住と

ど
まり
、
殷
勤
に
方
便
し
て
、
正
念
正
智
に
し
て
世
間
の
貪
憂
を

調
伏
す
る
。
外
身
・
内
外
身
・
受
・
心
・
法
の
法
観
念
に
住と

ど
まる
。
ま
た
こ
の
よ
う
に
説
く
。
こ
れ
念
根
と
名
づ
け
る
」（
雑

六
四
七
）。

　

こ
れ
に
並
行
す
る
Ｓ
Ｎ
は
念
慧
の
成
就
と
過
去
の
所
作
所
説
の
憶
念
・
随
念
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
諸
比
丘
よ
、
な
に
を
念
根
と
す
る
の
か
。
こ
こ
に
聖
弟
子
が
い
る
。
念
が
あ
っ
て
最
勝
の
念
慧
を
成
就
し
て
、
久
し

い
以
前
の
所
作
、
久
し
い
以
前
の
所
説
を
も
憶
念
し
、
随
念
す
る
。
諸
比
丘
よ
、
こ
れ
を
名
づ
け
て
念
根
と
す
る
」（
Ｓ
Ｎ

４
８
・
９
）。

　

ま
た
他
の
経
典
で
は
、
外
道
に
由
来
す
る
四
無
量
心
⑾
が
四
念
処
だ
と
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

　
「
多
く
の
外
道
出
家
が
い
う
に
は
、『
沙
門
瞿
曇
は
多
く
の
弟
子
の
為
に
、「
五
蓋
悩
心
を
断
じ
な
け
れ
ば
悩
ん
で
心
慧
力

羸よ
わ

り
、
障
礙
分
と
な
り
、
涅
槃
に
趣
か
な
い
。
尽
く
そ
の
心
を
摂
し
四
念
処
に
住と
ど

ま
れ
ば
、
心
が
慈
と
倶
に
あ
り
、
怨
ま
ず

嫉
ま
ず
、
ま
た
瞋
恚
せ
ず
、
広
大
無
量
に
善
く
修
し
て
四
方
・
四
維
・
上
・
下
一
切
世
間
に
充
滿
す
る
。
悲
・
喜
・
捨
の
心
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も
倶
に
ま
た
こ
の
よ
う
に
修
習
し
な
さ
い
」
と
説
き
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
も
ま
た
諸
弟
子
の
為
に
こ
の
よ
う
な
説
を
な
し
ま

す
。
わ
た
し
た
ち
と
あ
の
沙
門
瞿
曇
と
、
ど
の
よ
う
な
ち
が
い
が
あ
り
ま
す
か
。』
…
…
」（
雑
七
四
三
＝
Ｓ
Ｎ
４
６
・５
４
）

　

こ
の
経
で
は
四
念
処
を
四
無
量
心
と
結
び
つ
け
て
い
る
が
、
そ
の
外
道
と
の
違
い
は
、
四
無
量
心
を
修
し
た
結
果
を
、
外

道
は
知
ら
な
い
が
仏
弟
子
は
知
っ
て
い
る
こ
と
だ
と
さ
れ
る
。

　

雑
阿
含
の
方
が
新
し
い
の
で
あ
ろ
う
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
四
念
処
や
、
念
慧
、
過
去
の
憶
念
や
随
念
が
、
や
が
て
涅
槃

や
解
脱
に
至
る
と
は
説
か
れ
な
い
。

　

四
、
定
根
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　
「
定
根
と
は
、
ま
さ
に
知
り
な
さ
い
、
そ
れ
は
四
禅
で
す
」（
雑
六
四
六
・
六
五
五
＝
Ｓ
Ｎ
４
８
・
１
２
）
と
い
う
の
が
、
一

番
多
い
定
型
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
う
で
な
い
経
も
あ
る
。

　
「
諸
比
丘
よ
、
な
に
を
定
根
と
す
る
の
か
。
諸
比
丘
よ
、
こ
こ
に
聖
弟
子
が
い
る
、
捨
を
所
縁
と
な
し
て
定
を
得
て
、
心

一
趣
（ekodi bhūta　

心
一
境
相
）
を
得
る
。
諸
比
丘
よ
、
こ
れ
を
名
づ
け
て
定
根
と
す
る
」（
Ｓ
Ｎ
４
８
・
９
）。

　

並
行
「
何
を
定
根
と
す
る
の
か
。
も
し
比
丘
が
欲
・
悪
・
不
善
の
法
を
離
れ
て
、
有
覚
有
観
で
あ
り
離
に
喜
楽
を
生
じ
、

乃
至
第
四
禅
に
具
足
し
て
住と

ど
まる
な
ら
ば
、
定
根
と
名
づ
け
る
」（
雑
六
四
七
）。

　

定
根
の
定
型
は
二
期
で
説
か
れ
た
定
（sam

ādhi

）
が
、
四
期
に
至
っ
て
四
つ
の
禅
（
静
慮dhiyāna

）
に
ひ
ら
か
れ
た
と

い
え
る
が
、「
禅
」「
禅
思
」
な
ど
は
三
期
に
は
、
ほ
ぼ
坐
禅
と
同
様
に
使
わ
れ
て
い
た
。

　
「
禅
思
し
て
、
不
放
逸
で
あ
り
、
内
心
、
正
受
を
楽
し
み
、
清
浄
に
し
て
塵
穢
を
離
れ
る
」（
雑
九
九
三
な
ど
）
や
「
時
に

禅
定
よ
り
起
ち
」（
雑
九
九
四
）、「
時
に
禅
よ
り
覚
め
」（
雑
一
〇
七
三
、一
〇
七
五
）、「
正
に
妙
禅
定
に
向
い
諸
魔
の
結
縛
を

断
ず
る
」（
雑
一
〇
七
四
）、「
入
室
し
坐
禅
す
る
」（
雑
一
〇
八
〇
な
ど
）、「
草
樹
の
葉
を
敷
き
思
惟
禅
思
し
て
放
逸
を
起
こ
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さ
な
い
」（
雑
一
〇
七
九
）、「
安
陀
林
に
入
っ
て
坐
禅
す
る
」（
雑
一
〇
八
二
）。

　
「
定
」
も
初
期
経
典
の
坐
禅
の
状
態
を
表
す
多
様
な
用
語
、
た
と
え
ば
寂
静
（upasantā

）、
定
者
、
定
あ
る
（sam

āhita

）、

解
脱
（vim

utta

）
な
ど
は
な
く
な
っ
て
、
四
禅
や
、
得
心
一
境
相
だ
け
に
限
定
さ
れ
て
く
る
。

　
「
四
禅
」
と
い
う
概
念
は
、
三
期
の
「
禅
」
と
は
違
っ
て
、
五
根
の
定
根
の
み
な
ら
ず
、
雑
阿
含
で
は
五
力
の
「
定
力
」、

七
覚
支
の
「
定
覚
分
」
の
定
義
と
し
て
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

五
力
「
定
力
と
は
、
ま
さ
に
知
る
が
い
い
、
そ
れ
は
四
禅
で
あ
る
」（
雑
六
七
五=

Ｓ
Ｎ
４
８
・
８
）。

　

七
覚
分
（
支
）「
何
を
定
覚
分
の
食
（
内
実
）
と
す
る
の
か
。
い
わ
ゆ
る
四
禅
思
惟
で
あ
る
」（
雑
七
一
五
＝
Ｓ
Ｎ

４
６
・５
１
）。

　

五
、
慧
根
（paññindriyaṃ
）
は
、
四
聖
諦
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
。

　
「
何
を
慧
根
と
す
る
の
か
。
も
し
比
丘
が
、
苦
聖
諦
を
如
実
に
知
り
、
苦
集
聖
諦
、
苦
滅
聖
諦
、
苦
滅
道
跡
聖
諦
を
如
実

に
知
る
な
ら
ば
、
こ
れ
を
慧
根
と
名
づ
け
る
」（
雑
六
四
七
）。

　

並
行
「
諸
比
丘
よ
、
な
に
を
慧
根
と
す
る
の
か
。
諸
比
丘
よ
、
こ
こ
に
聖
弟
子
が
い
て
智
慧
が
あ
り
、
聖
決
択
し
て
、
正

し
く
苦
尽
に
順
ず
る
生
滅
慧
を
成
就
す
る
。
諸
比
丘
よ
、
こ
れ
を
名
づ
け
て
慧
根
と
す
る
」（
Ｓ
Ｎ
４
８
・
９
）。

　

Ｓ
Ｎ
は
、
苦
集
滅
道
の
聖
諦
と
い
う
用
語
で
は
な
く
、
そ
の
内
実
で
あ
る
「
苦
尽
を
滅
す
る
生
滅
慧
」
と
説
明
さ
れ
て
い

る
。
苦
が
い
か
に
生
じ
、
そ
れ
を
い
か
に
滅
す
る
か
、
と
い
う
知
慧
が
必
要
な
の
で
あ
り
、
苦
を
滅
す
る
こ
と
が
涅
槃
な
の

で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
涅
槃
と
結
び
つ
く
か
も
し
れ
な
い
が
、「
苦
で
あ
る
と
如
実
に
了
知
し
、
こ
れ
が
苦
集
で
あ
る
と
如

実
に
了
知
し
、
こ
れ
順
苦
滅
道
で
あ
る
と
如
実
に
了
知
す
る
」（
Ｓ
Ｎ
４
８
・
１
０
）
と
四
聖
諦
の
説
明
を
す
る
ば
か
り
で
、

明
確
な
涅
槃
や
解
脱
、
菩
提
に
つ
な
が
る
と
は
説
か
れ
な
い
。
し
か
し
、
五
根
の
中
で
慧
根
が
も
っ
と
も
大
切
だ
と
説
か
れ

る
。
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「
こ
の
五
根
は
、
一
切
皆
な
慧
根
の
摂
受
す
る
所
と
す
る
。
譬
え
ば
堂
閣
の
衆
材
は
、
棟
が
そ
の
首
で
あ
る
よ
う
な
も
の

で
あ
る
。
皆
な
棟
に
依
っ
て
摂
持
す
る
の
で
あ
る
か
ら
。
こ
の
よ
う
に
五
根
は
、
慧
が
そ
の
首
で
あ
る
。
摂
持
す
る
か
ら
で

あ
る
」（
雑
六
五
四
＝
Ｓ
Ｎ
４
８
・５
２
）
⑿
。

　

さ
て
、
多
く
の
経
で
五
根
を
修
習
す
る
果
は
、
そ
の
度
合
い
に
よ
っ
て
預
流
か
ら
阿
羅
漢
ま
で
と
説
か
れ
る
⒀
。
だ
が
、

中
に
は
解
脱
を
得
る
と
説
く
経
も
あ
る
。

　
「
こ
の
五
根
を
修
習
し
多
修
す
れ
ば
、
諸
漏
が
尽
き
る
か
ら
、
無
漏
の
心
解
脱
・
慧
解
脱
を
現
法
に
お
い
て
自
ら
証
知
し

現
証
し
具
足
し
て
住と

ど
まる
」（
Ｓ
Ｎ
４
８
・
２
０
＝
雑
六
四
九
⒁
）。

　

そ
れ
ゆ
え
八
期
の
Ｓ
Ｎ
（
４
８
・５
１
、６
７
～
７
０
）
で
は
五
根
も
覚
分
法
、
す
な
わ
ち
菩
提
に
資
す
る
法
と
い
わ
れ
る
。

　

更
に
こ
の
四
期
で
四
沙
門
果
が
は
っ
き
り
説
か
れ
る
よ
う
に
な
る
（
こ
の
四
果
は
、
二
期
で
あ
る
雑
阿
含
一
一
九
一
に
、
は

じ
め
の
三
果
が
言
及
さ
れ
る
が
、
Ｓ
Ｎ
並
行
に
は
言
及
が
な
く
、
三
期
経
典
に
も
言
及
が
な
い
か
ら
、
四
期
の
用
語
で
あ
る
と
い

え
よ
う
）。

　

そ
れ
で
も
四
期
中
阿
含
（
並
行
経
が
Ｍ
Ｎ
に
あ
る
も
の
）
で
須
陀
洹
果
・
斯
陀
含
果
・
阿
那
含
果
・
阿
羅
漢
果
に
言
及
さ

れ
る
中
二
八
、
中
八
六
の
並
行
経
（
Ｍ
Ｎ
１
４
３
、１
４
８
）
に
は
須
陀
洹
・
斯
陀
含
・
阿
那
含
・
阿
羅
漢
と
い
う
用
語
は

な
い
。
漢
訳
の
方
が
成
立
が
遅
い
為
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
根
相
応
で
四
果
が
、
次
の
よ
う
に
定
義
的
に
い
わ
れ
る
。

　
「
諸
比
丘
よ
、
こ
の
五
根
を
満
足
し
、
円
満
す
れ
ば
阿
羅
漢
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
軟
弱
な
ら
ば
不
還
者
で
あ
る
。
こ
れ
よ

り
軟
弱
な
ら
ば
一
来
者
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
軟
弱
な
ら
ば
預
流
者
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
軟
弱
な
ら
ば
随
法
者
で
あ
る
。
こ
れ

よ
り
軟
弱
な
ら
ば
随
信
者
で
あ
る
」（
Ｓ
Ｎ
４
８
・
１
２
＝
雑
六
四
八
）。

　

ま
た
、
こ
の
経
で
は
四
沙
門
果
の
前
の
段
階
に
随
法
、
随
信
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
並
行
す
る
雑
阿
含
六
四
八
に
は
須
陀
洹
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（
預
流
）
の
み
が
説
か
れ
る
⒂
。
続
く
一
経
（
雑
六
四
九
）
に
は
阿
羅
漢
が
説
か
れ
、
別
の
一
経
（
雑
六
五
一
）
で
は
、
菩
薩

を
成
ず
と
も
説
か
れ
る
。

　

し
か
し
、
Ｓ
Ｎ
４
８
根
相
応
で
説
か
れ
る
の
は
、
圧
倒
的
に
預
流
と
阿
羅
漢
、
そ
し
て
沙
門
・
婆
羅
門
で
あ
る
。
四
期
も

遅
く
に
四
果
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
。

　

ま
た
随
法
、
随
信
に
つ
い
て
は
、
同
じ
根
相
応
で
後
に
言
及
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
涅
槃
よ
り
低
い
最
低
の
境
位
と
し
て
「
七

返
有
」
の
後
に
付
け
ら
れ
る
。

三
節　

力

　

力
（bala

　
能
力
、
働
き
、
威
力
）
は
、
雑
阿
含
で
も
Ｓ
Ｎ
で
も
一
相
応
と
し
て
存
在
す
る
⒃
の
だ
が
、
雑
阿
含
の
力
相
応

五
十
六
経
は
、
わ
ず
か
二
経
が
Ｓ
Ｎ
力
相
応
と
並
行
す
る
以
外
は
、
増
支
部
（
Ａ
Ｎ
）
に
十
五
経
、
中
部
（
Ｍ
Ｎ
）
に
一
経

並
行
す
る
。

　

原
中
経
（
中
阿
含
並
行
Ｍ
Ｎ
）、
原
増
一
経
（
増
一
阿
含
並
行
Ａ
Ｎ
）
は
五
期
で
あ
り
、
相
応
経
の
原
道
誦
は
四
期
で
あ
る
。

増
一
と
Ａ
Ｎ
は
増
一
編
集
で
、
そ
こ
で
は
「
二
力
」
か
ら
「
十
力
」
ま
で
が
説
か
れ
る
が
、
並
行
す
る
阿
含
で
は
そ
れ
が

「
力
」
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
雑
阿
含
・
力
相
応
に
入
れ
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。「
力
」
相
応
の
経
が
少
な
い
理
由
は
、
五

根
と
五
力
が
同
じ
だ
と
見
な
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
Ｓ
Ｎ
根
相
応
の
一
経
（
八
期
）
は
次
の
よ
う
に
説
く
。

　
「
こ
の
理
趣
に
依
る
た
め
に
五
根
は
即
ち
五
力
で
あ
る
、
五
力
は
即
ち
五
根
で
あ
る
。
…
…
諸
比
丘
よ
、
信
根
は
即
ち
信

力
で
あ
る
、
信
力
は
即
ち
信
根
で
あ
る
。
精
進
根
は
す
な
わ
ち
精
進
力
で
あ
る
、
精
進
力
は
即
ち
精
進
根
で
あ
る
。
…
…
」

（
Ｓ
Ｎ
４
８
・
４
３
）。

　

そ
の
た
め
か
Ｓ
Ｎ
の
力
相
応
五
十
経
は
第
一
経
を
除
い
て
す
べ
て
略
説
あ
る
い
は
項
目
の
列
挙
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
並
行
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経
を
持
た
な
い
。

　

雑
阿
含
の
五
力
も
次
の
よ
う
に
五
根
と
ほ
ぼ
同
じ
説
明
で
あ
る
。

　
「
彼
の
信
力
は
ま
さ
に
こ
れ
が
四
不
壊
浄
と
知
る
が
い
い
。
精
進
力
と
は
ま
さ
に
こ
れ
が
四
正
断
と
知
る
が
い
い
。
念
力

と
は
ま
さ
に
こ
れ
が
四
念
処
と
知
る
が
い
い
。
定
力
と
は
ま
さ
に
こ
れ
が
四
禅
と
知
る
が
い
い
。
慧
力
と
は
ま
さ
に
こ
れ
が

四
聖
諦
と
知
る
が
い
い
」（
雑
六
七
五
＝
Ｓ
Ｎ
４
８
・
８
⒄
）。

　

も
う
一
つ
の
Ｓ
Ｎ
の
経
は
、
次
の
よ
う
に
五
力
が
涅
槃
に
至
る
道
だ
と
し
て
い
る
が
、
並
行
す
る
雑
阿
含
は
五
力
の
説
明

だ
け
で
あ
る
。

　
「
諸
比
丘
よ
、
譬
え
ば
恒
河
は
東
に
趣
向
し
東
に
臨
入
す
る
。
諸
比
丘
よ
、
こ
の
よ
う
に
、
比
丘
が
五
力
を
修
習
し
五
力

を
多
修
す
れ
ば
涅
槃
に
趣
向
し
、
涅
槃
に
臨
入
す
る
」（
Ｓ
Ｎ
５
０
・
１
＝
雑
六
七
三
）。

四
節　

覚
（
支
）

　

覚
支
（satta-bojjhaṅgā

　
覚
分
）
と
は
、
覚
（
覚
り
）
に
至
る
修
行
法
で
あ
り
、「
菩
提
分
」
と
も
い
う
。
こ
れ
は
雑
阿
含

も
Ｓ
Ｎ
も
す
べ
て
七
覚
支
と
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
「
も
し
七
覚
支
を
修
習
し
、
多
く
修
習
し
増
広
さ
せ
れ
ば
、
こ
れ
が
則
ち
不
退
法
で
あ
る
。
何
を
七
と
す
る
の
か
。
念

覚
支
・
択
法
覚
支
・
精
進
覚
支
・
猗
覚
支
・
喜
覚
支
・
定
覚
支
・
捨
覚
支
で
あ
る
。
こ
れ
を
不
退
法
と
名
づ
け
る
」（
雑

七
〇
五
）。

　

並
行
「
こ
こ
に
比
丘
が
い
る
。
遠
離
に
依
り
、
離
貪
に
依
り
、
滅
尽
に
依
り
、
捨
に
回
向
す
る
念
覚
支
を
修
習
す

る
。
…
…
択
法
覚
支
を
修
習
す
る
。
…
…
精
進
を
修
習
す
る
。
…
…
喜
覚
支
を
修
習
す
る
。
…
…
軽
安
覚
支
を
修
習
す

る
。
定
覚
支
を
修
習
す
る
。
遠
離
に
依
り
、
離
貪
に
依
り
、
滅
尽
に
依
り
、
捨
に
回
向
す
る
捨
覚
支
を
修
習
す
る
」。（
Ｓ
Ｎ



14

部派仏教の修道と涅槃（松岡 由香子）

４
６
・
１
）。

　

七
覚
支
に
お
い
て
も
五
根
と
重
な
る
も
の
と
し
て
念
・
精
進
・
定
の
三
つ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
重
な
ら
な
い
も
の
は
択

法
覚
支
・
軽
安
覚
支
・
喜
覚
支
・
捨
覚
支
の
四
つ
で
あ
る
。

　

ま
ず
重
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
実
も
五
根
の
念
・
精
進
・
定
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

一
、
す
な
わ
ち
念
覚
支
（sati-sam

bojjhaṅgā

）
の
内
実
は
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。

　
「
何
を
念
覚
分
の
食
と
す
る
の
か
。
四
念
処
を
思
惟
し
…
…
」（
雑
阿
七
一
五
）。

　

こ
こ
で
「
食
」
と
は
、
内
実
、
因
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
あ
る
。
並
行
す
る
Ｓ
Ｎ
４
６
・
５
１
で
は
念
覚
分
の
食
は
「
念

覚
支
処
」
と
い
わ
れ
る
。

二
、
精
進
覚
支
（viriya-sam

bojjhaṅgā

）
は
こ
う
い
わ
れ
る
。「
何
を
精
進
覚
分
の
食
と
す
る
の
か
。
か
の
四
正
断
思
惟
で

あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」（
雑
阿
七
一
五
）。

　

並
行
「
諸
比
丘
よ
、
何
が
食
と
な
っ
て
、
未
生
の
精
進
覚
支
を
生
じ
、
已
生
の
精
進
覚
支
を
修
習
し
、
円
満
さ
せ
る
の

か
。
諸
比
丘
よ
、
発
勤
界
・
精
勤
界
・
勤
勇
界
が
あ
る
。
こ
の
理
の
よ
う
に
思
惟
し
、
作
意
し
多
修
す
る
こ
と
が
、
食
と

な
っ
て
未
生
の
精
進
覚
支
を
生
じ
、
已
生
の
精
進
覚
支
を
修
習
し
、
円
満
さ
せ
る
」（
Ｓ
Ｎ
４
６
・５
１
）。

　

精
進
覚
支
の
内
容
は
「
発
勤
界
・
精
勤
界
・
勤
勇
界
」
で
あ
る
。
先
に
見
た
Ｓ
Ｎ
の
五
根
の
精
進
根
が
「
発
勤
・
努
力
・

勇
健
堅
固
」（
Ｓ
Ｎ
４
８
・
９
）
と
あ
っ
た
の
に
呼
応
し
よ
う
。

三
、
定
覚
支
（sam

ādhi-sam
bojjhaṅgā

）
は
こ
う
い
わ
れ
る
。

　
「
何
を
定
覚
分
の
食
と
す
る
の
か
。
四
禅
思
惟
す
る
こ
と
を
い
う
。
未
だ
生
じ
な
い
定
覚
分
を
生
起
さ
せ
、
已
に
生
じ
た

定
覚
分
を
重
ね
て
生
じ
て
増
広
さ
せ
る
。
こ
れ
を
定
覚
分
食
と
名
づ
け
る
」（
雑
阿
七
一
五
）。
並
行
す
る
Ｓ
Ｎ
４
６
・
５
１

で
は
「
諸
比
丘
よ
、
寂
止
相
・
不
乱
相
が
あ
る
、
こ
の
理
の
よ
う
に
思
惟
し
、
作
意
し
多
修
す
る
こ
と
は
、
食
と
な
っ
て
未
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だ
生
じ
な
い
定
覚
支
を
生
じ
、
已
に
生
じ
た
定
覚
支
を
修
習
し
て
円
満
さ
せ
る
」
と
な
っ
て
い
て
、
定
覚
分
の
内
容
は
四
禅

で
は
な
く
「
寂
止
相
・
不
乱
相
」
と
な
っ
て
い
る
。
Ｓ
Ｎ
の
方
が
古
い
と
思
わ
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
四
念
処
・
四
正

勤
・
四
禅
と
い
う
用
語
が
四
期
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

続
い
て
新
た
な
択
法
覚
支
・
軽
安
覚
支
・
喜
覚
支
・
捨
覚
支
を
見
て
み
た
い
。

四
、
択
法
覚
支
（dham

m
avicaya-sam

bojjhaṅgā

）
は
こ
う
い
わ
れ
る
。

　
「
諸
比
丘
よ
、
比
丘
が
こ
の
よ
う
に
正
念
に
住
し
て
、
慧
を
以
て
そ
の
法
を
決
択
し
、
伺
察
し
、
観
察
す
る
時
は
、
そ
の

比
丘
に
択
法
覚
支
が
発
る
」（
Ｓ
Ｎ
４
６
・
３
）。

　

並
行
「
則
ち
選
択
に
お
い
て
分
別
し
思
惟
す
る
。
そ
の
時
、
択
法
覚
支
を
修
習
す
る
。
則
ち
択
法
覚
支
を
修
し
已
り
、
択

法
覚
支
が
滿
足
す
る
」（
雑
七
一
一
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
智
慧
を
も
っ
て
選
択
し
、
分
別
、
観
察
す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
戒
・
定
・
慧
の
「
慧
」
に
あ
た
ろ
う
。

Ｓ
Ｎ
の
慧
根
で
も
「
智
慧
あ
っ
て
聖
決
択
し
、
正
し
く
苦
尽
に
順
ず
る
生
滅
の
慧
を
成
就
す
る
」（
Ｓ
Ｎ
４
８
・
９
）
と
い
わ

れ
て
い
る
。

　

分
別
す
べ
き
法
は
「
善
・
不
善
、
有
呵
責
・
無
呵
責
の
法
、
勝
・
劣
の
法
、
黒
・
白
倶
分
の
法
」（
Ｓ
Ｎ
４
６
・
２
）
な

ど
、
い
わ
ゆ
る
分
別
知
で
あ
り
、
二
期
の
雑
阿
含
に
「
心
、
常
に
正
受
に
入
り
、
明
智
で
よ
く
分
別
し
」（
雑
九
九
六
）
と

い
わ
れ
た
こ
と
に
相
応
し
よ
う
。

五
、
猗
（
軽
安
）
覚
支
（passaddhi-sam

bojjhaṅgā

）。

　

雑
阿
含
の
「
猗
」
と
い
う
訳
は
、「
猗
」
が
寄
り
か
か
る
と
か
、
美
し
く
立
派
な
さ
ま
と
か
色
々
な
意
味
が
あ
る
の
で
わ
か

り
に
く
い
が
、
パ
ー
リ
語passaddha

の
訳
語
が
安
息
、
軽
安
と
い
う
意
味
で
あ
る
か
ら
「
軽
安
覚
支
」
と
な
っ
て
い
る
。
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猗
（
軽
安
）
覚
支
と
は
、「
身
心
が
猗
息
す
れ
ば
、
則
ち
猗
覚
支
を
修
す
る
。
猗
覚
支
を
修
し
お
わ
れ
ば
、
猗
覚
が
満
足

す
る
。
身
が
猗
息
し
お
わ
る
」（
雑
七
一
一
）
と
あ
る
。
並
行
経
で
は
な
い
が
、
軽
安
覚
支
は
Ｓ
Ｎ
に
は
こ
う
説
か
れ
る
。

「
諸
比
丘
よ
、
身
軽
安
、
心
軽
安
が
あ
る
。
こ
の
理
の
よ
う
に
思
惟
し
、
作
意
し
多
修
す
る
こ
と
が
、
食
と
な
っ
て
未
生
の

軽
安
覚
支
を
生
じ
、
已
生
の
軽
安
覚
支
を
修
習
し
て
円
満
さ
せ
る
」（
Ｓ
Ｎ
４
６
・５
１
＝
雑
七
一
五
）。

　

猗
（
軽
安
）
覚
支
は
、
心
身
が
坐
禅
に
よ
っ
て
安
ら
か
に
な
る
こ
と
で
あ
り
、「
定
」
の
あ
り
方
と
い
え
よ
う
。

六
、
喜
覚
支
（pīti-sam

bojjhaṅgā

）
と
は
「
そ
の
精
進
方
便
が
已
れ
ば
、
則
ち
歓
喜
が
生
じ
、
諸
食
想
を
離
れ
て
、
喜
覚
支

を
修
す
る
」（
雑
七
一
一
、
Ｓ
Ｎ
４
６
・
５
６
参
照
）
と
あ
る
よ
う
に
、
精
進
に
よ
っ
て
喜
悦
を
生
じ
、
煩
悩
の
原
因
と
な
る

想
い
（
食
想
）
を
離
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
い
は
「
精
進
を
起
し
て
離
財
の
喜
を
得
る
時
は
、
こ
の
比
丘
に
喜
覚
支
が
発

る
」（
Ｓ
Ｎ
４
６
・
３
）
と
も
い
わ
れ
る
。
こ
の
並
行
雑
阿
含
七
二
四
に
は
喜
覚
分
は
な
い
。

　

ま
た
七
覚
支
そ
れ
ぞ
れ
に
い
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、「
喜
が
あ
り
喜
処
が
あ
る
。
そ
の
喜
は
即
ち
是
れ
喜
覚
分
で
あ
る
。

是
れ
は
智
で
あ
り
、
是
れ
は
等
覚
で
あ
る
。
よ
く
涅
槃
に
転
趣
す
る
。
そ
の
喜
処
も
ま
た
即
ち
是
れ
喜
覚
分
で
あ
る
。
是
れ

が
智
で
あ
り
、
是
れ
が
等
覚
で
あ
る
。
よ
く
涅
槃
に
転
趣
す
る
」（
雑
七
一
三
＝
Ｓ
Ｎ
４
６
・
５
２
）
と
涅
槃
に
結
び
つ
け
ら

れ
る
。
し
か
し
「
一
切
皆
苦
」
か
ら
始
ま
る
修
行
に
「
喜
」
と
い
う
の
は
や
や
異
質
な
感
が
あ
る
。

七
、
捨
（upekkhā-sam

bojjhaṅgā

）
覚
支
と
は
「
貪
憂
が
滅
す
れ
ば
、
則
ち
捨
心
が
生
じ
て
捨
覚
支
を
修
め
る
」（
雑
七
一
一

＝
Ｓ
Ｎ
４
６
・
５
６
）
と
あ
る
だ
け
で
あ
る
。「
善
く
観
察
者
で
あ
る
時
は
、
比
丘
に
捨
覚
支
が
発
る
」（
Ｓ
Ｎ
４
６
・
３
）
と

も
い
わ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
観
察
す
る
か
は
説
か
れ
な
い
。

　

後
の
唯
識
説
で
は
「
捨
」
は
昏
沈
（
抑
鬱
）
と
掉
挙
（
興
奮
）
を
離
れ
た
平
安
な
平
等
に
見
る
状
態
で
あ
る
。
ま
た
定
根

に
つ
い
て
「
捨
を
所
縁
と
し
て
定
を
得
て
、
心
一
趣
を
得
る
」（
Ｓ
Ｎ
４
８
・
９
）
と
説
か
れ
て
い
る
か
ら
、
定
に
お
け
る
状

態
で
あ
ろ
う
。
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ま
た
覚
支
で
特
徴
的
な
こ
と
は
、
念
覚
支
・
択
法
覚
支
・
精
進
覚
支
・
軽
安
覚
支
・
喜
覚
支
・
定
覚
支
・
捨
覚
支
の
順

で
、
念
覚
支
が
起
こ
れ
ば
択
法
覚
支
が
起
こ
る
、
択
法
覚
支
が
起
こ
れ
ば
精
進
覚
支
が
起
こ
る
と
次
第
し
て
い
る
こ
と
で
あ

り
、
こ
れ
も
縁
起
と
い
う
こ
と
の
一
つ
の
説
き
方
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
が
坐
禅
に
お
け
る
二
つ
の
悪
し
き
傾
向
、
昏
沈
と
掉
挙
の
状
態
を
改
善
す
る
た
め
に
修
せ
ら
れ
る
こ
と
が
、
次
の

よ
う
な
叙
述
で
わ
か
る
。

　
「
諸
比
丘
よ
、
心
退
縮
（
昏
沈
）
す
る
時
は
択
法
覚
支
を
修
習
す
る
時
で
あ
る
。
精
進
覚
支
を
修
習
す
る
時
で
あ
る
。
喜

覚
支
を
修
習
す
る
時
で
あ
る
。
…
…
諸
比
丘
よ
、
心
掉
挙
す
る
時
は
軽
安
覚
支
を
修
習
す
る
時
で
あ
る
。
定
覚
支
を
修
習
す

る
時
で
あ
る
。
捨
覚
支
を
修
習
す
る
時
で
あ
る
」（
Ｓ
Ｎ
４
６
・５
３
）。

　

並
行
「
仏
は
、
比
丘
に
告
げ
た
。
こ
の
よ
う
な
掉
心
が
生
じ
、
掉
心
、
猶
予
す
れ
ば
、
択
法
覚
分
・
精
進
覚
分
・
喜
覚
分

を
修
し
、
そ
の
掉
心
は
増
す
。
諸
比
丘
よ
、
若
し
微
劣
の
心
が
生
じ
、
微
劣
が
猶
予
す
れ
ば
、
こ
の
時
、
ま
さ
に
択
法
覚

分
・
精
進
覚
分
・
喜
覚
分
を
修
す
る
が
い
い
。
…
…
若
し
掉
心
が
生
じ
、
掉
心
、
猶
予
す
れ
ば
、
猗
覚
分
・
定
覚
分
・
捨
覚

分
を
修
せ
よ
」（
雑
七
一
四
）。

　

ま
た
克
服
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
、
五
蓋
（
貪
・
瞋
・
掉
悔
（uddhacca-kukkucca

）・
疑
（vicikitsā

）・
睡
眠

（stīynam
iddha

）
や
心
の
随
煩
悩
が
登
場
す
る
。
貪
瞋
痴
の
三
毒
の
う
ち
、
貪
・
瞋
は
同
じ
だ
が
、
痴
に
代
わ
っ
て
掉
悔
・
疑

と
に
な
り
、
睡
眠
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
掉
悔
と
は
心
を
ざ
わ
つ
か
せ
る
掉
と
、
心
を
悩
ま
せ
る
悔
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
坐

禅
中
に
お
け
る
心
の
悪
し
き
状
態
と
も
解
せ
る
も
の
で
、
そ
れ
ら
を
克
服
す
る
の
が
択
法
覚
支
、
喜
覚
支
、
軽
安
覚
支
に
対

応
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

こ
れ
ら
が
特
に
覚
支
と
名
付
け
ら
れ
る
の
は
、
そ
の
果
が
菩
提
（
覚
）
だ
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
直
截
に
は
説
か

れ
な
い
。
あ
る
経
は
「
明
解
脱
の
果
」
を
得
る
と
い
う
。
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「
諸
比
丘
よ
、
七
覚
支
は
障
が
な
く
蓋
が
な
く
随
煩
悩
が
な
い
。
こ
れ
を
修
習
し
て
、
多
修
す
れ
ば
明
解
脱
の
果
の
現
証

に
資
す
る
。
何
を
七
と
す
る
の
か
。
諸
比
丘
よ
、
念
覚
支
（
択
法
覚
支
・
精
進
覚
支
・
軽
安
覚
支
・
喜
覚
支
・
定
覚
支
・
捨

覚
）
は
、
障
が
な
く
蓋
が
な
く
心
の
随
煩
悩
が
な
い
。
こ
れ
を
修
習
し
、
多
修
す
れ
ば
明
解
脱
の
果
の
現
証
に
資
す
る
」（
Ｓ
Ｎ

４
・
３
８
）。

　

並
行
「
も
し
七
覚
支
が
あ
れ
ば
、
よ
く
大
明
を
な
し
て
、
よ
く
目
で
あ
る
智
慧
を
増
長
し
、
明
で
あ
る
正
覚
を
な
し
、
涅

槃
に
転
趣
す
る
」（
雑
七
〇
六
）
と
繰
り
返
さ
れ
る
。

　

ま
た
そ
の
果
は
、
阿
羅
漢
ま
で
の
四
果
に
な
る
。

　
「
こ
の
よ
う
に
比
丘
よ
、
七
覚
分
を
修
習
し
お
わ
り
、
多
く
修
習
し
お
わ
れ
ば
、
四
種
の
果
、
四
種
の
福
利
を
得
る
。
何

を
四
と
す
る
の
か
。
須
陀
洹
果
、
斯
陀
含
果
、
阿
那
含
果
、
阿
羅
漢
果
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」（
雑
七
三
五
＝
Ｓ

Ｎ
４
８
・
１
２
）。

　

ま
た
あ
る
経
は
「
七
果
」
を
説
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
段
階
の
涅
槃
と
な
る
と
い
う
。

　
「
も
し
比
丘
が
、
七
覚
分
を
修
習
し
て
、
多
く
修
習
し
お
わ
れ
ば
、
ま
さ
に
七
種
の
果
、
七
種
の
福
利
を
得
る
。
何
を
七

と
す
る
の
か
。
こ
の
、
比
丘
は
現
法
に
智
証
の
楽
（
Ｓ
Ｎ
は
「
開
悟
」）
を
得
る
。
も
し
く
は
命
終
し
た
時
に
（
得
る
）。
現

法
に
智
証
の
楽
を
得
ず
、
命
終
の
時
に
及
ん
で
五
下
分
結
を
尽
く
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
中
般
涅
槃
す
る
。
も
し
中
般
涅
槃

を
得
ら
れ
な
け
れ
ば
、
生
（
Ｓ
Ｎ
損
害
）
般
涅
槃
を
得
る
。
も
し
生
般
涅
槃
を
得
ら
れ
な
け
れ
ば
、
無
行
般
涅
槃
を
得
る
。

も
し
無
行
般
涅
槃
を
得
ら
れ
な
け
れ
ば
、
有
行
般
涅
槃
を
得
る
。
も
し
有
行
般
涅
槃
を
得
ら
れ
な
け
れ
ば
、
上
流
般
涅
槃
を

得
る
」（
雑
七
三
六
＝
Ｓ
Ｎ
４
６
・
３
）。

　

最
上
の
涅
槃
は
「
現
法
に
智
証
の
楽
を
得
る
」
こ
と
で
あ
り
、
次
が
、
臨
終
に
五
下
分
結
が
尽
き
る
「
中
般
涅
槃
」、
そ

の
下
が
「
生
（
Ｓ
Ｎ
損
害
）
般
涅
槃
」、
次
第
し
て
「
無
行
般
涅
槃
」、「
有
行
般
涅
槃
」、「
上
流
般
涅
槃
」
で
あ
る
と
い



19

禅文化研究所紀要 第34号（平成31年2月）

う
。
い
っ
た
い
、
五
下
分
結
す
な
わ
ち
有
身
見
（sakkāya-diṭṭhi

）
疑 

（vicikicchā

）、
戒
禁
取
（sīlabbata-parām

āsa

）
貪
欲

（kām
a-rāga

）
瞋
恚
（paṭigha

）
が
な
く
な
っ
た
だ
け
で
、「
中
般
涅
槃
」
と
い
う
詞
が
使
わ
れ
る
が
、
阿
羅
漢
に
な
る
に
は

五
上
分
結
が
尽
き
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、
阿
羅
漢
以
下
で
あ
る
。
ま
た
阿
羅
漢
よ
り
下
の
「
不
還
」
で
も
「
生
（
Ｓ
Ｎ
損

害
）
般
涅
槃
」、「
一
来
」
が
「
無
行
般
涅
槃
」、「
預
流
」
が
「
有
行
般
涅
槃
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
涅
槃
の
流
れ
に
入
っ

て
い
な
い
も
の
で
さ
え
、「
上
流
般
涅
槃
」
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
四
期
で
は
「
涅
槃
」
と
い
う
詞
が
、
修
行
が
進
ん
で
い
な
い
者
の
果
を
顕
す
の
に
使
わ
れ
て
、
元
来
の
「
涅

槃
」
の
意
味
か
ら
は
る
か
に
逸
脱
し
て
い
く
の
が
わ
か
る
。

　

こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
涅
槃
は
、
先
の
根
相
応
で
も
説
か
れ
て
い
た
。

　
「
諸
比
丘
よ
、
こ
の
五
根
を
満
足
し
円
満
す
れ
ば
阿
羅
漢
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
軟
弱
な
ら
ば
中
般
涅
槃
者
で
あ
る
。
こ
れ

よ
り
軟
弱
な
ら
ば
損
害
般
涅
槃
者
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
軟
弱
な
ら
ば
、
無
行
般
涅
槃
者
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
軟
弱
な
ら
ば
、

有
行
般
涅
槃
者
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
軟
弱
な
ら
ば
、
上
流
と
な
っ
て
色
究
竟
天
に
至
る
。
こ
れ
よ
り
軟
弱
な
ら
ば
一
来
者
で

あ
る
。
こ
れ
よ
り
軟
弱
な
ら
ば
一
種
者
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
軟
弱
な
ら
ば
家
々
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
軟
弱
な
ら
ば
七
返
有
で

あ
る
。
こ
れ
よ
り
軟
弱
な
ら
ば
随
法
者
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
軟
弱
な
ら
ば
随
信
者
で
あ
る
」（
Ｓ
Ｎ
４
８
・
２
４
）。

　

並
行
「
も
し
比
丘
が
あ
の
五
根
を
増
上
し
明
利
満
足
す
る
者
な
ら
ば
、
阿
羅
漢
を
得
て
倶
分
解
脱
す
る
。
も
し
軟
で
も
し

劣
な
ら
ば
身
証
を
得
る
。
そ
れ
よ
り
も
し
軟
で
も
し
劣
な
る
者
な
ら
ば
見
到
を
得
る
。
そ
れ
よ
り
も
し
軟
で
も
し
劣
な
る
者

な
ら
ば
信
解
脱
を
得
る
。
そ
れ
よ
り
も
し
軟
で
も
し
劣
な
る
者
な
ら
ば
一
種
を
得
る
。
そ
れ
よ
り
も
し
軟
で
も
し
劣
な
る
者

な
ら
ば
斯
陀
含
を
得
る
。
そ
れ
よ
り
も
し
軟
で
も
し
劣
な
る
者
な
ら
ば
家
家
を
得
る
。
そ
れ
よ
り
も
し
軟
で
も
し
劣
な
る
者

な
ら
ば
七
有
を
得
る
。
そ
れ
よ
り
も
し
軟
で
も
し
劣
な
る
者
な
ら
ば
法
行
を
得
る
。
そ
れ
よ
り
も
し
軟
で
も
し
劣
な
る
者
な

ら
ば
信
行
を
得
る
」（
雑
六
五
三
）。
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こ
こ
で
は
阿
羅
漢
、
身
証
、
見
到
、
信
解
脱
・
一
種
・
斯
陀
含
（
一
来
）・
七
有
・
法
行
・
信
行
と
い
う
九
果
が
説
か
れ

る
。

　

と
こ
ろ
で
、
七
覚
支
は
後
の
経
典
（
例
え
ば
Ｓ
Ｎ
４
６
・
３
０
）
で
は
、
出
家
、
五
蘊
の
生
滅
、
四
聖
諦
の
後
に
七
覚
支
が

説
か
れ
る
の
で
、
三
十
七
道
品
の
中
で
高
度
の
修
行
法
で
あ
る
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
五
根
、
五
力
と
同
様
な
、
一
つ

の
修
行
法
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
続
く
「
道
」
も
同
じ
で
あ
る
。

五
節　

聖
道

　

聖
道
に
つ
い
て
は
、
雑
阿
含
も
Ｓ
Ｎ
も
一
経
（
七
道
分
・
雑
七
五
四
）
を
除
い
て
「
八
聖
道
」
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
次

の
よ
う
に
説
か
れ
る
。

　
「
諸
比
丘
よ
、
明
が
前
と
な
り
、
善
法
が
生
ず
る
に
随
っ
て
慚
愧
が
生
ず
る
。
諸
比
丘
よ
、
明
に
随
う
有
智
者
に
お
い
て
、

正
見
が
生
ず
る
。
正
見
が
あ
れ
ば
正
思
惟
（sam

m
ā-saṅkappa

）
が
生
ず
る
。
正
思
惟
が
あ
れ
ば
、
正
語
が
生
ず
る
。
正
語

が
あ
れ
ば
正
業
が
生
ず
る
。
正
業
が
あ
れ
ば
正
命
が
生
ず
る
。
正
命
が
あ
れ
ば
正
精
進
が
生
ず
る
。
正
精
進
が
あ
れ
ば
正
念

が
生
ず
る
。
正
念
が
あ
れ
ば
正
定
が
生
ず
る
」（
Ｓ
Ｎ
４
５
・
１
）。

　

並
行
雑
阿
含
で
は
、「
能よ

く
正
見
が
生
ず
る
。
正
見
が
生
じ
お
わ
れ
ば
正
志
が
起
こ
り
、
正
語
・
正
業
・
正
命
・
正
方

便
・
正
念
・
正
定
が
次
第
し
て
起
こ
る
」（
雑
七
四
九
）
と
説
か
れ
て
、「
正
思
惟
」
に
代
え
て
「
正
志
」、「
正
精
進
」
に
代

え
て
「
正
方
便
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
が
、
先
の
五
根
（
力
）、
七
覚
支
と
大
き
く
異
な
る
と
こ
ろ
は
、
坐
禅
の
工
夫
だ
け
で
は
な
く
、
生
き
方
を
入
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。「
正
語
」
は
口
に
よ
る
正
し
い
あ
り
方
、「
正
業
」
は
社
会
で
生
活
す
る
た
め
の
正
し
い
行
為
、「
正
命
」

は
正
し
い
生
活
手
段
で
あ
り
、
戒
の
一
部
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
慧
で
あ
る
正
見
、
正
思
惟
、
定
に
属
す
正
精
進
、
正
念
、
正
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定
に
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
坐
禅
に
よ
る
修
行
よ
り
も
、
も
う
少
し
広
く
仏
道
修
行
を
説
い
て
お
り
、
戒
・
定
・
慧
を

八
つ
に
開
い
た
と
も
い
え
よ
う
。
あ
る
い
は
四
聖
諦
の
「
集
・
滅
」
が
坐
禅
修
行
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
八
聖
道
は
そ
の
最
後

の｢
道｣

を
広
げ
た
も
の
と
い
え
る
。

　

八
聖
道
の
内
実
は
四
期
で
は
あ
ま
り
説
か
れ
ず
、
漢
訳
の
少
し
遅
い
経
典
で
い
ろ
い
ろ
に
説
か
れ
る
。

　
「
何
を
正
見
と
す
る
の
か
。
施
が
あ
る
と
説
き
、
斎
が
あ
る
、
善
行
が
あ
り
、
悪
行
が
あ
り
、
善
悪
行
の
果
報
が
あ
り
、

此
世
が
あ
り
、
他
世
が
あ
り
、
父
母
が
あ
り
、
衆
生
の
生
が
あ
り
、
阿
羅
漢
が
あ
り
、
善
に
到
り
、
善
に
向
う
と
説
く
。
此

世
、
他
世
が
あ
っ
て
、
自
ら
知
り
証
を
作
し
、
具
足
し
て
住と

ど
まる
。
わ
た
し
の
生
は
已
に
尽
き
、
梵
行
は
已
に
立
ち
、
所
作
は

已
に
作
し
た
。
自
ら
後
有
を
受
け
な
い
こ
と
を
知
る
。
何
を
正
志
と
す
る
の
か
。
出
要
の
志
、
無
恚
の
志
、
不
害
の
志
で
あ

る
。
何
を
正
語
と
す
る
の
か
。
妄
語
を
離
れ
、
両
舌
を
離
れ
、
悪
口
を
離
れ
、
綺
語
を
離
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
何
を

正
業
と
す
る
の
か
。
殺
・
盜
・
婬
を
離
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
何
を
正
命
と
す
る
の
か
。
法
に
か
な
っ
て
衣
服
・
飮

食
・
臥
具
・
湯
薬
を
求
め
て
、
如
法
で
な
い
も
の
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
何
を
正
方
便
と
す
る
の
か
。
精
進
を
欲
し

て
、
方
便
し
て
出
離
し
、
勤
め
競
い
、
堪
能
で
あ
っ
て
、
常
に
行
じ
て
退
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
何
を
正
念
と
す
る

の
か
。
念
じ
て
随
順
し
て
、
念
じ
て
不
妄
不
虚
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
何
を
正
定
と
す
る
の
か
。
住
心
し
て
乱
れ
ず
、
堅
固

に
摂
持
し
て
三
昧
一
心
に
寂
止
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」（
雑
七
八
四
）。

　

こ
の
経
と
並
行
す
る
Ｓ
Ｎ
４
５
・
２
１
で
は
八
聖
道
は
詳
説
さ
れ
ず
、
総
じ
て
Ｓ
Ｎ
の
道
相
応
に
は
こ
の
よ
う
な
叙
述
は

な
い
か
ら
、
雑
阿
含
固
有
の
説
明
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
Ｓ
Ｎ
に
も
後
に
付
加
さ
れ
た
も
の
に
は
八
聖
道
を
詳
述
す
る
一
経

が
あ
る
。

　
「
諸
比
丘
よ
、
い
か
な
る
こ
と
を
正
見
と
す
る
の
か
。
諸
比
丘
よ
、
苦
の
智
、
苦
集
の
智
、
苦
滅
の
智
、
順
苦
滅
道
の
智

で
あ
る
。
こ
れ
を
名
づ
け
て
正
見
と
す
る
。
…
…
い
か
な
る
こ
と
を
正
思
惟
と
す
る
の
か
。
諸
比
丘
よ
、
出
離
の
思
惟
、
無
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恚
の
思
惟
、
無
害
の
思
惟
…
…
。
い
か
な
る
こ
と
を
正
語
と
す
る
の
か
。
諸
比
丘
よ
、
虚
誑
語
を
離
れ
、
離
間
語
を
離
れ
、

粗
悪
口
を
離
れ
、
雑
穢
語
を
離
る
。
…
…
い
か
な
る
を
こ
と
を
正
業
と
す
る
の
か
。
諸
比
丘
よ
、
殺
生
を
離
れ
、
不
与
取
を

離
れ
・
非
梵
行
を
離
る
。
…
…
い
か
な
る
こ
と
を
正
命
と
す
る
の
か
。
…
…
邪
命
を
断
じ
、
正
命
に
て
活
命
す
。
…
…
い
か

な
る
こ
と
を
正
方
便
と
す
る
の
か
。
諸
比
丘
よ
、
未
生
の
悪
不
善
法
を
生
ぜ
ざ
ら
ん
が
為
に
、
志
欲
を
起
こ
し
、
発
勤
し
、

心
を
策
し
持
す
。
已
生
の
悪
不
善
法
…
…
未
生
の
善
法
…
…
已
生
の
善
法
を
…
…
い
か
な
る
こ
と
を
正
念
と
す
る
の
か
。

…
…
身
に
お
い
て
身
を
随
観
し
、
…
…
受
に
お
い
て
受
を
随
観
し
、
…
…
心
に
お
い
て
心
を
随
観
し
、
…
…
法
に
お
い
て
法

を
随
観
し
、
…
…
い
か
な
る
こ
と
を
正
定
と
す
る
の
か
。
諸
欲
を
離
れ
、
諸
の
不
善
法
を
離
れ
、
有
尋
有
伺
に
し
て
離
よ
り

生
じ
た
る
喜
と
楽
と
あ
る
初
静
慮
を
具
足
し
て
住と

ど
まる
。
第
二
静
慮
を
具
足
し
て
…
…
、
第
三
静
慮
を
具
足
し
て
…
…
、
第
四

静
慮
を
具
足
し
て
…
…
」（
Ｓ
Ｎ
４
５
・
８
＝
Ｄ
Ｎ
２
２
、
Ｍ
Ｎ
１
４
１
＝
中
三
一
）。

　

Ｓ
Ｎ
と
雑
阿
含
で
は
、
一
番
大
切
と
思
わ
れ
る
正
見
で
さ
え
も
そ
の
内
実
は
大
き
く
異
な
る
。
Ｓ
Ｎ
は
四
聖
諦
で
あ
る

が
、
雑
阿
含
で
は
仏
道
に
対
す
る
信
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
正
思
惟
（
志
）
も
慧
に
括
る
こ
と
の
で
き
る
あ
り
方
だ
が
、
雑
阿
含
、
Ｓ
Ｎ
と
も
に
出
家
す
べ
き
こ
と
、
怒
ら
な
い
、

害
さ
な
い
と
、
同
様
の
こ
と
が
説
か
れ
て
お
り
、
縁
起
や
五
蘊
な
ど
は
説
か
れ
ず
、
倫
理
に
近
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　

正
命
に
つ
い
て
雑
阿
含
の
方
が
詳
し
い
の
は
後
の
付
加
で
あ
ろ
う
か
。

　

正
方
便
（
正
勤
）
は
雑
阿
含
・
Ｓ
Ｎ
と
も
に
四
正
勤
で
あ
り
、
正
念
は
雑
阿
含
で
は
「
念
じ
て
随
順
し
、
念
じ
て
不
妄
不

虚
を
念
ず
る
」
と
あ
っ
て
わ
か
り
に
く
い
。
Ｓ
Ｎ
の
覚
支
相
応
で
「
そ
の
法
を
随
念
し
随
尋
す
る
時
は
、
そ
の
比
丘
に
念
覚

支
が
発
る
」（
Ｓ
Ｎ
４
６
・
３
）
と
あ
っ
て
、
法
を
念
ず
る
と
い
う
意
味
に
な
る
。

　

ま
た
八
聖
道
で
共
通
し
て
し
ば
し
ば
説
か
れ
る
の
は
、
八
聖
道
に
よ
っ
て
貪
・
瞋
・
痴
を
滅
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
聖
弟
子
は
、
心
が
ま
さ
に
貪
欲
・
瞋
恚
・
愚
痴
か
ら
解
脱
す
る
。
こ
の
よ
う
に
心
善
く
解
脱
し
て
、
聖
弟
子
は
正
知
見
を
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得
る
。
わ
た
し
の
生
は
已
に
尽
き
、
梵
行
は
已
に
立
ち
、
所
作
は
作
し
お
わ
り
、
自
ら
後
有
を
受
け
な
い
こ
と
を
知
る
」

（
雑
七
四
八
、
雑
七
八
三
＝
Ｓ
Ｎ
４
５
・
４
）。

　

八
期
の
Ｓ
Ｎ
で
は
涅
槃
に
至
る
道
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
定
型
句
で
あ
っ
て
、
八
聖
道
固
有
の
説
明
で
は

な
い
。

　
「
こ
こ
に
比
丘
が
い
る
。
遠
離
に
依
り
、
離
貪
に
依
り
、
滅
尽
に
依
り
、
捨
に
回
向
す
る
正
見
を
修
習
す
る
。
遠
離
に

…
…
正
思
惟
を
修
習
す
る
。
遠
離
に
…
…
正
語
を
修
習
す
る
。
遠
離
に
…
…
正
業
を
修
習
す
る
。
遠
離
に
…
…
正
命
を
修
習

す
る
。
遠
離
に
…
…
正
精
進
を
修
習
す
る
。
遠
離
に
…
…
正
念
を
修
習
す
る
。
遠
離
に
…
…
正
定
を
修
習
す
る
。
諸
比
丘

よ
、
こ
の
よ
う
に
し
て
此
の
比
丘
は
、
見
を
正
し
く
向
け
、
道
の
修
習
を
正
し
く
向
け
て
、
無
明
を
壊
ち
、
明
を
生
じ
て
涅

槃
を
現
証
す
」（
Ｓ
Ｎ
４
５
・
９
）。

　

以
上
、
四
期
道
誦
の
根
・
力
・
覚
支
・
聖
道
相
応
の
検
討
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
五
根
（
五
力
）
も
八
聖
道
も

七
覚
支
も
、
同
じ
く
涅
槃
に
至
る
道
の
多
様
な
説
き
方
の
一
つ
で
あ
り
、
力
点
が
相
違
し
て
い
る
だ
け
で
、
い
ず
れ
に
も

（
戒
）
定
慧
が
分
節
し
て
説
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
解
脱
や
涅
槃
に
至
る
と
い
う
直
載
な
い
い
方
は
な
く
、

そ
れ
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、
そ
の
果
も
預
流
か
ら
阿
羅
漢
ま
で
、
あ
る
い
は
涅
槃
も
さ
ま
ざ
ま
な
段
階
が
設
け
ら
れ
て
、
い

ろ
い
ろ
な
修
行
法
が
あ
る
、
と
い
う
方
向
に
拡
散
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
「
念
・
精
進
・
定
」
は
す
べ
て
に
説
か
れ
る
重

要
な
行
法
で
あ
り
、
そ
の
具
体
的
な
あ
り
方
は
坐
禅
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
坐
禅
が
問
題
で
あ
る
。

六
節　

四
禅
は
外
道
の
教
え

　

五
期
の
中
経
（
Ｍ
Ｎ
）
で
は
次
の
よ
う
に
坐
禅
を
し
て
、
正
念
を
持た
も

ち
五
蓋
を
除
き
、
四
禅
を
修
し
て
解
脱
に
至
る
あ
り

方
が
語
ら
れ
る
。
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「
か
れ
は
、
静
か
な
坐
臥
所
に
、
す
な
わ
ち
人
里
を
離
れ
た
所
、
木
の
根
方
、
山
、
谷
間
、
洞
窟
、
墓
場
、
森
の
茂
み
、

露
天
、
山
積
み
の
藁
に
親
し
む
。
か
れ
は
［
托
鉢
に
よ
っ
て
］
食
事
を
済
ま
せ
た
後
、
托
鉢
か
ら
帰
る
と
、
足
を
交
叉
し
て

組
み
合
わ
せ
、
上
体
を
真
っ
直
ぐ
に
保
ち
、
面
前
に
注
意
力
を
凝
ら
し
て
坐
る
。
か
れ
は
、
俗
世
間
に
対
す
る
渇
望
を
離
れ

た
心
に
よ
っ
て
過
ご
す
。
…
…
か
れ
は
［
渇
望
、
害
し
た
い
気
持
ち
や
憎
悪
、
物
憂
さ
や
眠
気
、
興
奮
と
後
悔
、
疑
い
と

い
う
］
五
つ
の
障
害
物
（
五
蓋
）、
す
な
わ
ち
智
慧
の
働
き
を
弱
め
て
い
る
心
の
汚
れ
を
除
き
、
欲
望
の
対
象
か
ら
遠
離
し
、

も
ろ
も
ろ
の
不
善
な
こ
と
が
ら
か
ら
遠
離
し
て
、
総
体
的
な
考
察
の
あ
る
、
細
部
に
関
す
る
考
察
の
あ
る
、
遠
離
か
ら
生
じ

た
喜
び
と
安
ら
ぎ
の
あ
る
、
瞑
想
の
第
一
の
境
地
（
初
禅
）
を
達
成
し
て
過
ご
す
。
総
体
的
な
考
察
と
細
部
に
関
す
る
考
察

が
消
え
る
こ
と
か
ら
、
内
に
お
い
て
清
ら
か
で
あ
り
、
心
が
一
点
に
集
中
し
、
総
体
的
な
考
察
も
な
く
、
細
部
に
関
す
る
考

察
も
な
く
、
心
の
統
一
か
ら
生
じ
た
喜
び
と
安
ら
ぎ
の
あ
る
、
瞑
想
の
第
二
の
境
地
（
第
二
禅
）
を
達
成
し
て
過
ご
す
。
喜

び
へ
の
関
心
が
な
く
な
る
こ
と
か
ら
平
静
に
暮
ら
し
、
注
意
力
を
め
ぐ
ら
し
、
明
ら
か
な
意
識
を
保
ち
つ
つ
、
全
身
で
安
ら

ぎ
を
感
受
し
て
、
聖
者
た
ち
が
『
平
静
に
し
て
、
注
意
力
を
具
え
た
者
は
、
安
楽
に
住と

ど
まる
』
と
語
る
と
こ
ろ
の
瞑
想
の
第
三

の
境
地
（
第
三
禅
）
を
達
成
し
て
過
ご
す
。
安
ら
ぎ
を
捨
て
去
る
こ
と
か
ら
、
苦
を
捨
て
去
る
こ
と
か
ら
、
す
で
に
精
神
的

快
感
と
不
快
感
と
が
消
え
去
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
不
苦
不
楽
の
、
平
静
さ
か
ら
生
じ
た
注
意
力
が
も
っ
と
も
清
浄
に
な
っ

て
い
る
、
瞑
想
の
第
四
の
境
地
（
第
四
禅
）
を
達
成
し
て
過
ご
す
⒇
」（
Ｍ
Ｎ
１
０
７
）。

　

並
行
「
君
よ
、
来
っ
て
独
り
遠
離
に
住

と
ど
ま

っ
て
無
事
の
処
に
在
り
な
さ
い
。
或
い
は
樹
下
の
空
安
の
静
処
、
山
巌
の
石
室
、

露
地
の
穣
積
に
至
り
、
或
い
は
林
中
に
至
り
、
或
い
は
塚
間
に
住
在
し
な
さ
い
。
君
は
す
で
に
無
事
の
処
に
在
り
、
或
い
は

樹
下
の
空
安
の
静
処
に
至
り
、
尼
師
檀
を
敷
い
て
結
加
趺
坐
し
な
さ
い
。
正
身
に
し
て
正
し
く
願
い
、
及
び
念
に
向
わ
な

い
。
貪
伺
を
断
除
し
て
、
心
は
諍
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
他
の
財
物
．
諸
生
活
具
を
見
て
、
貪
伺
を
起
こ
し
て
は
な

ら
な
い
。
…
…
君
は
こ
の
五
蓋
・
心
穢
・
慧
羸
を
除
き
、
欲
を
離
れ
、
悪
不
善
之
法
を
離
れ
、
第
四
禅
の
成
就
を
得
る
に
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至
っ
て
、
遊
ぶ
」（
中
一
四
四
）。

　

こ
の
中
阿
含
で
は
、
略
し
て
第
四
禅
だ
け
が
説
か
れ
て
い
る
が
、
坐
禅
（
定
）
に
関
し
て
「
四
禅
」
は
非
常
に
多
く
説
か

れ
る
。

　

仏
教
の
坐
禅
は
、
形
と
し
て
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
な
ど
外
道
と
変
わ
ら
ず
、『
マ
イ
ト
ラ
ー
ヤ
ナ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
』
の

「
静
慮
（dhyāna
　
禅
思
、
禅
定
）」
や
『
ヨ
ー
ガ
・
ス
ー
ト
ラ
』
の
八
部
門
の
一
つ
と
し
て
の
「
静
慮
」
に
近
い
も
の
で
あ

る
。

　

と
こ
ろ
で
五
期
の
雑
阿
含
（
教
法
三
篇
）
に
は
、
四
禅
に
つ
い
て
注
目
す
べ
き
記
述
が
見
え
る
。
す
な
わ
ち
四
禅
は
邪
異

道
の
教
え
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

須
深
（
ス
シ
ー
マ
）
と
い
う
異
学
外
道
は
、
自
分
の
教
団
が
衰
え
、
仏
教
教
団
が
権
力
者
の
帰
依
を
受
け
る
の
を
見
て
、

密
か
に
教
え
を
盗
も
う
と
し
て
仏
教
で
出
家
す
る
。
比
丘
た
ち
が
「
私
た
ち
は
生
が
す
で
に
尽
き
、
梵
行
は
す
で
に
立
ち
、

所
作
は
す
で
に
作
し
、
自
ら
後
有
を
受
け
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る
」
と
い
う
の
を
聞
い
て
、
須
深
は
次
の
よ
う
に
自
分
の

修
行
に
つ
い
て
の
了
解
を
話
す
が
、
比
丘
た
ち
に
よ
っ
て
す
べ
て
否
定
さ
れ
て
し
ま
う
。

　
「（
須
深
が
問
う
、）『
尊
者
よ
、
ど
の
よ
う
に
修
行
し
て
欲
・
悪
・
不
善
の
法
を
離
れ
、
有
覚
（
尋
）
有
観
（
伺
）
で
あ
り
、

離
に
喜
楽
を
生
じ
、
初
禅
を
具
足
し
て
、
多
く
の
漏
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
、
心
は
、
善
く
解
脱
す
る
の
か
』
と
。
比
丘
は
答

え
て
言
う
。『
そ
う
で
は
な
い
。
須
深
よ
』。
ま
た
（
須
深
が
）
問
う
、『
ど
の
よ
う
に
有
覚
有
観
を
離
れ
る
の
か
。
内
浄
一

心
で
あ
り
、
無
覚
（
尋
）
無
観
（
伺
）、
定
に
喜
楽
を
生
じ
、
第
二
禅
を
具
足
し
て
、
多
く
の
漏
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
、
心

は
、
善
く
解
脱
す
る
の
か
』
と
。
比
丘
は
答
え
て
言
う
。『
そ
う
で
は
な
い
。
須
深
よ
』。
ま
た
問
う
、『
尊
者
よ
、
ど
う
な

の
か
。
喜
を
離
れ
て
捨
心
で
あ
っ
て
、
正
念
正
智
に
住と

ど
まり
、
身
心
に
楽
を
受
け
て
、
聖
説
お
よ
び
捨
で
あ
れ
ば
、
第
三
禅

を
具
足
し
て
、
多
く
の
漏
を
起
こ
さ
ず
、
心
は
善
く
解
脱
す
る
の
か
』
と
。
比
丘
は
答
え
て
言
う
。『
そ
う
で
は
な
い
。
須
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深
よ
』。
ま
た
（
須
深
が
）
問
う
、『
尊
者
よ
、
苦
を
離
れ
、
楽
を
息
め
て
、
先
ず
喜
・
憂
を
断
じ
て
、
苦
が
な
く
楽
が
な

い
捨
、
浄
念
一
心
で
あ
れ
ば
、
第
四
禅
を
具
足
し
て
、
多
く
の
漏
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
、
心
は
善
く
解
脱
す
る
の
か
』
と
。

比
丘
は
答
え
て
言
う
。『
そ
う
で
は
な
い
、
須
深
よ
』。
ま
た
（
須
深
が
）
問
う
、『
も
し
ま
た
寂
静
に
し
て
解
脱
し
て
、
色

無
色
を
超
（
越
）
え
、
身
に
証
を
作
し
て
、
具
足
し
て
住
し
、
多
く
の
漏
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
、
心
は
善
く
解
脱
す
る
か
』

と
。
比
丘
は
答
え
て
い
う
。『
そ
う
で
は
な
い
。
須
深
よ
』。
ま
た
（
須
深
が
）
問
う
、『
ど
う
な
の
か
、
尊
者
、
説
く
所
は

不
同
で
あ
っ
て
前
後
相
違
す
る
の
で
は
な
い
か
。
ど
う
し
て
禅
定
を
得
な
い
の
か
、
ま
た
記
説
す
る
の
か
』。
比
丘
は
答
え

て
い
う
。『
わ
た
し
は
、
こ
れ
、
慧
解
脱
で
あ
る
』」（
雑
三
四
七
）。

　

こ
こ
で
は
、
外
道
の
須
深
が
説
く
四
禅
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
は
心
解
脱
は
「
し
な
い
」
と
す
べ
て
否
定
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
仏
教
徒
の
教
説
は
四
禅
で
は
な
く
、
慧
解
脱
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
外
道
の
四
禅
の
説
き
方
は
、
道
誦
に
お
け
る
「
定
」
の
説
き
方
と
同
じ
な
の
で
あ
る
。

　
「
何
を
定
根
と
す
る
の
か
。
も
し
比
丘
が
欲
・
悪
・
不
善
の
法
を
離
れ
て
、
有
覚
有
観
に
し
て
離
に
喜
楽
を
生
じ
、
乃
至

第
四
禅
に
具
足
し
て
住と

ど
まる
な
ら
ば
、
定
根
と
名
づ
け
る
」（
雑
六
四
七
）。

　

ま
た
四
禅
定
は
四
期
の
中
経
（
Ｍ
Ｎ
）
で
、
須
深
の
説
と
ほ
ぼ
同
じ
定
型
句
㉑
と
し
て
し
ば
し
ば
次
の
よ
う
に
言
及
さ
れ

る
。

　
「
ま
ず
、
み
な
さ
ん
、
修
行
者
は
あ
ら
ゆ
る
欲
を
放
棄
し
、
あ
ら
ゆ
る
善
く
な
い
宗
教
的
行
為
を
放
棄
し
て
大
ま
か
に
考

え
（
尋
・
漢
訳
で
は
有
覚
）、
ま
た
詳
細
に
考
察
し
（
伺
・
漢
訳
で
は
有
観
）
つ
つ
、
放
棄
す
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
る
喜
び
と

楽
の
あ
る
第
一
の
瞑
想
を
達
成
し
て
い
る
。
か
れ
に
は
、
放
棄
す
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
る
喜
び
と
楽
の
耽
溺
に
拘
束
さ
れ
、

放
棄
す
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
る
喜
び
と
楽
の
耽
溺
に
縛
せ
ら
れ
、
放
棄
す
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
る
喜
び
と
楽
の
耽
溺
に
束
縛

さ
れ
た
、
放
棄
す
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
る
喜
び
と
楽
と
を
追
求
す
る
識
別
作
用
が
あ
り
、『
内
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
心
』
と
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よ
ば
れ
る
。
ま
た
み
な
さ
ん
、
修
行
者
は
大
ま
か
に
考
え
る
こ
と
も
、
詳
細
に
考
察
す
る
こ
と
も
や
め
て
、
内
に
浄
信
の
心

を
も
っ
て
静
謐
の
う
ち
に
、
こ
れ
ら
の
な
い
瞑
想
の
生
み
出
す
喜
び
と
楽
の
あ
る
第
二
の
瞑
想
を
達
成
し
て
い
る
。
…
…

　

ま
た
み
な
さ
ん
、
修
行
者
は
喜
び
を
貪
る
こ
と
か
ら
離
れ
、
放
棄
す
る
こ
と
を
維
持
し
、
記
憶
と
正
し
い
智
慧
を
も
っ

て
、
身
体
で
楽
を
感
受
し
、『
放
棄
を
も
ち
、
記
憶
を
も
っ
て
楽
を
維
持
す
る
』
と
聖
者
た
ち
の
い
う
第
三
の
瞑
想
を
達
成

し
て
い
る
。
ま
た
み
な
さ
ん
、
修
行
者
は
楽
を
捨
て
、
苦
を
捨
て
、
す
で
に
、
喜
び
と
憂
い
を
没
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て

楽
も
苦
も
な
い
、
放
棄
に
よ
っ
て
清
浄
と
な
っ
た
第
四
の
瞑
想
を
達
成
し
て
い
る
。
か
れ
に
は
、
不
苦
不
楽
か
ら
生
ま
れ
る

喜
び
と
楽
の
耽
溺
に
拘
束
さ
れ
、
不
苦
不
楽
か
ら
生
ま
れ
る
喜
び
と
楽
の
耽
溺
に
縛
せ
ら
れ
、
不
苦
不
楽
か
ら
生
ま
れ
る

喜
び
と
楽
の
耽
溺
に
束
縛
さ
れ
た
、
不
苦
不
楽
か
ら
生
ま
れ
る
喜
び
と
楽
と
を
追
求
す
る
識
別
作
用
が
あ
り
、『
内
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
心
』
と
よ
ば
れ
る
」（
Ｍ
Ｎ
１
３
８
）。

　

雑
阿
含
三
四
七
（
須
深
経
）
で
は
、
第
三
は
喜
を
離
れ
、
第
四
は
喜
と
楽
を
離
れ
る
、
と
な
る
が
、
Ｍ
Ｎ
１
３
８
で
は
、

も
う
少
し
複
雑
で
、
こ
の
後
、
同
じ
叙
述
が
否
定
形
で
「
第
一
の
瞑
想
を
達
成
し
て
い
る
。
か
れ
に
は
、
放
棄
す
る
こ
と
か

ら
生
ま
れ
る
喜
び
と
楽
の
耽
溺
に
拘
束
さ
れ
な
い
、
…
…
に
縛
せ
ら
れ
な
い
、
…
…
に
束
縛
さ
れ
な
い
、
放
棄
す
る
こ
と
か

ら
生
ま
れ
る
喜
び
と
楽
と
を
追
求
し
な
い
識
別
作
用
が
あ
り
、『
内
に
と
ど
ま
っ
て
い
な
い
心
』
と
よ
ば
れ
る
。
…
…
第
二

の
瞑
想
を
達
成
し
て
い
る
。
…
…
第
三
の
瞑
想
を
達
成
し
て
い
る
。
第
四
の
瞑
想
を
達
成
し
て
い
る
。
か
れ
に
は
…
…
放
棄

す
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
る
喜
び
と
楽
と
を
追
求
し
な
い
識
別
作
用
が
あ
り
、『
内
に
と
ど
ま
っ
て
い
な
い
心
』
と
よ
ば
れ
る
」

と
語
ら
れ
て
、『
内
に
と
ど
ま
っ
て
い
な
い
心
』
の
説
明
に
な
っ
て
い
る
。

　

Ｍ
Ｎ
１
３
８
は
釈
迦
が
説
い
た
「
意
識
が
外
に
散
乱
し
、
拡
大
す
る
こ
と
な
く
、
内
に
滞
ら
ず
、
執
着
を
お
こ
さ
ず
、

怖
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
に
観
察
せ
よ
」
と
い
う
説
法
の
「
内
に
滞
ら
ず
」
の
説
明
（
分
別
）
な
の
で
あ

る
が
、
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
の
直
截
な
「
た
だ
意
識
が
内
面
に
滞
ら
な
い
よ
う
に
」
と
い
う
言
葉
の
説
明
の
中
に
、
ヒ
ン
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ド
ゥ
ー
教
に
由
来
す
る
「
四
禅
」
が
巧
み
に
織
り
込
ま
れ
て
い
く
。

　

並
行
す
る
中
阿
含
も
、「
比
丘
は
欲
を
離
れ
、
悪
不
善
の
法
を
離
れ
、
有
覚
・
有
観
に
し
て
、
離
に
喜
・
楽
を
生
じ
て
初

禅
成
就
を
得
て
遊
ぶ
」（
中
一
六
四
）
な
ど
、
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
が
説
か
れ
る
が
、
次
の
よ
う
に
四
禅
の
後
に
四
入
処
（
空
・

識
・
無
所
有
・
非
有
想
非
無
想
処
）
を
追
加
し
て
い
る
。

　
「
復
た
次
に
、
諸
賢
よ
。
比
丘
は
一
切
色
の
想
を
度こ

え
、
有
対
想
を
滅
し
、
若
干
想
を
念
じ
ず
、
無
量
空
で
あ
る
。
こ
れ

が
無
量
空
処
に
成
就
し
て
遊
ぶ
。
彼
の
識
は
空
智
の
味
に
著
す
る
。
彼
に
依
り
彼
に
住と

ど
まり
、
彼
に
縁よ

り
彼
に
縛
し
て
、
識
は

内
に
住と

ど
まら
な
い
。
復
た
次
に
、
…
…
一
切
無
量
空
処
、
無
量
識
を
度こ

え
る
。
こ
れ
無
量
識
処
に
成
就
し
て
遊
ぶ
。
…
…
復
た

次
に
、…
…
一
切
無
量
識
処
、
無
所
有
を
度こ

え
る
。
こ
れ
無
所
有
処
に
成
就
し
て
遊
ぶ
。
復
た
次
に
、…
…
一
切
無
所
有
処
・

非
有
想
非
無
想
を
度こ

え
る
。
こ
れ
非
有
想
非
無
想
処
に
成
就
し
て
遊
ぶ
。
彼
の
識
は
無
想
智
の
味
に
著
す
る
。
彼
に
依
り
彼

に
住と

ど
まり
、
彼
に
縁
り
彼
に
縛
し
て
、
識
は
内
に
住と
ど
まら
な
い
」（
中
一
六
四
）。

　

と
こ
ろ
で
、
雑
阿
含
三
四
七
（
須
深
経
）
に
並
行
す
る
Ｓ
Ｎ
１
２
・
７
０
は
、
物
語
の
枠
組
み
は
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る

が
、
四
禅
で
は
な
く
六
神
通
が
尋
ね
ら
れ
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
異
学
遊
行
者
ス
シ
ー
マ
が
釈
迦
の
法
を
盗
も
う
と
し
て
、
釈
迦
の
下
で
出
家
す
る
。
比
丘
た
ち
が
、「
私
た
ち

は
、
生
が
す
で
に
尽
き
ま
し
た
。
梵
行
を
成
就
し
、
作
す
べ
き
こ
と
を
な
し
…
…
」
と
い
う
の
を
聞
い
て
問
う
。「
…
…
虚

空
に
趺
坐
す
る
こ
と
は
あ
た
か
も
翼
の
あ
る
鳥
の
よ
う
に
…
…
梵
界
で
す
ら
身
を
以
て
行
く
の
か
」
と
神
足
通
を
問
い
、

「
…
…
人
間
を
超
え
て
勝
れ
て
い
る
天
耳
界
を
以
て
、
人
と
天
の
両
音
や
、
遠
い
音
、
近
い
音
を
聞
く
の
か
」
と
い
う
天
耳

通
を
問
い
、「
…
…
心
を
以
て
他
の
衆
生
の
心
や
、
他
の
人
々
の
心
を
把
握
し
て
知
る
の
か
…
…
」
と
い
う
他
心
通
、『
…
…

種
々
の
宿
住
を
憶
念
す
る
の
か
、
…
…
』
と
い
う
宿
命
通
を
問
い
、「
…
…
天
眼
を
以
て
衆
生
が
没
し
、
生
ず
る
時
の
…
…
」

と
い
う
天
眼
通
を
問
い
、「
…
…
色
を
超
え
て
無
色
の
寂
静
解
脱
を
身
に
触
れ
て
住と

ど
まる
の
か
」
と
い
う
漏
尽
通
を
問
い
、
い
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わ
ゆ
る
六
神
通
を
尋
ね
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
一
つ
一
つ
を
比
丘
た
ち
に
よ
っ
て
「
友
よ
、
そ
う
い
う
こ
と
は
な

い
」
と
否
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
雑
阿
含
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
理
由
を
尋
ね
る
ス
シ
ー
マ
に
「
友
よ
、
私
た
ち

は
慧
解
脱
で
あ
る
」
と
答
え
る
こ
と
も
同
様
で
あ
る
。

　

ほ
ぼ
同
じ
枠
組
み
を
持
つ
経
の
主
要
部
分
が
、
パ
ー
リ
本
の
伝
承
で
は
、
仏
弟
子
は
六
神
通
を
修
し
な
い
と
否
定
さ
れ
、

仏
に
よ
っ
て
四
聖
諦
が
説
か
れ
て
い
る
。

　

大
衆
部
が
説
い
た
四
期
の
道
誦
で
は
、
修
行
が
重
視
さ
れ
四
禅
が
多
用
さ
れ
て
い
る
が
、
上
座
部
主
導
の
教
法
で
は
、
そ

れ
が
外
道
に
由
来
し
て
、
心
解
脱
さ
え
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
い
っ
ぽ
う
、
修
す
る
べ
き
は
四
聖
諦
で
あ

り
、
慧
解
脱
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
上
座
部
は
「
離
欲
乃
至
無
尋
無
伺
、
捨
・
念
・
清
浄
」
な
ど
を
説
く
四
禅
や
神
通

は
、
邪
異
道
つ
ま
り
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
由
来
す
る
と
考
え
た
の
だ
ろ
う
。

　
『
ヨ
ー
ガ
・
ス
ー
ト
ラ
』
に
は
、
ヨ
ー
ガ
の
実
習
法
と
し
て
の
坐
禅
が
説
か
れ
る
。
そ
の
足
の
組
み
方
は
結
跏
趺
坐
も
あ
る

が
主
に
シ
ッ
ダ
・
ア
ー
サ
ナ
（
達
人
坐
）
で
、
両
膝
を
ま
げ
て
踵
と
踵
を
重
ね
合
わ
せ
会
陰
部
に
引
き
つ
け
る
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
禅
、
凝
然
、
三
昧
を
修
習
す
る
。
そ
し
て
禅
に
有
想
と
無
想
の
二
つ
の
三
昧
（sam

ādhi

）
が
区
別
さ
れ
て
い
る
。

　

有
想
三
昧
に
つ
い
て
は
こ
う
説
明
さ
れ
る
。

　
「
尋
・
伺
・
歡
喜
・
自
己
意
識
の
様
態
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
有
想
（
三
昧
）
が
あ
る
」（『
ヨ
ー
ガ
・
ス
ー
ト
ラ
』
１
・

１
７
）。
㉒

　

こ
こ
で
い
わ
れ
る
尋
・
伺
と
は
「
有
尋
と
無
尋
は
粗
大
な
も
の
を
対
象
と
し
、
有
伺
と
無
伺
と
は
微
細
な
も
の
を
対
象
と

す
る
等
至
で
あ
る
」
と
説
か
れ
る
。
こ
れ
は
さ
き
ほ
ど
の
異
学
の
「
有
覚
（
尋
）
有
観
（
伺
）」
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。

　

無
想
三
昧
は
こ
う
説
明
さ
れ
る
。

　
「
他
の
も
の
（
無
想
三
昧
）
は
、
停
止
の
想
念
を
修
習
す
る
こ
と
か
ら
生
じ
、（
す
べ
て
の
心
の
働
き
が
滅
し
て
）
潜
在
印
象
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だ
け
が
（
心
に
）
残
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
三
昧
は
、
対
象
物
の
な
い
も
の
で
、
心
の
は
た
ら
き
を
停
止
さ
せ
る
原

因
、
す
な
わ
ち
停
止
の
想
念
に
も
と
づ
い
て
生
ず
る
。
こ
の
想
念
を
修
習
す
れ
ば
、
心
は
支
持
す
る
対
象
を
持
た
ず
、
し

た
が
っ
て
心
は
非
存
在
で
あ
る
か
の
よ
う
に
な
る
。
無
想
三
昧
は
、
無
種
子
三
昧
と
も
い
わ
れ
る
」（『
ヨ
ー
ガ
・
ス
ー
ト
ラ
』

１
・
１
８
）。
㉓
。

　
『
ヨ
ー
ガ
・
ス
ー
ト
ラ
』
で
は
最
終
的
に
「
心
が
非
存
在
の
よ
う
に
な
る
」
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
先
の
「
浄
念
一
心
で
あ

れ
ば
第
四
禅
具
足
し
て
、
多
く
の
漏
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
」
に
近
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
が
先
の
ス
シ
ー
マ
経
で
は
「
心
解
脱

し
な
い
」
と
否
定
さ
れ
て
、「
慧
解
脱
」
が
比
丘
の
解
脱
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

　

さ
て
、
四
禅
が
説
か
れ
る
と
、
修
行
に
対
応
し
た
そ
の
果
で
あ
る
境
地
の
段
階
で
は
、
も
っ
と
も
低
い
色
界
の
境
地
と
な

る
。

　

そ
の
よ
う
な
修
行
の
段
階
を
説
く
の
も
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
で
あ
り
、『
ヨ
ー
ガ
・
ス
ー
ト
ラ
』
で
こ
の
よ
う
に
い
う
。

　
「
総
合
的
制
御
（
サ
ン
マ
ヤ
）
が
修
得
さ
れ
て
、
不
動
の
状
態
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
三
昧
の
心
に
生
ず
る
真
知
は
、
ま

す
ま
す
透
明
に
な
る
。
そ
れ
は
、
諸
段
階
に
適
用
さ
れ
る
。
総
合
的
制
御
は
、
一
つ
の
段
階
を
修
得
し
て
、
次
の
段
階
に
進

む
も
の
で
、
低
い
段
階
を
修
得
せ
ず
に
、
高
い
段
階
に
飛
躍
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。（
中
略
）
す
な
わ
ち
有
想
三
昧
か
ら

無
想
三
昧
に
な
る
時
、
心
の
本
来
の
状
態
は
変
わ
ら
な
い
」（
３
・
３
‒
６
、９
）。

　

後
の
注
釈
書
（yogabhāsya

）
で
は
、
第
一
の
三
昧
は
尋
・
伺
・
歡
喜
・
自
己
意
識
の
四
を
伴
い
、
第
二
の
三
昧
は
尋
を

欠
い
た
有
伺
三
昧
で
あ
り
、
第
三
は
伺
を
欠
い
た
有
喜
三
昧
、
第
四
は
喜
を
欠
い
た
自
己
意
識
の
三
昧
で
あ
る
と
し
て
い

る
。
こ
こ
で
い
わ
れ
る
四
段
階
は
先
の
雑
阿
含
三
四
七
の
四
禅
に
ほ
と
ん
ど
並
行
す
る
。
ヨ
ー
ガ
の
「
自
己
意
識
の
三
昧
」

が
「
浄
念
一
心
」
と
な
っ
て
い
る
点
が
異
な
る
だ
け
で
あ
る
。

　

仏
教
の
伝
承
が
『
ヨ
ー
ガ
・
ス
ー
ト
ラ
』
に
影
響
し
た
の
か
、『
ヨ
ー
ガ
・
ス
ー
ト
ラ
』
の
影
響
が
こ
れ
ら
の
伝
承
に
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な
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
一
部
の
雑
阿
含
や
Ｓ
Ｎ
の
伝
承
自
体
に
、
四
禅
が
仏
弟
子
の
修
行
で
は
な
い
、

と
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
四
禅
（
静
慮
）
も
、
六
神
通
も
中
阿
含
一
六
四
（
並
行
Ｍ
Ｎ
１
３
８
）
で
は
、
は
っ

き
り
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
が
説
い
た
教
説
で
は
な
く
、
弟
子
の
摩
訶
迦
旃
延
が
説
い
た
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
四
禅
の
定
型
句
は
部
派
仏
教
の
正
典
、
南
伝
大
蔵
経
に
入
っ
て
い
る
『
清
浄
道
論
』
で
も
ほ
と
ん
ど
同
じ
言
句
で
四

禅
の
定
義
と
さ
れ
、
細
か
い
注
釈
が
な
さ
れ
る
。
定
義
の
部
分
だ
け
を
示
せ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
「
諸
欲
を
離
れ
、
諸
不
善
法
を
離
れ
、
尋
が
あ
り
伺
が
あ
る
。
離
よ
り
生
ず
る
喜
と
楽
と
の
あ
る
初
禅
を
具
足
し
て
住と

ど
まる
。

…
…
」、「
尋
と
伺
と
の
止
息
の
故
に
、
内
の
浄
な
る
、
心
の
専
一
性
で
あ
る
、
尋
な
く
伺
な
く
、
定
よ
り
生
ず
る
喜
と
楽
と

あ
る
第
二
禅
を
具
足
し
て
住と

ど
まる
。
…
…
」、「
喜
の
捨
離
の
故
に
、
捨
が
あ
っ
て
住
し
、
念
が
あ
り
、
正
智
が
あ
っ
て
身
を

も
っ
て
楽
を
受
け
、
そ
れ
は
諸
聖
者
が
、
捨
が
あ
り
、
念
が
あ
っ
て
楽
住
す
る
第
三
禅
を
具
足
し
て
住と

ど
まる
」、「
楽
を
捨
断
す

る
が
故
に
、
苦
を
捨
断
す
る
が
故
に
、
か
つ
て
喜
と
憂
と
を
滅
没
す
る
が
故
に
、
不
苦
不
楽
で
あ
る
捨
に
よ
る
念
の
遍
浄
な

る
第
四
禅
を
具
足
し
て
住と

ど
まる
。
…
…
」（
第
四
品
七
修
習
法
・
四
種
禅
㉔
）。

　

四
禅
（
静
慮
）
は
ゴ
ー
タ
マ
の
教
説
で
は
な
い
の
で
、
涅
槃
へ
の
道
で
は
な
く
、　

四
期
の
中
経
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
天

界
、
つ
ま
り
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
天
へ
転
生
す
る
修
行
と
さ
れ
る
。

　
「
意
行
の
生
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。
も
し
比
丘
が
、
欲
を
離
れ
…
…
初
禅
を
成
就
し
て
遊
ぶ
。
彼
は
こ
の
定
の

楽
欲
に
住と

ど
まる

。
彼
が
こ
の
定
の
楽
欲
に
住
し
お
わ
れ
ば
、
必
ず
是ぜ

処し
ょ

に
有
り
。
彼
に
住
し
彼
を
楽
し
み
、
命
終
し
て
梵
身
天

中
に
生
じ
る
…
…
。
ま
た
、
次
に
比
丘
が
、
…
…
二
禅
を
成
就
し
て
遊
ぶ
。
彼
は
こ
の
定
の
楽
欲
に
住と

ど
まる
。
彼
が
こ
の
定
の

楽
欲
に
住
し
お
わ
れ
ば
、
必
ず
是
処
に
有
り
。
彼
に
住と

ど
まり
彼
を
楽
し
み
、
命
終
し
て
晃
昱
天
中
に
生
じ
る
。
…
…
三
禅
を
成

就
し
て
遊
ぶ
。
…
…
命
終
し
て
遍
浄
天
中
に
生
じ
る
。
…
…
四
禅
を
成
就
し
て
遊
ぶ
。
…
…
命
終
し
て
果
実
天
中
に
生
じ

る
。
…
…
無
量
空
処
を
成
就
し
て
遊
ぶ
。
…
…
命
終
し
て
無
量
空
処
天
中
に
生
じ
る
。
…
…
無
量
識
処
を
成
就
し
て
遊
ぶ
。
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…
…
命
終
し
て
無
量
識
処
天
中
に
生
じ
る
。
…
…
無
所
有
処
を
成
就
し
て
遊
ぶ
。
…
…
命
終
し
て
無
所
有
処
天
中
に
生
じ
る
。

…
…
非
有
想
非
無
想
処
を
成
就
し
て
遊
ぶ
。
…
…
命
終
し
て
非
有
想
非
無
想
処
天
中
に
生
じ
る
。
…
…
ま
た
、
次
に
比
丘
が
、

一
切
非
有
想
非
無
想
処
を
度こ

え
、
滅
身
触
を
知
り
成
就
し
て
遊
ぶ
。
慧
見
は
諸
漏
尽
断
の
智
で
あ
る
。
か
の
諸
定
中
、
こ
の

定
を
最
第
一
・
最
大
・
最
上
・
最
勝
・
最
妙
と
説
く
」（
中
一
六
八
＝
Ｍ
Ｎ
１
２
０
）。

　

こ
こ
に
言
及
さ
れ
る
梵
身
天
、
晃
昱
天
、
遍
浄
天
、
果
実
天
と
は
、
二
期
で
初
出
す
る
「
諸
天
」
が
よ
り
詳
し
く
な
っ
た

と
い
え
、
三
界
（
欲
・
色
・
無
色
）
の
色
界
の
天
で
あ
る
と
さ
れ
る
。『
清
浄
道
論
』
で
も
四
禅
は
色
界
に
生
じ
る
果
を
も

た
ら
す
と
説
か
れ
る
。
こ
れ
を
見
て
も
仏
教
で
は
「
四
禅
」
は
色
界
と
い
う
非
常
に
低
い
果
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
し
か

評
価
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

ま
た
こ
の
中
阿
含
一
六
八
は
中
阿
含
一
六
四
と
同
様
に
、
四
禅
の
果
と
し
て
天
界
の
上
に
無
色
界
の
四
処
が
説
か
れ
て
い

た
。
最
後
に
慧
見
に
よ
る
諸
漏
尽
断
が
い
わ
れ
る
が
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
修
行
の
果
て
に
、
仏
教
の
漏
尽
や
涅
槃
が
あ
る
は

ず
は
な
い
。

　

大
衆
部
は
、
次
章
で
述
べ
る
上
座
部
の
よ
う
な
教
学
で
は
な
く
、
実
践
を
重
ん
じ
坐
禅
を
よ
く
実
践
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
の
坐
禅
修
行
の
た
だ
中
に
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
が
紛
れ
込
む
大
き
な
裂
け
目
が
開
い
た
の
で
あ
る
。

　

だ
が
、
な
ぜ
早
い
時
期
に
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
修
行
法
や
世
界
観
（
諸
天
界
や
無
所
有
処
な
ど
修
行
の
境
地
）
が
、
容
易
に

仏
教
に
入
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
思
う
に
、
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
自
身
が
一
期
経
典
で
も
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
比
丘
の
あ

り
方
を
「
バ
ラ
モ
ン
は
」（
Ｓ
Ｎ
７
９
０
、７
９
５
、８
０
２
、９
０
７
な
ど
）
と
述
べ
、「
ヴ
ェ
ー
ダ
」
を
肯
定
的
に
使
い
（
Ｓ

Ｎ
７
９
２
、８
４
６
、９
４
７
、１
０
５
９
な
ど
）、
バ
ラ
モ
ン
教
を
批
判
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ

は
「
か
れ
に
は
『
等
し
い
』
と
か
『
す
ぐ
れ
て
い
る
』
と
か
、（
あ
る
い
は
『
劣
っ
て
い
る
』
と
か
）
い
う
思
い
は
存
在
し
な

い
。
そ
の
バ
ラ
モ
ン
は
ど
う
し
て
『（
わ
が
説
は
）
真
実
で
あ
る
』
と
論
ず
る
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
か
れ
は
『（
あ
な
た
の
説



33

禅文化研究所紀要 第34号（平成31年2月）

は
）
虚
偽
で
あ
る
』
と
い
っ
て
誰
と
論
争
す
る
で
あ
ろ
う
か
」（Snp.

８
４
２
‒
３
）
と
説
き
、「
仏
教
独
自
の
説
」
を
立
て

な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
四
聖
諦
も
三
法
印
（
苦
・
無
常
・
無
我
）
も
、「
無
我
」
以
外
は
イ
ン
ド
の
一
般
的
宗
教
思
想
で
あ

る
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
「
供
犠
に
専
念
し
て
い
る
者
ど
も
は
、
こ
の
世
の
生
存
を
貪
っ
て
止
ま
な
い
。
か
れ
ら
は
生
や
老
衰
を
の
り
超

え
て
い
な
い
」（Snp.

１
０
４
６
）
と
か
「
伝
承
の
学
問
や
想
定
や
戒
律
や
誓
い
」（Snp.

１
０
８
２
）
を
捨
て
る
こ
と
な
ど

は
、
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
に
よ
っ
て
は
っ
き
り
明
言
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
ユ
ダ
ヤ
教
そ
の
も
の
を

批
判
し
な
か
っ
た
こ
と
に
も
通
ず
る
。
バ
ラ
モ
ン
教
と
い
う
よ
り
は
、
そ
の
後
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
が
ゴ
ー
タ
マ
の
弟
子
た
ち

の
時
代
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
い
え
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
天
界
に
生
ず
る
「
も
の
」
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
で
は
「
我
＝
ア
ー
ト
マ
ン
」
で
あ
ろ
う
が
、
仏
教
で
は
そ
の
よ

う
な
輪
廻
の
主
体
は
「
無
我
」
と
し
て
明
確
に
否
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
考
え
出
さ
れ
た
の
が
「
意
行
の
生
」（
中
阿
含

一
六
八
）
と
い
う
概
念
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
「
意
生
身
」
と
も
訳
さ
れ
、「
衆
生
、
此
に
お
い
て
命
終
し
て
意
生
身
に
乗

じ
て
余
処
に
往
生
す
」（
雑
九
五
七
、
並
行
す
る
別
訳
一
〇
・
一
や
、
Ｓ
Ｎ
４
４
・
９
に
は
こ
の
語
や
類
す
る
語
は
な
い
）
と
説
か

れ
る
。
こ
の
「
意
生
身
」
は
、
パ
ー
リ
本
で
はm

anom
ayākya

（
意
所
成
身
）
で
あ
り
、
後
に
述
べ
る
神
足
相
応
（
六
期
）

の
並
行
の
な
い
経
５
１
・
２
２
で
「
私
は
神
力
に
よ
っ
て
意
所
成
身
を
も
っ
て
梵
世
に
至
る
」
と
説
か
れ
る
が
、
そ
れ
は
こ

の
四
大
所
生
身
で
も
至
る
と
説
か
れ
、
意
味
が
明
瞭
で
は
な
い
。
Ｄ
Ｎ
２
沙
門
果
経
で
は
、
神
変
の
一
つ
に
多
身
な
ど
と
と

も
に
「
比
丘
は
、
意
所
成
の
身
を
化
作
す
る
こ
と
に
心
を
傾
け
て
注
ぐ
。
そ
し
て
彼
は
そ
の
色
身
よ
り
意
所
成
で
あ
り
、
一

切
の
［
大
］
肢
と
小
肢
と
異
常
な
根
を
持
つ
他
の
身
を
化
作
す
る
」
と
説
か
れ
、「
蛇
と
蛇
皮
は
別
物
で
あ
る
。
け
れ
ど
も

蛇
皮
か
ら
蛇
は
引
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
」
と
あ
っ
て
、
身
か
ら
抜
け
出
る
ア
ー
ト
マ
ン
の
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
も
中
部
の
一
経
は
そ
の
よ
う
な
考
え
が
誤
り
だ
と
指
摘
す
る
。「
漁
師
の
子
の
サ
ー
テ
ィ
と
い
う
ひ
と
り
の
修
行
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僧
に
、
次
の
よ
う
な
悪
し
き
見
解
が
生
じ
た
。『
わ
た
し
は
世
尊
に
よ
っ
て
説
か
れ
た
方
を
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
。
す
な

わ
ち
、
こ
の
意
識
だ
け
は
流
転
し
、
輪
廻
す
る
が
、
別
の
も
の
に
な
ら
ず
不
変
で
あ
る
」（
Ｍ
Ｎ
３
８
）。
こ
れ
を
世
尊
は
縁

起
の
法
こ
そ
世
尊
の
説
い
た
法
で
あ
る
と
た
し
な
め
た
。
並
行
す
る
中
阿
含
二
〇
一
で
も
、
サ
ー
テ
ィ
比
丘
の
誤
っ
た
見
解

を
「
今
、
こ
の
識
は
往
生
す
る
も
更
に
異
な
ら
ず
」
と
す
る
。
四
期
の
こ
の
「
意
（
識
）」
が
、
や
が
て
「
意
生
（
成
）
身
」

と
な
り
、
仏
説
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

意
生
身
は
、
の
ち
に
大
乗
経
典
『
入
楞
伽
経
』
で
も
重
要
な
概
念
と
さ
れ
る
。
例
え
ば
「
三
種
の
意
生
身
が
あ
る
。
何
等

を
三
と
爲
す
る
の
か
。
一
に
は
三
昧
の
楽
、
三
摩
跋
提
を
得
る
意
生
身
。
二
に
は
如
実
に
諸
法
相
を
覚
知
す
る
意
生
身
。
三

に
は
種
類
の
無
作
行
を
生
ず
る
意
生
身
で
あ
る
」
㉕
。

　

い
か
な
る
「
我
＝
ア
ー
ト
マ
ン
」
と
い
う
よ
う
な
、
死
後
も
存
続
す
る
実
体
を
説
か
な
か
っ
た
仏
教
に
、
死
後
も
輪
廻
す

る
実
体
が
導
入
さ
れ
、
大
乗
経
典
で
は
「
仏
性
」「
如
来
蔵
」「
如
来
性
」「
心
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
常
恒
の
実
体
が
説
か
れ

る
に
至
る
の
で
あ
る
。

 

七
節　

雑
阿
含
道
誦
（
並
行
Ｓ
Ｎ
）
以
外
の
根
・
力
・
覚
・
道
の
言
及

　

大
衆
部
で
は
根
・
力
・
覚
・
道
が
教
学
と
し
て
雑
阿
含
に
最
初
に
説
か
れ
た
わ
け
だ
が
、
他
の
経
典
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　

五
期
の
原
中
経
、
す
な
わ
ち
中
部
（
Ｍ
Ｎ
）
と
中
阿
含
に
共
通
す
る
九
八
経
で
は
、
根
・
力
・
覚
・
道
は
中
阿
含
八
六
に

次
の
よ
う
に
言
及
さ
れ
、
Ｍ
Ｎ
７
０
に
は
五
根
が
言
及
さ
れ
る
が
そ
れ
ぞ
れ
の
並
行
経
に
は
そ
れ
ら
は
存
在
し
な
い
。
つ
ま

り
相
応
経
よ
り
少
し
遅
れ
て
中
経
が
根
・
力
・
覚
・
道
を
受
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

中
阿
含
八
六
で
は
、
阿
難
が
「
年
少
比
丘
を
ど
の
よ
う
に
教
呵
し
訓
誨
し
説
法
し
た
ら
よ
い
か
」
と
問
う
の
に
対
し
て
、

世
尊
が
次
の
よ
う
に
い
う
。
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「
阿
難
よ
。
私
は
あ
な
た
の
為
に
五
根
を
説
く
。
信
根
・
精
進
・
念
・
定
・
慧
根
で
あ
る
。
阿
難
よ
。
こ
の
五
根
を
、
あ

な
た
は
ま
さ
に
諸
の
年
少
比
丘
の
為
に
説
く
が
い
い
。
年
少
比
丘
に
こ
の
五
根
を
説
教
す
る
者
は
、
彼
は
便
ち
安
隠
を
得
、

力
を
得
、
楽
を
得
て
、
身
心
、
煩
熱
せ
ず
、
終
身
梵
行
を
行
ず
る
。」

　
「
阿
難
よ
、
私
は
あ
な
た
の
為
に
五
力
を
説
く
。
信
力
・
精
進
・
念
・
定
・
慧
力
…
…
。
私
は
あ
な
た
の
為
に
七
力
を
説

く
。
信
力
・
精
進
・
慚
・
愧
・
念
・
定
・
慧
力
。
…
…
私
は
あ
な
た
の
為
に
七
覚
支
を
説
く
。
念
覚
支
・
択
法
・
精
進
・

喜
・
息
・
定
・
捨
覚
支
。
…
…
私
は
あ
な
た
の
為
に
八
支
聖
道
を
説
く
。
正
見
・
正
志
・
正
語
・
正
業
・
正
命
・
正
方
便
・

正
念
・
正
定
。
…
…
。」

　

さ
ら
に
頂
法
な
ど
が
説
か
れ
、「
無
事
処
に
至
り
、
山
林
樹
下
、
空
な
る
安
静
処
に
宴
坐
し
て
思
惟
し
な
さ
い
。
放
逸
を

得
て
は
な
ら
な
い
。
勤
め
て
精
進
を
加
え
、
後
悔
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
私
の
教
勅
で
あ
る
」
と
終
わ
っ
て
い
る
。

五
根
・
五
力
・
七
覚
・
八
道
が
ま
と
め
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
並
行
す
る
Ｍ
Ｎ
１
４
８
で
は
言
及
さ
れ
な
い
と
こ

ろ
を
見
て
も
、
中
阿
含
八
六
で
は
七
力
が
加
え
ら
れ
、
そ
の
他
、
頂
法
や
無
常
・
苦
・
空
・
非
私
な
ど
が
言
及
さ
れ
る
と
こ

ろ
か
ら
も
、
後
の
付
加
で
あ
ろ
う
。

　

Ｍ
Ｎ
７
０
は
、
修
行
者
に
は
七
段
階
あ
っ
て
、
一
番
下
の
随
法
行
と
随
信
行
に
「
ま
た
彼
に
は
信
の
能
力
（indriya

＝

根
）、
精
進
の
能
力
、
念
の
能
力
、
定
の
能
力
、
慧
の
能
力
と
い
う
も
の
が
そ
な
わ
っ
て
い
る
」
と
言
及
さ
れ
る
。
し
か
し

中
阿
含
一
九
五
の
並
行
箇
所
に
は
こ
の
五
根
は
言
及
さ
れ
な
い
。

　

五
根
は
増
一
経
で
は
、「
五
法
」
で
、
増
一
阿
含
三
二‒
一
（
四
期
＝
Ａ
Ｎ
）、
増
一
阿
含
三
二‒

四
（
四
期
＝
Ａ
Ｎ
）、
増

一
阿
含
三
二‒

六
（
八
期
）
の
三
経
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　

長
経
で
は
、
六
期
長
阿
含
、
衆
集
経
（
＝
Ｄ
Ｎ
３
３
）、
十
上
経
（
＝
Ｄ
Ｎ
３
４
）
で
「
五
根
と
い
う
の
は
、
信
根
・
精
進

根
・
念
根
・
定
根
・
慧
根
」
と
言
及
さ
れ
る
。
さ
ら
に
「
五
根
・
五
力
・
七
覚
意
・
賢
聖
八
道
」
も
加
え
ら
れ
る
の
は
、
最



36

部派仏教の修道と涅槃（松岡 由香子）

も
遅
く
成
立
し
た
長
阿
含
の
増
一
経
（
八
期
）、
三
聚
経
（
八
期
）
で
あ
る
。
さ
ら
に
三
十
七
品
菩
提
分
法
に
四
禅
を
加
え

た
「
四
念
処
・
四
意
断
・
四
神
足
・
四
禅
・
五
根
・
五
力
・
七
覚
意
・
賢
聖
八
道
」
と
い
う
修
行
法
を
説
く
の
は
、
七
期
遊

行
経
（
＝
Ｄ
Ｎ
１
６
）、
清
浄
経
（
＝
Ｄ
Ｎ
２
９
）、
自
歓
喜
経
（
＝
Ｄ
Ｎ
２
８
）
で
あ
る
。
し
か
し
、
並
行
す
る
パ
ー
リ
Ｄ
Ｎ

に
は
三
十
七
品
菩
提
分
法
（
Ｄ
Ｎ
１
６
は
四
念
処
・
八
聖
道
）
は
説
か
れ
る
が
、
四
禅
の
言
及
が
な
く
、
北
方
上
座
部
の
方

が
四
禅
を
大
事
に
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

第
二
章
　
五
期
、
上
座
部
の
最
初
の
教
法

　

上
座
部
は
大
衆
部
由
来
の
「
根
・
力
・
覚
・
道
」
を
後
に
受
用
す
る
が
、
自
ら
は
仏
弟
子
の
伝
承
を
因
縁
・
蘊
・
六
入

（
パ
ー
リ
漢
訳
、
六
処
）
と
、
修
行
法
で
は
な
く
教
法
と
し
て
ま
と
め
た
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
上
座
部
に
属
す
現
存
雑

阿
含
は
、
こ
れ
ら
の
伝
承
を
先
に
置
き
、
四
期
の
「
根
・
力
・
覚
・
道
」
を
後
に
置
い
て
い
る
。
新
訂
雑
阿
含
経
㉖
で
い
え

ば
、
第
一
・
五
蘊
誦
、
第
二
・
六
入
誦
、
第
三
・
因
縁
誦
の
順
で
配
し
、
そ
の
後
、
四
期
の
第
五
・
道
誦
が
配
さ
れ
、
二
期
の

第
七
偈
誦
と
な
っ
て
い
る
。
い
っ
ぽ
う
同
じ
上
座
部
の
パ
ー
リ
本
Ｓ
Ｎ
で
は
、
最
初
に
二
期
の
第
一
・
有
偈
篇
が
置
か
れ
、

そ
の
後
に
第
二
・
因
縁
篇
、
第
三
・
犍
度
篇
・
蘊
相
応
、
第
四
・
六
処
篇
が
続
い
て
い
て
、
大
衆
部
由
来
の
根
・
力
・
覚
・

道
相
応
は
最
後
の
第
五
・
大
篇
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

　

雑
阿
含
の
五
蘊
誦
、
六
入
誦
、
因
縁
誦
（
並
行
Ｓ
Ｎ
の
犍
度
篇
・
蘊
相
応
、
因
縁
篇
、
六
処
篇
）
を
、
い
ま
教
学
三
篇
と
名

づ
け
て
五
期
の
相
応
経
典
と
し
た
い
。
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次
に
、
教
学
三
篇
が
修
道
体
系
で
は
な
く
、
教
学
体
系
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
い
。

一
節　

五
蘊

　

五
蘊
（pañca-kkhandha

）
と
い
う
用
語
は
四
期
道
誦
に
は
出
な
い
が
、
五
期
に
多
出
す
る
。
だ
が
「
五
取
蘊
（
阿
含
は
受

陰
）」（pañcupādānakkanda

）
と
い
う
用
語
は
、
三
期
に
す
で
に
次
の
よ
う
に
出
て
い
た
。

　
「
そ
の
時
、
又
世
尊
は
、
五
取
蘊
に
関
し
て
、
比
丘
た
ち
に
法
を
説
き
、
教
え
、
励
ま
し
、
喜
ば
せ
た
。
…
…
色
と
受
と

想
と
識
と
行
と
、
こ
れ
は
私
で
は
な
い
、
私
所
で
は
な
い
［
と
し
て
］
そ
こ
に
こ
の
よ
う
に
貪
著
を
離
れ
る
。
こ
の
よ
う
に

貪
著
を
離
れ
て
心
は
平
安
に
な
り
、
総
て
の
結
縛
を
超
え
る
」（
Ｓ
Ｎ
４
・
２
・
６
）。

　

並
行
す
る
雑
阿
含
一
一
〇
二
は
「
五
受
陰
」
と
だ
け
あ
る
。

　

こ
こ
で
「
色
と
受
と
想
と
識
と
行
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
三
期
の
「
五
取
蘊
」
は
、
五
期
の
「
五
蘊
」
と
ほ
ぼ
同
じ
で

あ
る
。
も
っ
と
も
六
期
の
Ｄ
Ｎ
３
３
等
誦
経
の
五
法
で
「
五
法
と
は
な
ん
で
あ
ろ
う
か
。
五
蘊
が
あ
り
、
色
蘊
・
受
蘊
・
想

蘊
・
行
蘊
・
識
蘊
で
あ
る
。
五
取
蘊
が
あ
り
、
色
取
蘊
・
受
取
蘊
・
想
取
蘊
・
行
取
蘊
・
識
取
蘊
で
あ
る
」
と
分
け
て
挙
げ

ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

　

並
行
す
る
長
阿
含
第
九
（
衆
集
経
）
は
、「
五
受
陰
」
と
だ
け
触
れ
ら
れ
て
お
り
、
分
け
て
説
か
れ
な
い
。

　

五
蘊
は
ど
の
経
典
で
も
こ
の
「
色
・
受
・
想
・
行
・
識
」
に
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
三
期
に
出
て
い
る
よ
う
に
早
い
時

期
の
仏
弟
子
あ
る
い
は
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
に
遡
る
古
い
用
語
と
し
て
固
定
し
た
か
ら
だ
ろ
う
。

　

パ
ー
リ
本
の
蘊
相
応
（
Ｓ
Ｎ
２
２
）
で
は
色
・
受
・
想
・
行
・
識
を
根
本
語
と
し
て
、
そ
れ
に
、
二
期
か
ら
説
か
れ
た
無

我
・
無
常
・
苦
と
い
う
三
法
印
、
苦
集
滅
道
と
い
う
四
聖
諦
が
、
い
か
に
関
わ
る
か
と
い
う
こ
と
を
中
心
に
説
く
。

　

す
な
わ
ち
「
無
常
」
と
関
連
さ
せ
て
こ
う
説
か
れ
る
。

　
「
色
は
無
常
・
有
為
・
縁
起
所
生
で
あ
り
尽
法
・
壊
法
・
離
法
・
滅
法
の
も
の
で
あ
る
」（
Ｓ
Ｎ
２
２
・
１
８
、２
１
）。
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並
行
「
色
は
無
常
で
あ
る
。
も
し
く
は
因
、
も
し
く
は
縁
に
よ
り
、
諸
色
を
生
ず
る
も
の
は
、
そ
れ
も
ま
た
無
常
で
あ

る
。
無
常
の
因
、
無
常
の
縁
に
よ
り
生
ず
る
所
の
諸
色
は
、
ど
う
し
て
常
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
受
想
行
識
も
無
常
で

あ
る
」（
雑
一
一
）。

　
「
無
我
」
に
関
し
て
は
「
色
は
無
我
で
あ
る
」（
Ｓ
Ｎ
２
２
・
２
０
）。

　

並
行
「
色
は
こ
れ
は
我
で
は
な
い
。
も
し
色
が
我
な
ら
ば
色
に
お
い
て
病
苦
が
生
じ
る
の
に
対
応
し
な
い
」（
雑
三
三
）。

　
「
苦
」
に
関
連
し
て
こ
う
い
わ
れ
る
。

　
「
色
は
苦
（
受
想
行
識
）
で
あ
る
」（
Ｓ
Ｎ
２
２
・
１
３
）。

　

並
行
「
色
は
無
常
で
あ
る
。
受
想
行
識
は
無
常
で
あ
る
。
無
常
で
あ
れ
ば
、
則
ち
こ
れ
苦
で
あ
る
」（
雑
一
一
、一
二
）。

　
「
四
聖
諦
」
に
関
し
て
は
こ
う
い
わ
れ
る
。

　
「
色
が
生
じ
、
苦
が
生
じ
、
病
が
住
し
、
老
死
が
現
ず
る
。
色
が
滅
し
、
老
死
が
没
す
る
」（
Ｓ
Ｎ
２
２
・
３
０
）

　

並
行
「
こ
れ
は
こ
れ
色
の
集
。
こ
れ
は
こ
れ
色
の
滅
。
こ
れ
は
こ
れ
受
想
行
識
。
…
…
こ
の
よ
う
な
純
大
苦
聚
は
、
み
な

悉
く
滅
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
色
が
滅
し
、
受
想
行
識
が
滅
す
る
と
名
づ
け
る
」（
雑
六
五
）。

　

不
思
議
な
こ
と
に
新
訂
雑
阿
含
に
は
「
五
蘊
誦
、
五
蘊
相
応
」
と
い
う
編
集
語
は
あ
る
が
、「
五
蘊
」
と
い
う
用
語
は
一

つ
も
な
い
。「
五
蘊
」
で
は
な
く
、
か
な
ら
ず
「
色
受
想
行
識
」
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
五
蘊
誦
に
十
三
回
用
い
ら
れ
る

ほ
か
は
、
雑
阿
含
全
体
で
も
こ
れ
以
外
に
は
な
い
。
逆
に
中
・
増
一
・
長
阿
含
に
お
い
て
は
「
色
受
想
行
識
」
は
瞥
見
し
た

と
こ
ろ
、
た
だ
一
度
、
長
阿
含
一
「
大
本
経
」（
七
期
）
に
「
色
受
想
行
識
は
な
お
朽
故
車
の
如
し
」
と
出
る
だ
け
で
あ
る
。

　

ま
た
五
蘊
と
同
じ
内
容
を
持
つ
「
五
陰
」
と
い
う
用
語
は
雑
阿
含
全
体
で
五
蘊
誦
に
一
経
（
雑
五
八
）
あ
る
ほ
か
は
、
五

期
如
来
誦
に
一
経
（
雑
一
一
四
四
）
並
行
の
な
い
八
期
に
六
経
㉗
出
る
だ
け
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
漢
訳
の
中
、
増
一
、
長
阿
含
に
お
い
て
も
「
五
蘊
」「
五
取
蘊
」
と
い
う
用
語
は
な
く
、「
五
盛
陰
」
と
い
わ
れ
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る
。
例
え
ば
中
阿
含
三
一
で
は
「
略
し
て
五
盛
陰
苦
を
説
く
と
は
、
こ
の
説
は
何
に
因
る
や
。
い
わ
ゆ
る
色
盛
陰
・
覚
・

想
・
行
・
識
盛
陰
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
る
。　

こ
こ
で
は
「
受
」
で
は
な
く
「
覚
」
で
あ
る
がperception

の
こ
と
で
同
じ

で
あ
る
。
中
阿
含
に
は
こ
の
「
五
盛
陰
」
は
十
経
に
出
る
が
、
そ
の
う
ち
四
期
の
七
経
は
こ
れ
を
含
め
て
四
経
（
中
三
一

＝
Ｍ
Ｎ
１
４
１
、
中
八
六
＝
Ｍ
Ｎ
１
４
８
、
中
一
五
三
＝
Ｍ
Ｎ
７
５
、
中
一
九
一
＝
Ｍ
Ｎ
１
２
２
）
が
、
パ
ー
リ
並
行
に
五
取

蘊
（pañcupādānakkhandhā

）
の
言
及
が
な
い
。
パ
ー
リ
本
に
言
及
が
あ
る
三
経
（
中
三
〇
＝
Ｍ
Ｎ
２
８
、
中
一
八
七
＝
Ｍ

Ｎ
１
１
２
、
中
二
一
〇
＝
Ｍ
Ｎ
４
４
）
は
、
漢
訳
で
は
み
な
八
苦
の
後
半
（
愛
別
離
苦
・
怨
憎
会
苦
・
求
不
得
苦
・
五
陰
盛
苦
）

と
し
て
言
及
さ
れ
る
が
、
う
ち
一
経
（
中
三
〇
）
の
パ
ー
リ
並
行
Ｍ
Ｎ
２
８
に
は
、
そ
れ
が
な
い
。
五
期
の
三
経
（
中
一
三

＝
Ａ
Ｎ
Ⅲ
・
６
１
、
中
二
九
＝
Ａ
Ｎ
Ⅸ
・
１
３
、
中
一
一
一
＝
Ａ
Ｎ
Ⅵ
・
６
３
）
は
す
べ
て
「
愛
別
離
苦
・
怨
憎
会
苦
・
求
不

得
苦
・
五
陰
盛
苦
」
の
「
五
陰
盛
苦
」」
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
五
期
以
降
で
は
色
受
想
行
識
と
い
う
元
来

の
「
五
蘊
」
の
意
味
は
消
滅
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

増
一
阿
含
で
は
、「
五
盛
陰
」
と
い
う
用
語
で
は
五
期
に
次
の
よ
う
に
出
る
が
、
並
行
す
る
Ｓ
Ｎ
８
・
４
、
雑
阿
含

一
二
一
四
に
は
な
い
の
で
、「
無
上
等
正
覚
」
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
が
、
後
の
も
の
で
あ
ろ
う
。「
こ
の
五
盛
陰
は
牢か

た

く
な

く
、
ま
た
堅
固
で
は
な
い
。
…
…
ま
さ
に
こ
の
五
盛
陰
を
観
ず
る
時
、
道
樹
下
に
在
っ
て
無
上
等
正
覚
を
成
ず
る
」（
増
一

阿
含
三
五
・
九
）。

　

次
に
挙
げ
る
七
期
の
「
五
盛
陰
」
の
説
き
方
は
、
先
の
相
応
の
五
蘊
と
同
じ
で
あ
る
。

「
こ
の
五
盛
陰
は
こ
れ
無
常
の
義
で
あ
る
。
無
常
の
義
と
は
即
ち
是
れ
苦
の
義
で
あ
る
」（
増
一
阿
含
三
五
・
十
＝T

hag.453-

458

は
か
な
り
異
な
る
）。

　
「
こ
の
五
盛
陰
は
皆
な
ま
さ
に
こ
の
苦
痛
諸
悩
を
受
け
、
五
趣
中
に
堕
ち
る
の
で
あ
る
」（
増
一
阿
含
三
四
・
二
＝D

hp.A

）。

　
「
五
盛
陰
苦
を
説
く
。
…
…
こ
の
五
盛
陰
が
滅
す
れ
ば
便
ち
涅
槃
の
道
が
あ
る
の
を
知
る
」（
増
一
阿
含
三
六
・
五
＝D

hp.
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）。

　

い
っ
ぽ
う
、
パ
ー
リ
本
に
お
い
て
は
、
Ｓ
Ｎ
で
は
五
蘊
に
関
す
る
経
は
、
ほ
と
ん
ど
Ｓ
Ｎ
２
２
（
犍
度
篇

K
handhavaggo

）
蘊
相
応
（K

handhasaṃ
yuttaṃ

）
に
集
中
し
て
い
る
。「
五
蘊
（pañca-kkhandha

）」
と
い
う
用
語
は
本
文

に
は
二
回
の
み
だ
が
、
五
取
蘊
（pañcupādānakkhandha

）
は
、
二
五
回
に
お
よ
ぶ
。

　

Ｍ
Ｎ
に
は
一
経
だ
け
、
２
２
蛇
喩
経
に
「
身
体
に
つ
い
て
厭
う
。
感
受
に
つ
い
て
厭
う
。
知
覚
に
つ
い
て
厭
う
。
も
ろ
も
ろ

の
［
自
己
］
形
成
力
に
つ
い
て
厭
う
。
認
識
に
つ
い
て
厭
う
」
な
ど
と
説
か
れ
る
。
身
体
と
は
「
色
」
で
、
感
受
は
「
受
」、

知
覚
は
「
想
」、［
自
己
］
形
成
力
は
「
行
」、
認
識
は
「
識
」
で
あ
る
か
ら
五
蘊
を
い
う
の
で
あ
る
が
、
並
行
す
る
中
阿
含

二
〇
〇
に
は
こ
の
部
分
は
存
在
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
五
期
で
は
あ
る
が
、
こ
の
部
分
は
、
遅
い
付
加
で
あ
ろ
う
。

　

Ｄ
Ｎ
で
は
こ
の
節
で
す
で
に
触
れ
た
六
期
の
Ｄ
Ｎ
３
３
等
誦
経
の
「
五
法
」
の
ほ
か
に
「
四
法
」
で
も
四
静
慮
の
説
明
と

し
て
「
五
取
蘊
に
お
い
て
、
生
と
滅
と
を
観
じ
て
住
す
。
つ
ま
り
こ
れ
が
色
（
受
想
行
識
）
で
あ
る
。
こ
れ
が
色
（
受
想
行

識
）
の
生
で
あ
る
。
こ
れ
が
色
（
受
想
行
識
）
の
滅
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
五
蘊
は
修
行
法
で
は
な
く
、
法
で
あ
り
、
教
え
で
あ
る
。
そ
う
で
は
あ
る
が
、
次
の
よ
う
に
実
際
に
坐

禅
に
お
け
る
三
昧
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
如
実
に
知
り
、
そ
の
縁
起
を
知
っ
て
、
色
（
受
想
行
識
）
に
と
ら
わ
れ
な
い
あ
り
方

に
と
ど
ま
る
時
に
、
苦
が
滅
す
る
と
説
か
れ
る
。

　
「
諸
比
丘
よ
、
三
昧
を
修
習
せ
よ
。
三
昧
に
入
っ
た
比
丘
は
如
実
に
了
知
す
る
。
何
を
如
実
に
了
知
す
る
の
か
。
色
の
集

と
滅
と
で
あ
る
。
受
の
集
と
滅
と
で
あ
る
、
想
の
集
と
滅
と
で
あ
る
。
行
の
集
と
滅
と
で
あ
る
。
識
の
集
と
滅
と
で
あ
る
。

…
…
色
（
受
想
行
識
）
に
歓
喜
し
耽
著
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
に
喜
が
生
ず
る
。
色
に
お
け
る
喜
は
取
で
あ
る
。
取
を
縁

と
し
て
彼
に
有
が
生
ず
る
。
有
を
縁
と
し
て
生
が
生
ず
る
。
生
を
縁
と
し
て
老
死
愁
悲
苦
憂
悩
が
生
ず
る
。
こ
の
よ
う
に
し

て
こ
れ
が
悉
く
皆
な
苦
蘊
の
集
で
あ
る
。
…
…
色
（
受
想
行
識
）
に
歓
喜
し
な
い
で
、
歓
呼
し
な
い
で
耽
著
し
な
い
で
住と
ど
まる
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こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
に
色
に
お
け
る
喜
が
滅
す
る
。
喜
が
滅
す
る
た
め
に
彼
に
取
が
滅
す
る
。
取
が
滅
す
る
た
め
に
有
が

滅
す
る
。
有
が
滅
す
る
た
め
に
生
が
滅
す
る
。
乃
至
…
…
こ
の
よ
う
に
し
て
こ
こ
に
悉
く
皆
な
苦
蘊
の
滅
と
な
る
」（
Ｓ
Ｎ

２
２
・５
）。

　

並
行
「
諸
の
比
丘
に
告
げ
て
い
っ
た
、『
常
に
ま
さ
に
方
便
し
て
、
禅
思
を
修
習
し
、
内
に
そ
の
心
を
寂
に
し
な
さ
い
。

な
ぜ
で
あ
る
か
。
比
丘
よ
、
常
に
ま
さ
に
方
便
し
て
、
禅
思
を
修
習
し
、
内
に
そ
の
心
を
寂
に
す
れ
ば
、
如
実
に
観
察
す
る

か
ら
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
如
実
に
観
察
す
る
の
か
。
こ
れ
は
こ
れ
色
、
こ
れ
は
こ
れ
色
の
集
（
原
因
）、
こ
れ
は
こ
れ
色

の
滅
、
こ
れ
は
こ
れ
受
・
想
・
行
・
識
、
こ
れ
は
こ
れ
識
の
集
、
こ
れ
は
是
れ
識
の
滅
で
あ
る
と
。
ど
の
よ
う
に
色
の
集
、

受
・
想
・
行
・
識
の
集
で
あ
る
の
か
。
愚
痴
無
聞
の
凡
夫
は
苦
・
楽
・
不
苦
・
不
楽
の
受
に
お
い
て
、
如
実
に
、
こ
の
受
の

集
、
受
の
滅
、
受
の
味
、
受
の
患
、
受
の
離
を
観
察
し
な
い
。
如
実
に
観
察
し
な
い
た
め
に
、
受
に
お
い
て
、
楽
著
し
て
取

を
生
ず
る
。
取
に
縁よ

っ
て
有
が
あ
り
、
有
に
縁
っ
て
生
が
あ
り
、
生
に
縁
っ
て
老
病
死
憂
悲
悩
苦
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
純

大
苦
聚
は
、
集
か
ら
生
ず
る
。
…
…
こ
の
よ
う
な
純
大
苦
聚
は
、
み
な
悉
く
滅
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
色
が
滅
し
、

受
・
想
・
行
・
識
が
滅
す
る
と
名
づ
く
け
る
』」（
雑
六
五
）。

　

五
蘊
は
そ
れ
を
修
行
に
お
い
て
滅
す
る
た
め
に
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
多
く
は
修
道
と
関
ら
ず
、
教
え
と
し

て
、
そ
れ
を
証
知
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
心
解
脱
を
得
る
と
説
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　

二
節　

六
入
（
パ
ー
リ
六
処
）

　

前
章
で
四
期
の
「
五
根
」
を
見
た
が
、
そ
れ
は
い
わ
ゆ
る
眼
耳
鼻
舌
身
と
い
う
感
官
の
五
根
で
は
な
く
、「
信
・
精
進
・

念
・
定
・
慧
」
と
い
う
修
行
方
法
で
あ
っ
た
。
い
っ
ぽ
う
五
期
、
教
法
三
篇
の
「
六
入
」
で
は
、
感
官
の
五
根
に
「
意
」
を

加
え
た
「
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
意
」
で
あ
り
、
ほ
ぼ
そ
れ
に
限
定
さ
れ
る
。
こ
こ
で
も
五
蘊
と
三
法
印
（
苦
・
無
常
・
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無
我
）
な
ど
の
基
本
教
学
と
の
関
わ
り
が
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。

　
「
比
丘
た
ち
よ
、
眼
は
無
常
で
あ
る
。
お
よ
そ
無
常
な
る
も
の
、
そ
れ
は
苦
で
あ
る
。
お
よ
そ
苦
な
る
も
の
、
そ
れ
は
無

我
で
あ
る
。
お
よ
そ
無
我
な
る
も
の
、
そ
れ
は
『
こ
れ
は
わ
た
し
の
有
で
は
な
い
、
こ
れ
は
わ
た
し
で
は
な
い
、
こ
れ
は
わ

た
し
の
我
で
は
な
い
』
と
。
こ
の
よ
う
に
正
智
慧
を
以
て
如
実
に
こ
れ
を
見
る
べ
き
で
あ
る
。
耳
は
無
常
で
あ
る
…
…
。
鼻

は
無
常
で
あ
る
…
…
。
舌
は
無
常
で
あ
る
…
…
身
は
無
常
で
あ
る
…
…
、
意
は
無
常
で
あ
る
…
…
そ
れ
は
『
こ
れ
は
わ
た
し

の
有
で
は
な
い
、
こ
れ
は
わ
た
し
で
は
な
い
、
こ
れ
は
わ
た
し
の
我
で
は
な
い
』
と
。
こ
の
よ
う
に
正
智
慧
を
以
て
如
実
に

こ
れ
を
見
る
べ
き
で
あ
る
。
比
丘
た
ち
よ
、
こ
の
よ
う
に
観
る
有
聞
の
聖
弟
子
は
、
眼
に
お
い
て
も
厭
嫌
し
、
耳
に
お
い
て

も
…
…
欲
を
離
れ
、
利
欲
よ
り
し
て
解
脱
を
得
る
。
得
脱
に
お
い
て
『
わ
た
し
は
得
脱
し
た
』
と
い
う
智
が
生
ず
る
」（
Ｓ

Ｎ
３
５
・
１
）。

　

つ
ま
り
、
六
入
に
対
し
て
正
し
い
智
慧
を
も
っ
て
、
そ
れ
を
「
無
我
、
無
常
、
苦
」
と
見
て
解
脱
し
な
さ
い
、
と
説
か
れ

る
。
五
蘊
と
同
じ
く
、
六
入
の
説
明
で
は
な
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
解
脱
し
解
脱
知
見
を
得
る
た
め
に
説
か
れ
る
。

　

こ
れ
に
並
行
す
る
雑
阿
含
は
、
先
の
Ｓ
Ｎ
が
挙
げ
た
六
入
だ
け
で
な
く
、
六
境
（
色
声
香
味
触
法
）
六
識
（
眼
識
…
…
）

さ
ら
に
六
触
（
眼
触
…
…
）
に
も
同
時
に
言
及
さ
れ
る
。

　
「
そ
の
時
、
世
尊
は
諸
比
丘
に
告
げ
て
、
一
切
は
無
常
で
あ
る
、
ど
の
よ
う
に
一
切
が
無
常
で
あ
る
の
か
。
眼
も
し
く
は
、

色
・
眼
識
・
眼
触
は
無
常
で
あ
る
と
い
う
。
も
し
眼
触
の
因
縁
に
よ
る
な
ら
ば
受
を
生
ず
る
。
苦
覚
・
楽
覚
・
不
苦
不
楽
の

覚
、
そ
れ
も
ま
た
無
常
で
あ
る
。
耳
鼻
舌
身
意
も
ま
た
、
こ
の
よ
う
で
あ
る
。
多
聞
の
聖
弟
子
が
こ
の
よ
う
に
観
る
の
は
、

眼
、
も
し
く
は
、
色
・
眼
識
・
眼
触
に
お
い
て
厭
を
生
じ
て
、
眼
触
の
因
縁
に
よ
っ
て
受
を
生
じ
、
苦
覚
・
楽
覚
・
不
苦
不

楽
覚
、
そ
こ
に
お
い
て
厭
を
生
ず
る
。
耳
鼻
舌
身
意
、
声
香
味
触
法
（
も
こ
の
よ
う
で
あ
る
）、
意
識
・
意
触
に
お
い
て
、
意

触
の
因
縁
に
よ
っ
て
受
を
生
じ
、
苦
覚
・
楽
覚
・
不
苦
不
楽
覚
を
受
け
る
。
そ
れ
も
ま
た
厭
を
生
ず
る
。
厭
の
た
め
に
楽
で
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は
な
い
。
楽
で
は
な
い
た
め
に
解
脱
し
、
解
脱
知
見
す
る
。
わ
た
し
の
生
は
已
に
尽
き
た
」（
雑
一
九
五
）。

　

し
か
し
、
パ
ー
リ
で
は
六
入
処
は
、
六
内
処
（
阿
含
の
六
入
）
六
外
処
（
阿
含
の
六
境
）
が
別
の
経
と
し
て
交
互
に
説
か

れ
る
の
で
六
外
処
（
色
声
香
味
触
法
）
も
無
常
（
Ｓ
Ｎ
３
５
・
４
）
無
我
（
Ｓ
Ｎ
３
５
・
６
）、
苦
（
Ｓ
Ｎ
３
５
・
５
）
で
あ
る
と

説
か
れ
る
。

　

ま
た
雑
阿
含
で
も
六
入
を
六
内
処
、
六
境
を
六
外
処
と
表
現
す
る
も
の
も
あ
り
、
次
は
そ
れ
を
縁
起
に
お
い
て
説
く
経
で

あ
る
。

　
「
眼
識
・
耳
鼻
舌
身
意
識
、
眼
触
・
耳
鼻
舌
身
意
触
が
内
入
処
で
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
に
色
声
香
味
触
法
は
外
入
処

で
あ
る
。
眼
触
よ
り
受
が
生
じ
、
耳
鼻
舌
身
意
触
よ
り
受
が
生
ず
る
。
眼
触
は
、
想
を
生
じ
、
耳
鼻
舌
身
意
触
は
、
想
を
生

ず
る
。
眼
触
は
、
思
を
生
じ
、
耳
鼻
舌
身
意
触
は
、
思
を
生
ず
る
。
眼
触
は
、
愛
を
生
じ
、
耳
鼻
舌
身
意
触
は
、
愛
を
生
ず

る
。
ま
た
、
上
に
説
い
た
通
り
で
あ
る
」（
雑
一
九
八
＝
Ｓ
Ｎ
１
８
・
２
１
）。

　

ち
な
み
に
並
行
Ｓ
Ｎ
１
８
・
１
～
１
０
、１
１
～
２
０
は
、
五
蘊
で
も
六
入
で
も
な
く
、
そ
れ
ら
が
混
じ
っ
た
「
眼
・
色
・

識
・
触
・
受
・
想
・
思
・
愛
・
界
・
蘊
」
の
十
法
を
立
て
る
。
い
ず
れ
も
迷
の
原
因
で
あ
り
遠
離
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
Ｓ
Ｎ
六
処
相
応
で
は
、
六
（
内
）
処
・
六
識
・
六
内
触
は
捨
離
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
。

　
「
比
丘
た
ち
よ
、
眼
は
、
こ
れ
を
知
解
し
、
暁
了
し
て
捨
棄
す
る
よ
う
に
。
眼
識
は
こ
れ
を
知
解
し
、
暁
了
し
て
捨
棄
す

る
よ
う
に
。
眼
触
は
こ
れ
を
知
解
し
、
暁
了
し
て
捨
棄
す
る
よ
う
に
。
お
よ
そ
こ
の
眼
触
を
縁
と
し
て
生
ず
る
受
は
、
あ
る

い
は
楽
で
あ
る
、
あ
る
い
は
苦
で
あ
る
、
あ
る
い
は
非
楽
非
苦
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
も
知
解
し
、
暁
了
し
て
捨
棄
す
べ
き
で

あ
る
。
耳
は
、
…
…
鼻
は
、
…
…
舌
は
…
…
身
は
…
…
意
は
…
…
お
よ
そ
こ
の
意
触
を
縁
と
し
て
生
ず
る
受
は
、
あ
る
い
は

楽
で
あ
る
、
あ
る
い
は
苦
で
あ
る
、
あ
る
い
は
非
楽
非
苦
で
あ
る
、
こ
れ
を
も
知
解
し
、
暁
了
し
て
捨
棄
す
べ
き
で
あ
る
」

（
Ｓ
Ｎ
３
５
・
２
５
＝
雑
二
二
四
。
同
じ
く
Ｓ
Ｎ
３
５
・
２
５
＝
雑
二
二
三
）。
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と
こ
ろ
で
阿
含
経
で
六
入
（
六
内
処
、
六
外
処
）
が
説
か
れ
る
経
は
、
六
入
誦
で
十
経
以
上
あ
り
、
五
蘊
誦
に
二
経
、
因

縁
誦
に
二
十
経
近
く
あ
る
。
因
縁
誦
に
多
い
の
は
六
入
が
十
二
因
縁
の
一
支
だ
か
ら
で
あ
り
、
だ
い
た
い
Ｓ
Ｎ
に
並
行
し
て

い
て
五
期
経
典
で
あ
る
。
た
だ
一
経
だ
け
偈
誦
・
諸
天
相
応
五
九
〇
（
三
期
）
に
「
十
二
因
縁
」
が
説
か
れ
、
そ
の
一
支
と

し
て
「
六
入
」
も
説
か
れ
る
が
、
並
行
す
る
別
訳
九
・
二
六
に
は
ま
っ
た
く
説
か
れ
て
い
な
い
の
で
、
後
の
付
加
で
あ
る
。

　

長
阿
含
で
は
第
九
集
衆
経
に
内
六
入
、
外
六
入
が
説
か
れ
る
だ
け
で
、
縁
起
の
一
支
と
し
て
四
経
（
一
、

一
三
、一
七
、三
〇
。
す
べ
て
六
期
以
降
）
に
説
か
れ
る
ほ
か
、
七
期
の
第
二
一
経
、
第
二
八
経
に
色
身
が
「
四
大
六
入
」
と

説
か
れ
る
。

　

増
一
阿
含
は
、
大
乗
系
で
あ
り
、
六
法
の
所
に
五
経
、
そ
の
他
に
三
経
説
か
れ
る
が
、
多
く
が
十
二
因
縁
を
説
く
箇
所

で
あ
り
、
そ
う
で
な
い
の
は
「
四
大
六
入
」（
増
一 

三
一‒

六
）「
六
界
六
識
六
入
」（
増
一 

三
七‒

二
）、「
六
情
」（
増
一 

三
七‒

七
）
な
ど
、
す
で
に
教
学
と
し
て
定
着
し
た
形
で
、
六
入
が
滅
す
べ
き
法
と
し
て
は
説
か
れ
な
い
。

　

パ
ー
リ
本
で
は
相
応
部
は
ほ
ぼ
Ｓ
Ｎ
六
処
篇
六
処
相
応
に
限
ら
れ
て
く
る
が
、
多
く
六
内
処
（
＝
六
入
）、
六
外
処
と
分

け
て
説
か
れ
る
。
犍
度
篇
の
八
期
の
入
相
応
（
Ｓ
Ｎ
２
５
）、
生
相
応
（
Ｓ
Ｎ
２
６
）
煩
悩
相
応
（
Ｓ
Ｎ
２
７
）
は
、
先
の
Ｓ

Ｎ
１
８
と
同
様
に
五
蘊
の
四
支
が
入
っ
た
十
法
を
説
い
て
お
り
、
Ｓ
Ｎ
２
７
に
「
比
丘
が
も
し
こ
の
六
処
に
お
い
て
心
の
随

煩
悩
を
断
ず
る
な
ら
ば
、
そ
の
心
は
出
離
に
向
い
、
出
離
に
遍
満
さ
れ
る
。
心
は
堪
忍
し
て
証
知
現
証
す
る
と
こ
ろ
の
諸
法

に
お
い
て
現
ず
る
」
と
「
六
処
」
が
言
及
さ
れ
る
。
こ
の
十
法
は
晩
期
Ｓ
Ｎ
独
自
の
分
類
で
あ
ろ
う
。

　

Ｍ
Ｎ
に
は
六
処
品
（
１
４
３
〜
１
５
２
）
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
雑
阿
含
六
入
誦
に
八
経
並
行
し
て
お
り
、
三
経
は
例
外

的
に
Ｓ
Ｎ
３
５
六
処
相
応
に
も
並
行
し
て
い
る
（
以
上
五
期
）。

　

Ｍ
Ｎ
１
３
７
（
＝
中
一
六
二
、五
期
）「
分
別
六
処
経
」
は
、
六
内
処
、
六
外
処
、
六
識
身
な
ど
が
説
か
れ
る
。

　

Ｍ
Ｎ
９
正
見
経
に
も
八
聖
道
を
伴
っ
て
十
二
縁
起
の
一
支
と
し
て
六
入
が
言
及
さ
れ
る
が
、
並
行
の
な
い
七
期
（
Ｍ
Ｎ
だ



45

禅文化研究所紀要 第34号（平成31年2月）

け
は
並
行
が
な
い
経
を
七
期
と
す
る
）
で
あ
る
。

　

Ｄ
Ｎ
は
五
蘊
と
同
様
に
３
３
等
誦
経
（
六
期
）
に
言
及
さ
れ
る
ほ
か
は
、
七
期
の
Ｄ
Ｎ
１
４
大
本
経
（
＝
長
一
）
に
過
去

毘
婆
尸
仏
の
本
生
譚
で
十
縁
起
を
思
惟
し
「
名
色
が
あ
る
か
ら
六
処
が
あ
る
」、「
六
処
の
滅
は
触
の
滅
で
あ
る
」
と
言
及
さ

れ
る
。
そ
の
後
、
五
取
蘊
を
観
察
し
て
心
解
脱
を
得
た
、
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
五
蘊
、
六
処
、
十
二
縁
起
が
同
時
に
言
及

さ
れ
る
経
で
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
が
、
か
な
り
遅
い
時
期
の
経
で
あ
る
。

三
節　

因
縁

　

す
で
に
、
六
入
が
そ
の
一
支
で
あ
る
十
二
支
縁
起
は
、
六
入
と
関
連
し
て
言
及
さ
れ
て
き
た
が
、
縁
起
の
も
っ
と
も
原
初

的
な
説
き
方
は
、
一
期
「
ア
ッ
タ
カ
・
ヴ
ァ
ッ
ガ
」
第
十
一
の
「
論
争
」
で
も
説
か
れ
て
い
た
。

　
「
快
と
不
快
と
は
感
官
に
よ
る
接
触
に
も
と
づ
い
て
起
こ
る
。
感
官
に
よ
る
接
触
が
存
在
し
な
い
時
に
は
、
こ
れ
ら
の
も

の
も
起
こ
ら
な
い
。
…
…
」（Snp.872
）、「
名
称
と
形
態
と
に
依
っ
て
感
官
に
よ
る
接
触
が
起
こ
る
。
諸
々
の
所
有
欲
は
欲

求
を
縁
と
し
て
起
こ
る
。
欲
求
が
な
い
時
に
は
、〈
わ
が
も
の
〉
と
い
う
我
執
も
存
在
し
な
い
。
形
態
が
消
滅
し
た
時
に
は
、

〈
感
官
に
よ
る
接
触
〉
も
は
た
ら
か
な
い
」（Snp.873
）。

　
「
感
官
」
は
六
入
で
あ
り
、「
接
触
」
は
触
で
あ
り
、「
名
称
と
形
態
」
は
名
色
で
あ
る
か
ら
十
二
支
縁
起
の
「
名
色
・
六

入
処
・
触
」
が
説
か
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
後
「
あ
り
の
ま
ま
に
想
う
者
で
も
な
く
、
誤
っ
て
想
う
者
で
も
な
く
、
想

い
な
き
者
で
も
な
く
、
想
を
消
滅
し
た
者
で
も
な
い
。
―
―
こ
の
よ
う
に
理
解
し
た
者
の
形
態
は
消
滅
す
る
」（Snp.874

）

と
、
直
截
に
打
坐
に
お
け
る
非
思
量
が
縁
起
の
生
起
を
消
滅
さ
せ
る
と
、
説
か
れ
て
い
た
。
こ
の
基
本
論
理
が
「
此
れ
あ
る

が
ゆ
え
に
、
彼
あ
り
。
此
れ
生
ず
る
が
ゆ
え
に
彼
生
ず
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
五
蘊
誦
で
も
「
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
因
縁
の
法
と
す
る
の
か
。
い
わ
ゆ
る
此
れ
あ
る
が
ゆ
え
に
、
彼
あ
り
。
此
れ
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生
ず
る
が
ゆ
え
に
彼
生
ず
。
つ
ま
り
無
明
に
縁
っ
て
行
あ
り
、
乃
至
生
老
病
死
憂
悲
惱
苦
の
集
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
此
れ
無

い
が
ゆ
え
に
彼
無
し
。
此
れ
滅
す
る
が
ゆ
え
に
彼
滅
す
。
つ
ま
り
無
明
滅
す
れ
ば
則
ち
行
滅
し
、
乃
至
、
生
老
病
死
憂
悲
惱

苦
滅
す
」（
雑
二
六
二
＝
Ｓ
Ｎ
２
２
・
９
０
）
と
説
か
れ
る
。

　

こ
こ
で
は
「
無
明
・
行
・
生
老
病
死
」
の
縁
起
で
あ
る
。「
生
老
病
死
・
食
・
愛
・
受
・
触
・
六
入
」
の
縁
起
を
説
く
経

も
あ
る
。

　
「
こ
の
四
食
は
何
の
因
で
あ
り
、
何
の
集
で
あ
り
、
何
の
生
、
何
の
触
で
あ
る
か
。
つ
ま
り
こ
の
諸
食
は
愛
の
因
、
愛
の

集
、
愛
の
生
、
愛
の
触
で
あ
る
。
こ
の
愛
は
何
の
因
で
あ
り
、
何
の
集
で
あ
り
、
何
の
生
、
何
の
触
で
あ
る
か
。
つ
ま
り
愛

は
受
を
因
と
し
、
受
を
集
と
し
、
受
の
生
、
受
の
触
で
あ
る
。
こ
の
受
は
何
で
あ
り
、
何
の
集
で
あ
り
、
何
の
生
、
何
の
触

で
あ
る
か
。
つ
ま
り
受
は
触
の
因
で
あ
り
、
触
の
集
、
触
の
生
、
触
の
触
で
あ
る
。
こ
の
触
は
何
の
因
で
あ
り
、
何
の
集
で

あ
り
、
何
の
生
、
何
の
触
で
あ
る
か
つ
ま
り
、
触
は
六
入
処
の
因
で
あ
り
、
六
入
処
の
集
、
六
入
処
の
生
、
六
入
処
の
触
で

あ
る
。
六
入
処
の
集
は
是
れ
触
の
集
、
触
の
集
は
こ
れ
受
の
集
。
受
の
集
は
こ
れ
愛
の
集
。
愛
の
集
は
こ
れ
食
の
集
で
あ

る
。
食
の
集
の
ゆ
え
に
未
來
世
の
生
老
病
死
憂
悲
惱
苦
の
集
な
り
。
こ
の
よ
う
な
純
大
苦
聚
の
集
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
六
入
処
が
滅
す
れ
ば
則
ち
触
滅
す
。
触
滅
す
れ
ば
則
ち
受
滅
す
。
受
滅
す
れ
ば
則
ち
愛
滅
す
。
愛
滅
す
れ
ば

則
ち
食
滅
す
。
食
滅
す
る
が
ゆ
え
に
未
来
世
に
お
い
て
生
老
病
死
憂
悲
悩
苦
滅
す
」（
雑
三
七
一
＝
Ｓ
Ｎ
１
２
・
１
１
）。

　

こ
れ
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
縁
起
が
、
や
が
て
十
二
支
縁
起
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

十
二
支
縁
起
は
、
五
期
の
因
縁
誦
（
Ｓ
Ｎ
因
縁
篇　

１
２
因
縁
相
応
）
で
は
じ
め
て
明
瞭
に
説
か
れ
、
ま
た
十
二
支
縁
起

を
説
く
経
は
、
相
応
経
で
は
ほ
ぼ
因
縁
誦
（
Ｓ
Ｎ
１
２
因
縁
相
応
）
に
限
ら
れ
る
。

　
「
比
丘
た
ち
よ
、
縁
起
（paṭicca-sam

uppāda

）
と
は
何
で
あ
る
か
。
比
丘
た
ち
よ
、
無
明
に
よ
っ
て
行
が
あ
る
。
行
に

よ
っ
て
識
が
あ
る
。
識
に
よ
っ
て
名
色
が
あ
る
。
名
色
に
よ
っ
て
六
処
が
あ
る
。
六
処
に
よ
っ
て
触
が
あ
る
。
触
に
よ
っ
て
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受
が
あ
る
。
受
に
よ
っ
て
愛
が
あ
る
。
愛
に
よ
っ
て
取
が
あ
る
。
取
に
よ
っ
て
有
が
あ
る
。
有
に
よ
っ
て
生
が
あ
る
。
生
に

よ
っ
て
老
死
愁
悲
苦
憂
悩
が
生
ず
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
、
こ
れ
が
全
苦
蘊
の
集
で
あ
る
。
こ
れ
を
生
起
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

無
明
の
無
余
・
離
貪
・
滅
に
よ
っ
て
行
の
滅
が
あ
る
。
行
の
滅
に
よ
っ
て
識
の
滅
が
あ
る
。
識
の
滅
に
よ
っ
て
名
色
の
滅

が
あ
る
。
名
色
の
滅
に
よ
っ
て
六
処
の
滅
が
あ
る
。
六
処
の
滅
に
よ
っ
て
触
の
滅
が
あ
る
。
触
の
滅
に
よ
っ
て
受
の
滅
が
あ

る
。
受
の
滅
に
よ
っ
て
愛
の
滅
が
あ
る
。
愛
の
滅
に
よ
っ
て
取
の
滅
が
あ
る
。
取
の
滅
に
よ
っ
て
有
の
滅
が
あ
る
。
有
の
滅

に
よ
っ
て
生
の
滅
が
あ
る
。
生
の
滅
に
よ
っ
て
老
死
愁
悲
苦
憂
悩
が
滅
す
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
、
こ
れ
が
全
苦
蘊
の
滅
で

あ
る
」（
Ｓ
Ｎ
１
２
・
１
）。

　

並
行
「
…
…
無
明
に
よ
っ
て
行
が
あ
る
。
行
に
よ
っ
て
識
が
あ
る
。
乃
至
こ
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
純
大
苦
聚
集

は
ど
う
し
て
縁
生
の
法
で
あ
る
の
か
。
無
明
行
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
し
仏
が
、
出
世
し
て
も
、
も
し
未
だ
出
世

し
な
く
て
も
、
此
の
法
は
常
住
で
あ
り
、
法
は
法
界
に
住と

ど
まる
。
か
の
如
来
の
自
ら
覚
知
す
る
所
で
あ
り
、
成
等
正
覚
し
て
人

の
為
に
演
説
す
る
。
…
…
無
明
・
行
・
識
・
名
色
・
六
入
処
・
触
・
受
・
愛
・
取
・
有
・
生
・
老
病
死
憂
悲
悩
苦
、
是
れ
を

縁
生
の
法
と
名
づ
く
」（
雑
二
九
六
）。

　

こ
の
雑
阿
含
で
は
十
二
支
縁
起
は
、
如
来
が
出
て
も
出
な
く
て
も
、
い
つ
も
あ
る
法
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
は
場
合

に
よ
っ
て
は
修
行
し
な
い
で
、
た
だ
そ
れ
を
受
け
売
り
し
た
り
、
知
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
な
る
。
し
か
し
、

そ
れ
だ
け
で
は
意
味
が
な
い
。
こ
れ
は
四
諦
の
集
（
原
因
）
と
滅
な
の
で
あ
る
か
ら
、
集
と
し
て
こ
の
法
を
理
解
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
を
実
際
の
修
行
で
滅
し
て
い
か
な
け
れ
ば
解
脱
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

し
か
し
、
そ
れ
が
因
縁
誦
（
Ｓ
Ｎ
因
縁
篇
）
の
よ
う
に
十
二
で
定
型
化
さ
れ
れ
ば
、
観
念
と
な
っ
て
、
人
が
現
に
証
し
た

も
の
で
は
な
く
な
る
。
因
縁
相
応
の
十
二
支
縁
起
は
無
明
・
行
・
識
・
名
色
・
六
入
処
・
触
・
受
・（
渇
）
愛
・
取
・
有
・

生
・
老
病
死
（
憂
悲
悩
苦
）
と
い
う
名
称
、
順
番
は
常
に
こ
れ
で
あ
る
。



48

部派仏教の修道と涅槃（松岡 由香子）

　

因
縁
相
応
以
外
に
は
、
雑
阿
含
五
九
〇
（
偈
誦
、
諸
天
相
応
。
し
か
し
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
後
の
付
加
）、
七
期
の
雑

八
四
六
（
＝
Ｓ
Ｎ
５
５
・
２
８
）
で
説
か
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
も
、「
十
二
支
縁
起
」
と
い
う
用
語
は
、
こ
の
雑
阿
含

八
四
六
だ
け
で
あ
り
、「
十
二
因
縁
」
は
偈
誦
の
五
九
〇
だ
け
で
あ
る
。「
十
二
支
縁
起
」
は
雑
阿
含
因
縁
相
応
で
は
並
行
経

の
な
い
八
期
雑
阿
含
三
六
九
（
因
縁
相
応
）
で
言
及
さ
れ
る
。

　

十
二
支
縁
起
に
は
、
そ
の
一
支
と
し
て
六
入
が
含
ま
れ
、
五
蘊
の
色
・
受
・
行
・
識
が
含
ま
れ
る
か
ら
、
六
入
や
五
蘊
を

伝
承
し
た
上
座
部
が
、
そ
の
後
に
縁
起
を
定
型
化
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
六
入
が
説
か
れ
る
経
に
は
十
二

支
縁
起
も
多
く
説
か
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

　

で
は
他
の
諸
阿
含
、
ニ
カ
ー
ヤ
（
パ
ー
リ
本
）
で
は
、
縁
起
は
い
つ
頃
、
ど
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

五
期
の
中
経
に
は
三
経
（
Ｍ
Ｎ
３
８
、１
１
５
、１
４
８
）
に
十
二
因
縁
が
説
か
れ
る
。

　

Ｍ
Ｎ
３
８
「
こ
れ
が
あ
れ
ば
、
あ
れ
が
あ
る
。
こ
れ
が
生
ず
れ
ば
、
あ
れ
が
生
ず
る
と
。
す
な
わ
ち
無
明
（
無
明
）
に

縁
っ
て
も
ろ
も
ろ
の
行
（
行
）
が
あ
り
、
も
ろ
も
ろ
の
行
に
縁
っ
て
意
識
（
識
）
が
あ
り
、
意
識
に
縁
っ
て
名
称
と
形
態

（
名
色
）
が
あ
り
、
名
称
と
形
態
に
縁
っ
て
六
つ
の
領
域
（
六
処
）
が
あ
り
、
六
つ
の
領
域
に
縁
っ
て
接
触
（
触
）
が
あ
り
、

接
触
に
縁
っ
て
感
受
（
受
）
が
あ
り
、
感
受
に
縁
っ
て
渇
愛
（
愛
）
が
あ
り
、
渇
愛
に
縁
っ
て
取
著
（
取
）
が
あ
り
、
取
著

に
縁
っ
て
生
存
（
有
）
が
あ
り
、
生
存
に
縁
っ
て
生
ま
れ
（
生
）
が
あ
り
、
生
ま
れ
に
縁
っ
て
老
い
と
死
、
愁
い
、
悲
し

み
、
苦
し
み
、
憂
い
、
悩
み
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
こ
の
す
べ
て
の
苦
し
み
の
集
ま
り
の
生
起
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
無
明
を
残
り
な
く
離
れ
止
滅
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
ろ
も
ろ
の
行
が
止
滅
す
る
。
も
ろ
も
ろ
の
行
の
止
滅
に

よ
っ
て
…
…
」（
＝
中
二
〇
一
）

　

Ｍ
Ｎ
１
４
８
の
「
六
六
経
」
で
は
六
内
処
、
六
外
処
は
未
だ
説
か
れ
な
い
が
、
並
行
す
る
中
阿
含
八
六
説
処
経
で
は
「
も

し
こ
れ
が
あ
れ
ば
、
す
な
わ
ち
彼
が
あ
る
。
も
し
こ
れ
が
無
け
れ
ば
、
す
な
わ
ち
彼
も
な
い
。
も
し
こ
れ
が
生
ず
れ
ば
、
す
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な
わ
ち
彼
が
生
ず
る
。
も
し
こ
れ
が
滅
す
れ
ば
、
す
な
わ
ち
彼
が
滅
す
る
。
無
明
に
よ
っ
て
行
が
あ
る
。
行
に
よ
っ
て
識
が

あ
る
。
識
に
よ
っ
て
名
色
が
あ
る
。
名
色
に
よ
っ
て
六
処
が
あ
る
。
六
処
に
よ
っ
て
更
楽
が
あ
る
。
更
楽
に
よ
っ
て
覚
が
あ

る
。
覚
に
よ
っ
て
愛
が
あ
る
。
愛
に
よ
っ
て
受
が
あ
る
。
受
に
よ
っ
て
有
が
あ
る
。
有
に
よ
っ
て
生
が
あ
る
。
生
に
よ
っ
て

老
死
が
あ
る
。」（
中
八
六
）
と
説
か
れ
る
。
こ
こ
で
は
触
の
代
わ
り
に
「
更
楽
」、
取
に
代
わ
っ
て
「
覚
」
と
な
っ
て
お
り
、

「
覚
」
か
ら
受
ま
で
の
順
番
も
異
な
る
。

　

Ｍ
Ｎ
１
１
５
（
五
期
）
に
は
「
こ
れ
が
あ
る
と
、
か
れ
が
あ
る
。
こ
れ
が
生
じ
る
と
か
れ
が
生
ず
る
。
…
…
無
知
（
無
明
）

に
よ
っ
て
意
志
作
用
（
行
）
が
、
意
志
作
用
に
よ
っ
て
認
識
作
用
が
…
…
誕
生
に
よ
っ
て
老
い
と
死
と
悲
し
み
、
嘆
き
、
苦

し
み
、
憂
い
、
悩
み
が
生
起
す
る
。
こ
う
し
て
苦
し
み
の
集
ま
り
全
体
が
生
起
す
る
」
と
説
か
れ
る
が
、
並
行
す
る
中
阿
含

一
八
一
は
、「
謂
ゆ
る
無
明
に
縁
っ
て
行
が
あ
る
。
乃
至
生
に
縁
っ
て
老
死
が
あ
る
」
な
ど
と
略
説
さ
れ
る
。

　

Ｍ
Ｎ
９
正
見
経
（
五
期
並
行
増
一
阿
含
）
で
は
、
四
諦
に
続
い
て
老
死
が
八
聖
道
と
と
も
に
説
か
れ
、
十
二
縁
起
は
生
か

ら
始
ま
っ
て
無
明
の
後
に
「
漏
＝
煩
悩
」
が
く
る
例
外
的
な
順
番
と
な
っ
て
い
る
。

　

中
阿
含
八
六
が
「
触
」
に
代
わ
り
「
更
楽
」、「
取
」
に
代
わ
り
「
覚
」
と
な
っ
て
い
た
よ
う
に
、
中
阿
含
五
五
（
八
期
）、

中
阿
含
二
二
二
（
八
期
）
も
こ
の
よ
う
で
あ
る
。
中
阿
含
一
三
（
五
期
＝
Ａ
Ｎ
）
は
「
六
界
に
因
っ
て
す
な
わ
ち
六
処
あ
り
、

六
処
に
因
っ
て
す
な
わ
ち
更
楽
あ
り
。
更
楽
に
因
っ
て
す
な
わ
ち
覚
あ
り
。
…
…
覚
あ
れ
ば
す
な
わ
ち
苦
を
知
る
」
と
四
因

縁
を
説
く
。
中
阿
含
の
方
が
個
性
的
で
あ
る
。

し
か
し
中
経
に
は
十
二
縁
起
、
十
二
支
縁
起
、
十
二
因
縁
と
い
う
用
語
は
な
い
。

　

長
経
で
は
、
六
期
の
Ｄ
Ｎ
１
５
大
縁
経
に
「
老
死
・
生
・
有
・
取
・
愛
・
受
・
触
・
名
色
・
識
」
の
九
支
の
縁
起
が
説

か
れ
る
。
触
に
眼
触
・
耳
触
・
鼻
触
な
ど
が
言
及
さ
れ
る
が
、
六
入
は
な
い
の
で
あ
る
。
並
行
す
る
長
阿
含
一
三
に
、「
六

入
・
行
・
痴
」
を
加
え
た
十
二
が
説
か
れ
「
十
二
因
縁
法
」
と
い
う
用
語
も
三
回
使
わ
れ
る
。
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ま
た
六
入
が
説
か
れ
た
Ｄ
Ｎ
１
４
大
本
経
（
七
期
、
毘
婆
尸
仏
本
生
話
）
に
は
十
縁
起
が
説
か
れ
て
、
行
と
無
明
は
未
だ

説
か
れ
て
い
な
い
。
並
行
す
る
長
阿
含
一
で
十
二
縁
起
と
な
る
が
、
無
明
で
は
な
く
「
痴
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
経
に
は

「
順
逆
に
十
二
因
縁
を
観
ず
る
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
。

　

七
期
の
長
阿
含
、
第
一
七
清
浄
経
は
「
六
入
身
・
触
・
受
・
愛
・
取
・
有
・
生
・
老
死
憂
悲
苦
悩
」
の
八
支
の
因
縁
が
挙

げ
ら
れ
る
。
並
行
す
る
Ｄ
Ｎ
２
９
清
浄
経
に
は
言
及
が
な
い
。
八
期
の
長
阿
含
第
三
〇
世
紀
経
に
は
「
識
・
名
色
・
六
入
」

と
い
う
三
支
も
説
か
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
六
入
や
識
な
ど
の
縁
起
が
ま
ず
説
か
れ
て
、
生
老
病
死
と
い
う
四
苦
と
結
び
つ
け
ら
れ
、
八
支
、
九

支
、
十
支
と
さ
ま
ざ
ま
に
説
か
れ
、
最
大
で
十
二
の
縁
起
が
で
き
た
と
い
え
よ
う
。

　

増
一
経
は
十
一
法
ま
で
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
七
法
の
増
一
阿
含
三
九
‒
四
で
も
「
よ
く
陰
入
界
を
分
別
し
、

ま
た
十
二
因
縁
所
起
の
法
を
分
別
す
。
こ
れ
を
比
丘
が
こ
の
七
法
を
成
就
す
る
と
い
う
」
と
言
及
さ
れ
る
（
五
期
並
行
す
る

中
阿
含
三
に
は
言
及
は
な
い
）。

　

ま
た
十
一
法
に
十
二
因
縁
が
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。

　
「
十
二
因
縁
は
皆
な
十
一
法
の
中
に
出
る
。
い
わ
ゆ
る
生
老
病
死
愁
憂
苦
悩
で
あ
る
」（
増
一
阿
含
四
九‒

二
、八
期
）。
そ

の
十
一
法
で
「
因
縁
の
法
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
無
明
は
行
に
縁
る
。
行
は
識
に
縁
る
。
識
は
名
色
に
縁
る
。
名
色
は
六
入
に

縁
る
。
六
入
は
更
楽
に
縁
る
。
更
楽
は
痛
に
縁
る
。
痛
は
愛
に
縁
る
。
愛
は
受
に
縁
る
。
受
は
有
に
縁
る
。
有
は
生
に
縁

る
。
生
は
死
に
縁
る
。
死
は
憂
悲
苦
悩
。
…
…
十
二
因
縁
と
は
極
め
て
甚
深
で
あ
る
。
是
れ
は
常
人
が
よ
く
明
暁
で
き
る
も

の
で
は
な
い
。
私
が
昔
、
未
だ
こ
の
因
縁
法
を
覚
ら
な
い
時
、
生
死
を
流
浪
し
て
出
る
期
が
な
か
っ
た
」（
増
一 

四
九
‒
五

並
行
Ｍ
Ｎ
９
、五
期
）
と
し
、「
十
二
因
縁
の
法
」
に
よ
っ
て
成
道
し
た
と
説
く
。
増
一
阿
含
五
一
‒
八
に
も
十
二
縁
起
が
説

か
れ
る
（
五
期
、
並
行
す
る
Ｍ
Ｎ
１
４
３
、
中
二
八
に
な
し
）。
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も
っ
と
も
五
期
で
十
二
因
縁
を
説
く
中
経
も
あ
り
、
律
蔵
大
品
の
第
一
大
犍
度　

初
転
法
輪
で
十
二
因
縁
が
説
か
れ
て
い

る
。

第
三
章
　
六
期
の
念
処
・
正
勤
・
神
足
を
加
え
た
「
三
十
七
品
菩
提
分
法
」
の
完
成

　

さ
て
、
枝
葉
分
裂
後
の
『
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
雑
事
』
で
は
、
五
百
結
集
に
つ
い
て
、「
多
く
の
阿
羅
漢
、
同
じ
く

結
集
を
行
う
。
た
だ
こ
れ
五
蘊
相
応
な
ら
ば
、
即
ち
蘊
品
を
以
て
建
立
と
す
る
。
も
し
六
処
と
十
八
界
相
応
な
ら
ば
、
即
ち

処
界
品
を
以
て
建
立
と
す
る
。
も
し
縁
起
と
聖
諦
相
応
な
ら
ば
、
即
ち
縁
起
と
名
づ
け
て
建
立
と
す
る
。
も
し
声
聞
所
説
な

ら
ば
、
声
聞
品
の
処
に
お
い
て
建
立
と
す
る
。
も
し
こ
れ
仏
所
説
な
ら
ば
、
仏
品
の
処
に
お
い
て
建
立
と
す
る
。
も
し
念
処

と
正
勤
・
神
足
・
根
・
力
・
覚
・
道
分
相
応
な
ら
ば
、
聖
道
品
の
処
に
お
い
て
建
立
と
す
る
。
も
し
経
と
伽
他
と
相
応
す
れ

ば
、
こ
れ
即
ち
名
け
て
相
応
阿
笈
摩
（
旧
に
雑
と
云
う
は
義
を
取
る
也
）
と
す
る
」
と
記
す
㉘
。
こ
の
「
相
応
阿
笈
摩
」
は
相

応
阿
含
で
、
現
存
パ
ー
リ
本
で
は
相
応
ニ
カ
ー
ヤ
（
部
）
で
あ
り
、
漢
本
で
は
雑
阿
含
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
も
の
か
ら
二
期
原
偈
誦
（
経
と
伽
他
相
応
）、
四
期
原
道
誦
（
根
・
力
・
覚
・
道
分
相
応
）、
五
期
の
教

法
三
篇
（
蘊
品
、
処
界
品
、
縁
起
）
と
五
期
如
来
誦
（
仏
品
）
を
除
く
と
、「
念
処
と
正
勤
・
神
足
」
と
「
声
聞
品
」
が
挙
げ

ら
れ
る
。
声
聞
品
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。

　
「
念
処
と
正
勤
・
神
足
」
は
Ｓ
Ｎ
大
篇
４
７
念
処
、
４
９
正
勤
、
５
１
神
足
に
相
当
し
、
雑
阿
含
は
「
正
断
・
神
足
」
が

欠
巻
で
あ
る
た
め
、
残
る
道
誦
の
第
一
念
処
相
応
だ
け
が
相
当
す
る
。
こ
れ
ら
を
六
期
経
典
の
一
部
と
す
る
。

　

雑
阿
含
は
そ
の
念
処
相
応
を
原
道
誦
の
前
に
置
き
、
Ｓ
Ｎ
は
４
７
念
処
相
応
、
４
９
正
勤
相
応
、
５
１
神
足
相
応
を
４
５
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道
相
応
、
４
６
覚
相
応
、
４
８
根
相
応
、
５
０
力
相
応
の
四
相
応
の
間
に
置
い
て
お
り
、
い
ず
れ
も
連
続
し
て
「
三
十
七
品

菩
提
分
法
」（
四
念
処
・
四
正
断
・
四
神
足
・
五
根
・
五
力
・
七
覚
支
・
八
聖
道
）
を
構
成
し
て
い
る
。
部
派
が
枝
葉
分
裂
し

は
じ
め
た
こ
の
頃
、
大
乗
運
動
が
起
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
の
で
、
部
派
仏
教
と
し
て
の
修
道
体
系
は
、
四
期
の
五
根
・
五

力
・
七
覚
支
・
八
聖
道
に
四
念
処
・
四
正
断
・
四
神
足
を
加
え
た
も
の
、
す
な
わ
ち
「
三
十
七
品
菩
提
分
法
㉙
」
と
み
な
さ

れ
、
そ
れ
は
大
乗
仏
教
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

新
た
に
加
え
ら
れ
た
修
行
体
系
と
し
て
念
処
、
正
勤
、
神
足
の
三
つ
の
う
ち
、
ま
ず
念
処
を
考
察
し
よ
う
。

一
、四
念
処
（cattāri satipatthānāni

）

　

一
期
経
典
に
は
念
（sati

）
は
特
定
の
対
象
を
念
ず
る
の
で
は
な
か
っ
た
。「
内
面
的
に
も
外
面
的
に
も
感
覚
的
感
受
を
喜

ば
な
い
人
、
こ
の
よ
う
に
よ
く
気
を
つ
け
て
（sati

）
行
な
っ
て
い
る
人
の
識
別
作
用
は
止
滅
す
る
の
で
あ
る
」（Snp.1111

）

と
説
か
れ
た
。

　

そ
し
て
四
期
原
道
誦
（
大
衆
部
由
来
）
の
五
根
の
念
根
、
五
力
の
念
力
、
七
覚
支
の
念
覚
支
の
そ
れ
ぞ
れ
に
四
念
処
が
説

か
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
は
機
械
的
に
四
念
処
が
言
及
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
説
明
は
、
ほ
と
ん
ど
定
型
の
繰
り
返

し
で
あ
っ
た
。

　
「
念
根
と
は
ま
さ
に
知
る
が
い
い
、
こ
れ
が
四
念
処
で
あ
る
」（
雑
六
四
六
＝
Ｓ
Ｎ
４
８
・
８
）。

　
「
念
力
と
は
、
ま
さ
に
知
る
が
い
い
、
四
念
処
で
あ
る
」（
雑
六
七
五 cf. 

Ｓ
Ｎ
４
８
・
８
）。

　
「
何
を
念
覚
分
の
不
食
と
す
る
の
か
。
四
念
処
を
思
惟
し
な
け
れ
ば
、
未
だ
起
こ
ら
な
い
念
覚
分
は
起
こ
ら
ず
、
す
で
に

起
こ
っ
た
念
覚
分
は
退
い
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」（
雑
七
一
五
＝
Ｓ
Ｎ
４
６
・５
１
）。

　

こ
の
よ
う
に
五
根
、
五
力
、
七
覚
支
、
八
聖
道
に
す
べ
て
「
念
」
が
説
か
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
四
念
処
（
念

住
）
が
別
立
し
て
説
か
れ
る
の
は
、
な
ぜ
だ
ろ
う
。
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こ
の
疑
問
を
も
っ
て
雑
阿
含
念
処
相
応
、
Ｓ
Ｎ
４
７
念
処
相
応
を
見
る
と
、
四
期
の
四
念
処
の
説
き
方
と
ま
っ
た
く
異
な

り
、
多
彩
な
仏
弟
子
の
伝
承
の
中
に
そ
の
一
部
と
し
て
四
念
処
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
六
期
の
四
念
処
な
ど
は
大
衆

部
で
は
な
く
、
上
座
部
の
伝
承
を
元
と
し
た
修
道
体
系
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
涅
槃
や
解
脱
に
結
び
つ
く
重
要
な
修
道

と
さ
れ
る
。

　

一
経
は
成
道
後
、
間
も
な
い
時
の
こ
と
と
し
て
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

　
「
あ
る
時
世
尊
は
鬱
毘
羅
の
尼
連
禅
河
の
辺
、
阿
踰
波
羅
尼
拘
律
樹
下
に
初
め
て
現
等
覚
し
て
と
ど
ま
っ
て
お
ら
れ
た
。

時
に
世
尊
は
独
居
し
宴
黙
し
て
お
ら
れ
た
が
こ
の
よ
う
な
心
念
が
生
じ
た
。

　

一
乗
道
（ekāyana m

agga
）
が
あ
っ
て
よ
く
衆
生
を
浄
め
、
愁
悲
を
超
え
、
苦
憂
を
滅
し
て
正
理
を
証
得
し
、
涅
槃
を
現

証
さ
せ
る
。
い
わ
ゆ
る
四
念
処
で
あ
る
。
何
を
四
と
す
る
の
か
。
比
丘
、
身
に
お
い
て
身
を
観
じ
、
熱
心
・
正
知
・
正
念
で

あ
り
、
世
間
の
貪
憂
を
調
伏
し
て
と
ど
ま
る
が
よ
い
。
受
に
お
い
て
…
…
心
に
お
い
て
…
…
法
に
お
い
て
の
法
を
観
じ
、
熱

心
・
正
知
・
正
念
で
あ
り
、
世
間
の
貪
憂
を
調
伏
し
て
と
ど
ま
る
が
よ
い
。
こ
れ
が
一
乗
道
で
あ
る
」（
Ｓ
Ｎ
４
７
・
１
８
＝

雑
六
〇
七
）。

　

並
行
す
る
雑
阿
含
は
六
期
の
弟
子
誦
（
声
聞
品
）
に
あ
り
、
ほ
ぼ
同
様
に
説
く
が
、「
舍
衞
國
祇
樹
給
孤
獨
園
」
で
の
説

法
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
一
乗
道
が
四
念
処
と
し
て
説
か
れ
る
の
は
、
Ｓ
Ｎ
で
は
４
７
四
念
処
相
応
の
１
８
の
他
、
１
、

４
３
が
あ
る
。
雑
阿
含
で
は
「
一
乗
道
」
が
弟
子
誦
に
四
経
㉚
、
道
誦
に
一
経
、
十
四
回
言
及
さ
れ
る
が
、
一
経
だ
け
偈
誦

に
紛
れ
込
ん
で
い
て
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
に
Ｓ
Ｎ
４
７
・
１
８
と
ほ
ぼ
等
し
い
。

　
「
こ
の
よ
う
に
わ
た
し
は
聞
い
た
。
あ
る
時
、
仏
は
鬱
毘
羅
聚
落
に
お
ら
れ
た
。
尼
連
禅
河
の
側
の
菩
提
樹
の
下
で
成
仏

し
て
久
し
く
た
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
時
、
世
尊
は
独
り
静
か
に
思
惟
し
て
こ
の
よ
う
に
念
っ
た
。
一
乗
道
が
あ
っ
て
よ

く
衆
生
を
浄
め
、
諸
も
ろ
の
憂
悲
を
救
い
、
苦
悩
を
滅
除
し
て
、
真
如
の
法
を
得
さ
せ
る
。
そ
れ
が
四
念
処
で
あ
る
。
何
を
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四
と
す
る
の
か
。
身
の
身
観
念
処
で
あ
り
、
受
・
心
・
法
の
法
観
念
処
で
あ
る
。
も
し
人
が
四
念
処
を
楽
し
ま
な
い
な
ら

ば
、
す
な
わ
ち
そ
れ
は
如
の
聖
法
を
楽
し
ま
な
い
の
で
あ
る
。
如
の
聖
法
を
楽
し
ま
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
す
な
わ
ち
そ
れ
は

如
の
聖
道
を
楽
し
ま
な
い
の
で
あ
る
。
如
の
聖
道
を
楽
し
ま
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
す
な
わ
ち
そ
れ
は
甘
露
法
を
楽
し
ま
な
い

の
で
あ
る
。
如
の
甘
露
法
を
楽
し
ま
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
す
な
わ
ち
そ
れ
は
生
・
老
・
病
・
死
・
憂
・
悲
・
悩
苦
を
解
脱
し

な
い
の
で
あ
る
。
も
し
四
念
処
を
楽
修
す
る
な
ら
ば
、
す
な
わ
ち
そ
れ
は
如
の
聖
法
を
楽
修
す
る
。
如
の
聖
法
を
楽
修
す
る

な
ら
ば
、
す
な
わ
ち
そ
れ
は
如
の
聖
道
を
楽
修
す
る
。
如
の
聖
道
を
楽
修
す
る
な
ら
ば
、
す
な
わ
ち
そ
れ
は
甘
露
法
を
楽
修

す
る
。
甘
露
法
を
楽
修
す
る
な
ら
ば
、
す
な
わ
ち
そ
れ
は
生
・
老
・
病
・
死
・
憂
・
悲
・
悩
苦
か
ら
解
脱
で
き
る
。
…
…
一

乗
道
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
多
く
の
有
辺
が
生
ず
る
の
を
見
て
は
／
正
法
を
演
説
し
、
苦
し
む
衆
生
を
安
慰
す
る
。

／
過
去
の
諸
世
尊
も
こ
の
道
に
乗
じ
て
救
い
、／
当
来
の
諸
世
尊
も
亦
こ
の
道
に
乗
じ
て
救
う
。
／
現
在
の
尊
い
正
覚
［
者
］

も
こ
れ
に
乗
じ
て
海
流
を
渡
る
」（
雑
一
一
八
九
）。

　

こ
れ
ら
で
は
四
念
処
は
、
成
道
後
の
瞑
想
内
容
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
苦
悩
か
ら
脱
し
て
、
現
証
を
得
て
、
衆
生
を
救

う
道
で
あ
る
と
さ
れ
る
。「
一
乗
道
」
と
い
う
大
乗
的
用
語
も
あ
り
、
雑
阿
含
で
は
「
当
来
の
諸
仏
」
と
未
来
仏
に
も
言
及

さ
れ
て
い
る
の
で
、
六
期
あ
た
り
か
ら
大
乗
的
発
想
が
出
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

四
期
の
「
四
念
処
」
で
は
、
そ
の
定
型
「
身
の
身
観
念
処
で
あ
り
、
受
・
心
・
法
の
法
観
念
処
で
あ
る
」
は
、
他
の
修
行

法
と
並
ぶ
も
の
で
、
け
っ
し
て
そ
れ
だ
け
が
重
要
だ
っ
た
わ
け
で
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
涅
槃
を
得
ら
れ
る
も
の
で
も
な
か
っ

た
。
だ
が
六
期
で
は
そ
れ
が
非
常
に
重
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
例
と
し
て
舎
利
弗
の
入
滅
に
関
わ
る
仏
の
説
法
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
「
阿
難
よ
、
譬
え
ば
堅
固
な
大
樹
が
あ
っ
て
も
、
大
き
な
枝
が
先
に
壊
れ
る
。
阿
難
よ
、
こ
の
よ
う
に
堅
固
な
大
比
丘
衆

が
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
に
、
舎
利
弗
は
般
涅
槃
し
た
。
阿
難
よ
、
ど
う
し
て
常
で
あ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
所
生
、
所
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成
、
有
為
で
あ
っ
て
滅
壊
の
法
を
有
す
る
も
の
を
、
滅
壊
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
の
は
、
こ
の
処
こ
と
わ
りは
あ
る
は
ず
が
な

い
。
阿
難
よ
、
そ
う
で
あ
れ
ば
自
ら
を
洲
と
し
、
自
ら
を
依
り
処
と
し
て
、
他
を
依
り
処
と
せ
ず
、
法
を
洲
と
し
、
法
を
依

り
処
と
し
て
、
他
を
依
り
処
と
し
な
い
で
住
し
な
さ
い
。
阿
難
よ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
比
丘
は
自
ら
を
洲
と
し
、
自
ら
を
依

り
処
と
し
て
、
他
を
依
り
処
と
せ
ず
、
法
を
洲
と
し
、
法
を
依
り
処
と
し
て
、
他
を
依
り
処
と
し
な
い
で
住
す
る
だ
ろ
う

か
。
阿
難
よ
、
こ
こ
に
比
丘
が
い
て
、
身
に
お
い
て
身
を
観
じ
、
熱
心
・
正
知
・
正
念
で
あ
り
、
世
間
の
貪
憂
を
調
伏
し
て

と
ど
ま
り
な
さ
い
。
受
に
お
い
て
…
…
心
に
お
い
て
…
…
法
に
お
い
て
の
法
を
観
じ
、
熱
心
・
正
知
・
正
念
で
あ
り
、
世
間

の
貪
憂
を
調
伏
し
て
と
ど
ま
る
」（
Ｓ
Ｎ
４
７
・
１
３
＝
雑
六
三
八
）。

　

こ
れ
は
舎
利
弗
・
目
犍
連
の
入
滅
の
時
も
、
同
じ
よ
う
に
説
か
れ
る
（
Ｓ
Ｎ
４
７
・
１
４
＝
雑
六
三
九
）。
さ
ら
に
八
期
で

は
釈
迦
自
身
が
「
雨
安
居
に
お
入
り
に
な
っ
た
が
、
重
病
が
起
こ
り
致
死
の
激
痛
が
転
じ
た
の
だ
っ
た
」
と
い
う
状
況
文
と

共
に
「
阿
難
よ
、
私
は
い
ま
老
い
衰
え
年
を
経
て
久
し
く
生
き
、
齢
を
加
え
八
十
歳
と
な
っ
た
。
阿
難
よ
、
譬
え
ば
古
車
が

革
紐
に
助
け
ら
れ
て
行
く
よ
う
に
、
阿
難
よ
、
如
来
の
身
も
ま
た
革
紐
に
助
け
ら
れ
て
行
く
の
に
似
て
い
る
。…
…
阿
難
よ
、

ど
の
よ
う
に
し
て
比
丘
は
自
ら
を
洲
と
し
、
自
ら
を
依
り
処
と
し
て
、
他
を
依
り
処
と
せ
ず
、
法
を
洲
と
し
、
法
を
依
り
処

と
し
て
、
他
を
依
り
処
と
し
な
い
で
住
す
る
だ
ろ
う
か
。
阿
難
よ
、
こ
こ
に
比
丘
が
い
て
、
身
に
お
い
て
身
を
観
じ
、
熱

心
・
正
知
・
正
念
で
あ
り
、
世
間
の
貪
憂
を
調
伏
し
て
と
ど
ま
る
」（
Ｓ
Ｎ
４
７
・
９
）。

　

こ
の
教
説
が
、
さ
ら
に
後
の
Ｄ
Ｎ
３
「
大
般
涅
槃
経
」
の
仏
入
滅
時
の
阿
難
へ
の
最
後
の
説
法
に
も
引
き
継
が
れ
る
の
で

あ
ろ
う
。

　

念
処
相
応
は
、
こ
れ
が
も
っ
と
も
重
要
な
あ
り
方
（
法
）
だ
と
力
説
さ
れ
る
。
つ
ま
り
生
死
の
根
源
で
あ
る
五
蓋
と
は
反

対
の
善
い
あ
り
方
の
集
ま
り
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

　
「
ど
の
よ
う
な
も
の
が
善
法
聚
な
の
か
。
四
念
処
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
正
説
で
あ
る
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
純
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一
の
浄
さ
で
満
ち
て
い
る
聚
あ
つ
ま
りと
は
、
い
わ
ゆ
る
四
念
処
だ
か
ら
で
あ
る
。
…
…
。
ど
の
よ
う
な
も
の
が
不
善
法
聚
な
の
か
。

い
わ
ゆ
る
五
蓋
で
あ
る
。
…
…
」（
雑
六
一
一
＝
Ｓ
Ｎ
４
７
・５
）

　

こ
の
よ
う
に
、
上
座
部
の
修
行
法
と
し
て
は
、
こ
の
四
念
処
と
次
の
四
精
進
な
ど
が
あ
る
か
ら
、
重
要
な
伝
承
に
四
念

処
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
が
付
加
し
て
念
処
相
応
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
伝
承
に

は
固
有
名
詞
の
弟
子
た
ち
が
多
く
登
場
す
る
。
婆バ

ー
ヒ
ヤ

醯
迦
（
Ｓ
Ｎ
４
７
・
１
５
＝
雑
六
二
五
）、
鬱ウ
ッ
テ
ィ
カ

低
迦
（
Ｓ
Ｎ
４
７
・
１
６
＝

雑
六
二
四
）、
迷メ
ー
ダ
カ

勒
迦
（
Ｓ
Ｎ
４
７
・
１
９
）、
跋バ
ッ
ダ
ラ

陀
羅
（
Ｓ
Ｎ
４
７
・
２
１
＝
雑
六
二
八
は
優
陀
夷
）
ま
た
喩
え
も
鷹
（
Ｓ
Ｎ

４
７
・
６
＝
雑
六
一
七
）、
猨さ

る猴
（
Ｓ
Ｎ
４
７
・７
＝
雑
六
二
〇
）、
厨
士
（
Ｓ
Ｎ
４
７
・
８
＝
雑
六
一
六
）
な
ど
多
彩
で
あ
る
。

　

心
解
脱
と
は
四
念
処
で
あ
る
と
も
説
か
れ
る
。

　
「
も
し
比
丘
が
身
の
身
観
念
に
住
す
れ
ば
、
心
を
離
欲
す
る
こ
と
が
で
き
、
心
が
解
脱
で
き
、
多
く
の
有
漏
を
尽
く
す
の

で
、
わ
た
し
は
彼
を
大
丈
夫
で
あ
る
と
説
く
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
心
解
脱
す
る
た
め
で
あ
る
。
も
し
受
・
心
・
法
の
法
観

念
に
住
し
、
…
…
」（
雑
六
一
四
＝
Ｓ
Ｎ
４
７
・
１
１
）。

　

そ
の
他
、
四
念
処
の
果
は
Ｓ
Ｎ
で
は
「
無
学
」（
Ｓ
Ｎ
４
７
・
２
７
）、「
不
死
を
現
証
」（
Ｓ
Ｎ
４
７
・
３
７
、３
８
、４
１
）、

「
涅
槃
に
資
す
」（
Ｓ
Ｎ
４
７
・
３
２
＝
雑
六
五
三
、５
１
）、「
彼
岸
に
渡
る
」（
Ｓ
Ｎ
４
７
・
３
４
）、「
開
悟
か
不
還
」（
Ｓ
Ｎ

４
７
・
３
７
、３
８
）
な
ど
正
覚
に
近
い
も
の
が
多
い
。

　

ま
た
六
期
の
念
処
相
応
（
雑
六
〇
六
＝
Ｓ
Ｎ
４
７
・
２
４
、
雑
六
〇
九
＝
Ｓ
Ｎ
４
７
・
４
２
、
雑
六
二
一
＝
Ｓ
Ｎ
４
７
・
４
、
雑

六
二
二
＝
Ｓ
Ｎ
４
７
・
１
、
雑
六
二
三
＝
Ｓ
Ｎ
４
７
・
２
０
、
雑
六
二
四
＝
Ｓ
Ｎ
４
７
・
２
４
、
雑
六
二
五
＝
Ｓ
Ｎ
４
７
・
１
５
、
雑

六
二
九
＝
Ｓ
Ｎ
４
７
・
２
３
、
雑
六
三
四
＝
Ｓ
Ｎ
４
７
・
１
７
、
雑
六
三
七
＝
Ｓ
Ｎ
４
７
・
４
６
）
も
四
念
処
の
説
明
は
「
身
の
身

観
念
処
で
あ
り
、
受
・
心
・
法
の
法
観
念
処
で
あ
る
」
と
い
う
定
型
の
繰
り
返
し
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

　

後
の
安
般
那
相
応
は
、
四
念
処
に
つ
い
て
ま
た
別
の
説
明
を
す
る
。
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「
ど
の
よ
う
に
安
那
般
那
念
を
修
す
れ
ば
四
念
処
を
満
足
す
る
の
か
。
…
…
こ
れ
を
安
那
般
那
念
を
修
し
て
四
念
処
を
満

足
す
る
と
名
づ
け
る
」（
雑
八
一
〇
＝
Ｓ
Ｎ
５
４
・
１
３
～
１
４
）。

　

こ
の
よ
う
な
四
念
処
と
入
息
出
息
、
不
浄
観
の
関
連
は
四
期
中
阿
含
九
八
＝
Ｍ
Ｎ
１
０
で
も
説
か
れ
る
。

　

こ
れ
は
四
念
処
と
い
う
重
要
な
修
行
法
に
、
そ
の
後
に
で
き
た
修
行
項
目
が
関
連
さ
せ
て
説
か
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

二
、四
正
勤
（cattāro sam

m
appadhānā

）

　

四
正
勤
（
雑
阿
含
で
は
四
正
断
。
欠
巻
）
は
「
精
進
（vīrya

）」
と
は
異
な
る
語
で
あ
る
が
、
内
実
は
同
じ
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
パ
ー
リ
本
の
正
勤
相
応
で
は
、
そ
の
定
義
を
次
の
よ
う
に
い
う
。

　
「
未
生
の
悪
不
善
法
を
精
進
し
て
、
発
勤
し
、
心
を
策
し
て
持た

も

つ
。
已
生
の
悪
不
善
法
を
断
じ
よ
う
と
す
る
為
に
志
欲
を

起
こ
し
…
…
。
未
生
の
善
法
を
生
ず
る
よ
う
に
す
る
為
に
志
欲
を
起
こ
し
…
…
。
已
生
の
善
法
を
住と

ど
まる
よ
う
に
し
、
忘
失
せ

ず
、
倍
も
修
習
し
て
、
広
く
修
習
し
円
満
さ
せ
る
為
に
志
欲
を
起
こ
し
…
…
諸
比
丘
よ
、
こ
れ
を
四
正
勤
と
す
る
」（
Ｓ
Ｎ

４
９
・
１
）。

　

こ
れ
は
四
期
五
根
の
一
つ
精
進
の
次
の
よ
う
な
叙
述
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

「
何
を
精
進
根
と
す
る
の
か
。
已
に
生
じ
た
悪
・
不
善
法
は
断
ち
、
方
便
を
生
じ
よ
う
と
欲
し
、
摂
心
し
増
進
す
る
。
未
だ

生
じ
て
い
な
い
悪
・
不
善
法
は
起
さ
な
い
。
方
便
を
生
じ
よ
う
と
欲
し
、
摂
心
し
増
進
す
る
。
未
だ
生
じ
て
い
な
い
善
法
は

起
さ
せ
る
。
方
便
を
生
じ
よ
う
と
欲
し
、
摂
心
し
増
進
す
る
。
已
に
生
じ
た
善
法
に
住
し
て
忘
れ
ず
修
習
し
て
増
広
す
る
。

方
便
を
生
じ
よ
う
と
欲
し
、
摂
心
し
増
進
す
る
。
こ
れ
を
精
進
根
と
名
づ
く
」（
雑
六
四
七
）。

　

こ
れ
は
止
悪
修
善
に
と
ど
ま
る
も
の
で
、
仏
教
特
有
の
修
行
と
い
え
る
も
の
で
は
な
い
。

　

さ
ら
に
「
三
の
尋
覓
（esanā

）
で
あ
る
。
何
を
三
と
す
る
の
か
。
欲
尋
・
有
尋
・
梵
行
尋
で
あ
る
。
諸
比
丘
よ
、
此
の
三

尋
覓
を
証
知
…
…
遍
知
し
…
…
断
ず
る
為
に
四
正
勤
を
修
習
す
る
が
よ
い
」（
Ｓ
Ｎ
４
９
・
４
）
と
い
う
。「
尋
覓
」
と
い
う
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見
慣
れ
ぬ
用
語
が
使
わ
れ
て
い
る
。「
尋
覓
」
は
「
尋
覓
品
」
と
い
う
新
し
い
品
と
し
て
、
Ｓ
Ｎ
大
篇
の
道
相
応
、
覚
支
相

応
、
根
相
応
、
力
相
応
と
、
こ
の
正
勤
相
応
、
神
足
相
応
、
静
慮
相
応
の
い
ず
れ
も
後
部
に
置
か
れ
る
が
、
雑
阿
含
に
並
行

を
持
た
な
い
部
分
（
八
期
）
で
あ
る
。「
尋
覓
」
は
、
こ
れ
以
外
は
増
支
部
の
十
集
の
二
経
の
み
に
言
及
さ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
四
期
の
覚
支
相
応
の
精
進
覚
支
は
「
諸
比
丘
よ
、
発
勤
界
（āram

bha-dhātu

）・
精
勤
界
（nikkam

a-dhātu

）・

勤
勇
界
（parakkam

a-dhātu

）
が
あ
る
。
此
の
理
の
よ
う
に
思
惟
し
、
作
意
し
多
修
す
る
こ
と
が
、
食
と
な
っ
て
未
生
の
精

進
覚
支
を
生
じ
、
已
生
の
精
進
覚
支
を
修
習
し
、
円
満
さ
せ
る
」（
Ｓ
Ｎ
４
６
・５
１
）
と
い
わ
れ
た
。

　

三
支
を
立
て
る
こ
と
で
は
共
通
す
る
が
関
連
が
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。

　

す
で
に
四
期
で
精
進
（
根
・
力
・
覚
支
・
聖
道
）
が
い
わ
れ
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
「
正
勤
」
が
あ
ら
た
め
て
立
て
ら
れ
た

の
だ
ろ
う
か
。

三
、四
神
足
（cattāro iddhipādā
）

　

四
神
足
（
雑
阿
含
で
は
四
如
意
足
。
欠
巻
）
は
「
神
通
（abhiññā

）」
と
似
て
い
る
が
、
い
ち
お
う
異
な
る
概
念
で
あ

る
。
神
通
は
三
明
（tevijjā

　
三
つ
の
ヴ
ェ
ー
ダ
に
通
じ
る
）
と
い
う
元
来
の
バ
ラ
モ
ン
教
の
詞
が
仏
教
に
取
り
入
れ
ら
れ

て
「
宿
命
通
、
他
心
通
、
漏
尽
通
」
を
指
す
と
解
釈
さ
れ
、
そ
れ
に
天
耳
、
天
眼
、
神
足
（iddhi

）
を
加
え
て
六
神
通

（chaḷabhiññā

）
と
い
う
概
念
に
発
展
し
た
。

　

Ｓ
Ｎ
の
神
足
は
「
欲
三
摩
地
勤
行
成
就
の
神
足
を
修
習
し
、
勤
三
摩
地
勤
行
成
就
の
神
足
を
修
習
し
、
心
三
摩
地
勤
行
成

就
の
神
足
を
修
習
し
、
観
三
摩
地
勤
行
成
就
の
神
足
を
修
習
す
る
」。
そ
の
フ
レ
ー
ズ
が
「
諸
比
丘
よ
、
此
の
四
神
足
を
修

習
し
多
修
す
れ
ば
此
岸
よ
り
彼
岸
に
至
る
に
資
す
る
」（
Ｓ
Ｎ
５
１
・
１
）
と
定
義
さ
れ
、
一
章
（
５
１
・
１
〜
１
０
）
す
べ
て

に
言
及
さ
れ
る
。

　

三
摩
地
と
はSam

ādhi

の
音
訳
で
、
三
昧
と
同
じ
で
あ
る
。
い
っ
た
い
欲
・
勤
・
心
・
観
の
三
昧
と
は
い
か
な
る
こ
と
か
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わ
か
ら
な
い
が
、
と
に
か
く
禅
定
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
三
昧
の
一
種
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
六
神
通
と
は
関
係
が
な
い

と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
つ
づ
い
て
二
章
で
は
「
欲
三
摩
地
勤
行
成
就
の
神
足
を
修
習
し
、
…
…
広
大
不
纏
の
心
を
以
て

光
耀
心
を
修
習
す
る
。
…
…
観
三
摩
地
勤
行
成
就
の
…
…
光
耀
心
を
修
習
す
る
。
比
丘
が
こ
の
よ
う
に
四
神
足
を
修
習
し
多

修
す
れ
ば
多
端
な
神
変
を
領
受
し
、
…
…
虚
空
に
お
い
て
結
跏
趺
坐
し
て
行
く
こ
と
飛
ぶ
鳥
の
よ
う
に
…
…
。
比
丘
が
こ
の

よ
う
に
四
神
足
を
修
習
し
多
修
す
れ
ば
、
清
浄
な
超
人
の
天
耳
界
を
も
っ
て
遠
近
の
天
・
人
の
声
を
俱
に
聞
く
。
比
丘
が
こ

の
よ
う
に
四
神
足
を
修
習
し
多
修
す
れ
ば
、
他
の
有
情
・
他
人
の
心
を
心
を
も
っ
て
遍
く
了
知
し
、
…
…
解
脱
心
を
解
脱
心

で
あ
る
と
了
知
す
る
。
比
丘
が
こ
の
よ
う
に
四
神
足
を
修
習
し
多
修
す
れ
ば
、
種
々
の
宿
住
を
随
念
す
る
。
比
丘
が
こ
の
よ

う
に
四
神
足
を
修
習
し
多
修
す
れ
ば
、
清
浄
な
超
人
の
天
眼
を
も
っ
て
有
情
の
死
生
を
見
…
…
比
丘
が
こ
の
よ
う
に
四
神
足

を
修
習
し
多
修
す
れ
ば
、
諸
漏
が
尽
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
無
漏
の
心
解
脱
・
慧
解
脱
を
現
法
に
お
い
て
自
ら
証
知
し
、
現
証

し
具
足
し
て
住と

ど
まる
」（
Ｓ
Ｎ
５
１
・
２
、５
１
・
４
）
と
な
っ
て
、
六
神
通
を
得
る
と
さ
れ
る
。

　

Ｓ
Ｎ
５
１
神
足
相
応
は
４
章
ま
で
で
短
い
。
し
か
し
、
四
神
足
を
修
習
す
れ
ば
「
如
来
は
一
劫
も
し
く
は
一
劫
有
余
留と

ど

ま

る
」
の
で
あ
る
が
、
阿
難
が
通
達
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
よ
う
に
「
大
徳
世
尊
、
一
劫
留
ま
り
た
ま
え
、
善
逝
一
劫
有

余
留
ま
り
た
ま
え
」
と
い
わ
な
か
っ
た
の
で
、
世
尊
は
般
涅
槃
し
た
（
Ｓ
Ｎ
５
１
・
１
０
）
と
仏
教
ら
し
か
ら
ぬ
叙
述
も
あ

る
。

　

正
勤
と
神
足
相
応
は
雑
阿
含
で
は
欠
巻
で
あ
る
た
め
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
教
法
三
篇
（
四
念
処
・
因

縁
・
六
処
）
が
四
諦
や
縁
起
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
た
の
に
比
し
て
、
た
ん
な
る
三
昧
に
住
し
て
神
通
を
得
る
と
い
う
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
教
と
同
じ
よ
う
な
修
行
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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第
四
章
　
七
期
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
的
修
行
法

　

大
乗
論
書
『
瑜
伽
師
地
論
』（
４
Ｃ
頃
）
に
は
「
雑
阿
笈
摩
（
ア
ー
ガ
マ
）
と
は
い
う
の
は
、
こ
の
中
に
お
い
て
世
尊
は
、

彼
彼
の
所
化
を
観
待
し
て
宣
説
な
さ
っ
た
の
で
あ
る
。
如
来
及
び
諸
弟
子
の
所
説
の
相
応
と
、
蘊
・
界
・
処
相
応
、
縁
起
・

食
・
諦
相
応
と
、
念
住
・
正
断
・
神
足
・
根
・
力
・
覚
・
支
・
道
・
支
・
入
出
息
念
・
学
・
証
浄
等
の
相
応
で
あ
る
。
ま

た
八
衆
に
依
っ
て
衆
の
相
応
を
お
説
き
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
…
…
一
は
こ
れ
能
説
。
二
は
こ
れ
所
説
。
三
は
こ
れ
所
爲

説
。
…
…
こ
の
所
説
と
は
、
五
取
蘊
・
六
処
・
因
縁
相
應
の
分
、
及
び
道
品
分
で
あ
る
」
㉛
と
書
か
れ
て
い
る
。
現
存
「
雑

阿
含
」
に
近
い
内
容
で
あ
る
。
こ
の
中
で
六
期
ま
で
の
相
応
を
除
く
と
、「
食
（
受
）・
諦
・
入
出
息
念
・
学
・
証
浄
等
の
相

応
」
と
な
る
。

　

い
っ
ぽ
う
現
在
の
パ
ー
リ
本
Ｓ
Ｎ
六
処
篇
に
は
「
３
６
受
相
応
」
が
あ
り
、
大
篇
に
は
「
５
４
入
出
息
、
５
５
預
流
、

５
６
諦
」
の
相
応
が
存
在
す
る
。
雑
阿
含
・
道
誦
に
は
「
第
六
安
般
那
、
第
七
学
、
第
八
不
壊
浄
」、
因
縁
誦
に
は
「
第
二

の
四
諦
相
応
・
第
四
受
相
応
」
が
あ
る
。

　

雑
阿
含
の
「
安
那
般
那
」
は
「ānāpāna
　
ア
ナ
パ
ー
ナ
」
の
音
写
で
「
入
出
息
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、『
地
論
』
と
Ｓ

Ｎ
で
言
及
さ
れ
た
「
入
出
息
」
と
対
応
す
る
。
雑
阿
含
の
「
不
壊
浄
」
は
三
宝
（
仏
法
僧
）
ま
た
は
四
宝
（
＋
戒
）
へ
の
帰

依
を
意
味
し
て
お
り
、『
地
論
』
の
「
証
浄
」、
Ｓ
Ｎ
の
「
預
流
」（
三
法
帰
依
の
果
）
と
対
応
し
て
い
る
。
雑
阿
含
の
学
相

応
は
、
Ｓ
Ｎ
に
は
そ
の
相
応
名
は
存
在
せ
ず
、
す
べ
て
Ａ
Ｎ
に
並
行
経
が
あ
っ
て
他
の
四
つ
と
は
同
時
期
の
合
誦
で
は
な
い

と
思
わ
れ
る
。
い
ま
、
受
と
（
四
）
諦
、
入
出
息
（
安
般
那
）、
証
浄
（
不
壊
浄
）
を
七
期
経
典
と
し
て
考
察
し
た
い
。
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一
節　

七
期
の
受
相
応

　

受
と
四
諦
は
、
す
で
に
何
度
も
説
か
れ
て
い
る
。「
受
」
は
五
蘊
の
色
受
想
行
識
の
受
で
あ
り
、
感
覚
、
感
官
の
意
味
で

あ
る
が
、
す
で
に
四
期
で
「
三
受
が
あ
る
。
無
常
有
為
で
あ
り
、
心
が
縁
ず
る
と
こ
ろ
に
生
ず
る
。
何
を
三
と
す
る
の
か
。

楽
受
・
苦
受
・
不
苦
不
楽
受
で
あ
る
。
…
…
仏
、
比
丘
に
告
げ
て
道
あ
り
跡
あ
り
。
修
習
し
多
く
修
習
し
て
こ
の
三
受
を
断

ず
る
」（
雑
七
五
九
＝
Ｓ
Ｎ
４
５
・
２
９
）
と
説
か
れ
て
い
た
。

　

ま
た
五
期
の
五
蘊
相
応
に
は
「
諸
比
丘
よ
、
何
を
受
と
す
る
の
か
。
諸
比
丘
よ
、
六
受
身
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
眼
触
所

生
の
受
…
…
乃
至
…
…
意
触
所
生
の
受
で
あ
る
。
触
の
集
に
よ
っ
て
受
の
集
が
あ
る
。
触
の
滅
に
よ
っ
て
受
の
滅
が
あ
る
」

（
Ｓ
Ｎ
２
２
・
５
７
＝
雑
四
二
）
と
あ
る
。
眼
耳
鼻
舌
身
意
の
六
入
の
感
受
が
「
受
」
と
さ
れ
て
い
る
。
基
本
的
に
は
こ
の
通

り
で
あ
る
が
、
七
期
受
相
応
で
は
四
期
と
同
様
に
「
比
丘
た
ち
よ
、
こ
れ
ら
の
三
は
受
で
あ
る
。
何
を
三
と
す
る
の
か
。
楽

受
・
苦
受
・
非
苦
非
楽
受
で
あ
る
」（
Ｓ
Ｎ
３
６
・
１
６
）
な
ど
と
も
っ
ぱ
ら
三
受
が
説
か
れ
る
。

　

で
は
、
そ
れ
は
仏
道
と
ど
う
か
か
わ
る
の
か
。

　
「
比
丘
た
ち
よ
、
寡
聞
の
凡
夫
は
苦
で
あ
る
受
に
触
れ
ら
れ
憂
い
疲
れ
悲
し
み
、
胸
を
打
っ
て
泣
き
迷
却
す
る
に
至
る
。

…
…
欲
楽
を
悦
喜
す
る
彼
に
は
、
楽
受
か
ら
［
生
ず
る
］
染
欲
随
眠
そ
の
ま
ま
に
存
止
す
る
。
彼
は
こ
れ
ら
の
諸
受
の
生
起

と
滅
没
と
甘
味
と
患
難
と
出
要
を
如
実
に
知
る
こ
と
が
な
い
。
…
…
彼
に
は
、
非
苦
非
楽
受
か
ら
［
生
ず
る
］
無
明
随
眠
そ

の
ま
ま
に
存
止
す
る
。
…
…
比
丘
た
ち
よ
、
こ
の
寡
聞
の
凡
夫
を
称
し
て
生
に
よ
っ
て
死
に
よ
っ
て
憂
に
よ
っ
て
悲
に
よ
っ

て
苦
に
よ
っ
て
悩
に
よ
っ
て
絶
望
に
よ
っ
て
繋
縛
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
。
苦
に
よ
っ
て
繋
縛
さ
せ
ら
れ
た
と
私
は
い
う
。
比

丘
た
ち
よ
、
有
聞
の
聖
弟
子
は
苦
受
に
触
れ
ら
れ
な
が
ら
憂
え
ず
疲
れ
ず
悲
し
ま
ず
、
胸
を
打
っ
て
泣
か
ず
迷
却
す
る
に
至

ら
な
い
。
彼
は
唯
一
の
受
を
感
ず
る
。
身
に
属
す
る
［
受
］
で
あ
っ
て
心
に
属
す
る
［
受
］
で
は
な
い
」（
Ｓ
Ｎ
３
６
・
６
＝

雑
四
七
〇
）。
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こ
こ
で
「
寡
聞
の
凡
夫
」（
雑
＝
愚
痴
無
聞
の
凡
夫
）
と
「
有
聞
の
聖
弟
子
」（
雑
＝
多
聞
の
聖
弟
子
）
と
い
う
対
比
が
新

し
い
用
語
と
し
て
見
え
る
。
ま
た
後
に
述
べ
る
「
入
出
息
」
に
つ
い
て
「
入
息
出
息
滅
す
」（
Ｓ
Ｎ
３
６
・
１
１
、
雑
四
七
四
）

と
も
説
か
れ
る
。
こ
の
相
応
は
三
十
経
ほ
ど
し
か
な
く
、
雑
阿
含
で
見
れ
ば
二
十
三
経
ほ
ど
同
じ
相
応
に
並
行
が
あ
る
（
二

経
は
Ａ
Ｎ
並
行
）
が
、
後
は
何
と
も
並
行
し
な
い
。
Ｓ
Ｎ
で
は
さ
ら
に
八
期
が
多
く
、
そ
こ
で
は
「
僧
伽
梨
衣
、
鉢
衣
を
持

つ
の
も
正
知
で
す
る
の
で
あ
る
」（
Ｓ
Ｎ
３
６
・
７
）
と
か
「
百
八
の
受
」（
Ｓ
Ｎ
３
６
・
２
１
）
と
い
う
晩
期
の
概
念
も
登
場

す
る
。

　

推
測
す
る
に
、
五
蘊
な
ど
で
は
三
受
が
機
械
的
に
述
べ
ら
れ
、
有
為
・
無
常
・
無
我
と
い
わ
れ
る
だ
け
で
、
そ
れ
と
仏
道

の
関
連
が
明
確
で
な
か
っ
た
、
そ
れ
に
対
し
て
凡
夫
も
仏
弟
子
も
同
じ
く
三
受
を
感
ず
る
が
、
そ
れ
に
対
す
る
あ
り
方
が

ま
っ
た
く
違
う
こ
と
を
明
確
に
し
た
の
だ
ろ
う
。

二
節　

七
期
の
四
諦
相
応

　

四
諦
は
、
非
常
に
重
要
な
教
え
で
あ
り
、
特
に
五
期
の
教
法
三
篇
に
は
ほ
と
ん
ど
の
経
に
説
か
れ
て
い
た
ほ
ど
で
あ
る
。

　

な
ぜ
、
改
め
て
（
四
）
諦
相
応
が
立
て
ら
れ
た
の
か
、
理
由
は
わ
か
ら
な
い
が
、
や
は
り
六
期
の
念
処
相
応
の
よ
う
に
、

上
座
部
が
大
衆
部
の
よ
う
な
教
条
的
な
修
行
法
で
は
な
く
、
仏
と
弟
子
の
伝
承
の
中
で
四
諦
を
一
つ
の
相
応
と
し
て
立
て
て

明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

四
諦
相
応
の
あ
る
経
（
Ｓ
Ｎ
５
６
・
２
１
、２
２
＝
雑
三
九
〇
～
三
九
二
）
は
、
次
の
二
期
の
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
３
・
１
２
と

内
容
的
に
並
行
す
る
。

　
「『
二
種
づ
つ
の
真
理
を
如
実
に
知
る
た
め
で
あ
る
と
』。
し
か
ら
ば
、
そ
な
た
た
ち
の
い
う
二
種
と
は
何
で
あ
る
か
、
と

い
う
な
ら
ば
、『
こ
れ
は
苦
し
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
苦
し
み
の
原
因
で
あ
る
』
と
い
う
の
が
一
つ
の
観
察
［
法
］
で
あ
る
。
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『
こ
れ
は
苦
し
み
の
消
滅
で
あ
る
。
こ
れ
は
苦
し
み
の
消
滅
に
至
る
道
で
あ
る
』
と
い
う
の
が
第
二
の
観
察
［
法
］
で
あ
る
。

…
…
（
散
文
）

　

苦
し
み
を
知
ら
ず
、
苦
し
み
の
生
起
す
る
も
と
を
も
知
ら
ず
、
ま
た
苦
し
み
の
す
べ
て
残
り
な
く
滅
び
る
と
こ
ろ
を
も
、

ま
た
苦
し
み
の
消
滅
に
達
す
る
道
を
も
知
ら
な
い
人
々
、
／
か
れ
ら
は
心
の
解
脱
を
欠
き
、
ま
た
智
慧
の
解
脱
を
欠
く
」

（
３
・
１
２
二
種
の
観
察Snp.724-5

）。

　
「
諸
比
丘
よ
、
四
聖
諦
を
了
悟
せ
ず
通
達
し
な
い
た
め
に
、
こ
の
よ
う
に
私
も
あ
な
た
た
ち
も
久
し
く
流
転
輪
廻
し
た

の
で
あ
る
。
…
…
四
聖
諦
を
如
実
に
観
じ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
久
し
く
処
処
の
生
を
受
け
て
輪
廻
し
て
き
た
」（
Ｓ
Ｎ

５
６
・
２
１
）、「
苦
と
苦
の
生
と
を
残
り
な
く
遍
じ
て
苦
が
み
な
滅
す
る
べ
き
処
と
、
苦
滅
に
至
る
べ
き
道
と
を
知
ら
な
い

人
な
ら
ば
、
心
解
脱
は
な
く
、
慧
解
脱
は
な
く
、［
苦
］
際
を
尽
く
す
こ
と
が
で
き
な
い
」（
Ｓ
Ｎ
５
６
・
２
２
）。

　

並
行
雑
阿
含
「
も
し
沙
門
婆
羅
門
が
苦
聖
諦
に
お
い
て
如
実
に
知
ら
ず
、
苦
集
聖
諦
を
如
実
に
知
ら
ず
、
苦
滅
聖
諦
を
如

実
に
知
ら
ず
、
苦
滅
道
跡
聖
諦
を
如
実
に
知
ら
な
い
な
ら
ば
、
ま
さ
に
知
る
が
い
い
、
こ
の
沙
門
婆
羅
門
は
苦
を
脱
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
…
…
も
し
苦
及
び
そ
の
数
多
の
苦
因
を
知
ら
な
い
な
ら
ば
、
一
切
諸
苦
の
法
は
寂
滅
し
て
永
く
無
餘
で

あ
る
こ
と
を
も
［
知
ら
な
い
］。
も
し
道
跡
が
、
よ
く
一
切
苦
を
息や

め
る
こ
と
を
知
ら
な
い
な
ら
ば
、
苦
に
お
い
て
心
解
脱

［
せ
ず
］
慧
解
脱
も
ま
た
そ
う
で
あ
る
。
よ
く
衆
苦
を
越
え
、
苦
の
究
竟
を
脱
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」（
雑
三
九
二
）。

　

こ
こ
で
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
に
「
如
実
に
知
る
」
と
い
う
言
葉
が
で
て
く
る
た
め
か
、「
如
実
に
知
る
（
了
知
す
る
）」
と
い

う
い
い
方
が
、
こ
の
相
応
に
よ
く
出
る
（
Ｓ
Ｎ
５
６
・
３
９
＝
雑
三
九
八
、
Ｓ
Ｎ
５
６
・
４
０
＝
雑
三
九
九
、
Ｓ
Ｎ
５
６
・
４
３
＝

雑
四
二
二
、
Ｓ
Ｎ
５
６
・
４
４
㉜
な
ど
）。
さ
ら
に
「
如
実
に
現
観
す
る
（
雑
阿
含
、
こ
の
よ
う
に
ま
さ
に
知
り
こ
の
よ
う
に
ま
さ

に
見
る
）」
と
い
う
い
い
方
も
な
さ
れ
る
（
Ｓ
Ｎ
５
６
・
３
２
＝
雑
三
九
三
）。

　

こ
の
四
諦
の
教
え
は
、
こ
の
頃
出
て
き
た
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
へ
の
伝
記
的
関
心
に
よ
っ
て
、
再
び
四
諦
相
応
と
し
て
合
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誦
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
四
諦
相
応
の
初
経
（
雑
阿
含
三
七
九
）
に
初
転
法
輪
と
、
そ
れ
に
依
り
、
か
つ
て
の
修
行
仲
間
の

憍
陳
如
が
法
眼
浄
を
得
た
と
さ
れ
る
逸
話
が
あ
る
。

　
「
あ
る
時
、
仏
は
波
羅
捺
の
鹿
野
苑
の
中
に
あ
る
仙
人
住
処
に
と
ど
ま
っ
て
お
ら
れ
た
。
そ
の
時
、
世
尊
は
五
比
丘
に
告

げ
ら
れ
た
。
こ
の
苦
聖
諦
は
、
も
と
い
ま
だ
曾
つ
て
聞
い
た
こ
と
の
な
い
法
で
あ
る
。
ま
さ
に
正
し
く
思
惟
し
な
さ
い
。
時

に
眼
・
智
・
明
・
覚
を
生
ぜ
ん
。
こ
の
苦
集
、
こ
の
苦
滅
、
こ
の
苦
滅
道
跡
聖
諦
は
、
も
と
い
ま
だ
曽
つ
て
聞
い
た
こ
と
の

な
い
法
で
あ
る
。
ま
さ
に
正
し
く
思
惟
し
な
さ
い
。
時
に
眼
・
智
・
明
・
覚
を
生
ぜ
ん
。
…
…
こ
の
法
を
説
い
た
時
、
尊
者

憍
陳
如
、
及
び
八
萬
諸
天
。
塵
を
遠
ざ
け
垢
を
離
れ
法
眼
浄
を
得
た
」（
並
行
Ｓ
Ｎ
５
６
・
１
１
）。

　

こ
れ
は
律
の
経
分
別
・
大
品
第
一
大
犍
度
（
パ
ー
リ
律
、
四
分
律
、
五
分
律
）
に
も
載
せ
ら
れ
、
漢
訳
単
立
経
も
あ
る
有

名
な
箇
所
で
あ
る
が
、
そ
の
影
響
で
入
っ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

　

今
ひ
と
つ
の
特
徴
は
、
後
半
に
喩
え
が
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
熱
焼
地
獄
（
Ｓ
Ｎ
５
６
・
４
３
＝
雑
四
二
二
）、

重
閣
堂
（
Ｓ
Ｎ
５
６
・
４
４
＝
雑
四
三
六
）、
一
毛
百
分
（
Ｓ
Ｎ
５
６
・
４
５
＝
雑
四
〇
五
）、
暗
黒
世
界
（
Ｓ
Ｎ
５
６
・
４
６
＝
雑

四
二
三
）、
盲
亀
（
Ｓ
Ｎ
５
６
・
４
７
、４
８
＝
雑
四
〇
六
）、
須
弥
山
（
Ｓ
Ｎ
５
６
・
４
９
、５
０
＝
雑
四
三
九
は
雪
山
）、
爪
頂
の

塵
（
Ｓ
Ｎ
５
６
・
５
１
＝
雑
四
四
二
）、
湖
池
（
Ｓ
Ｎ
５
６
・
５
２
＝
雑
四
四
〇
）、
滴
水
と
大
水
（
Ｓ
Ｎ
５
６
・
５
３
、５
４
＝
雑

四
四
〇
）、
団
土
と
大
地
（
Ｓ
Ｎ
５
６
・５
５
＝
雑
四
四
一
）
な
ど
で
あ
る
。

三
節　

七
期
の
異
教
的
相
応　

預
流

　

入
出
息
（
安
般
那
）
と
証
浄
（
不
壊
浄
・
預
流
）
を
異
教
的
相
応
と
し
て
考
察
し
た
い
。
な
ぜ
異
教
的
な
の
か
は
、
次
第

に
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　

Ｓ
Ｎ
の
「
預
流　

sotāpatti

（
須
陀
洹
）」
と
は
修
行
の
階
位
で
あ
る
四
沙
門
果
の
最
低
の
果
で
あ
り
、
聖
者
の
流
れ
に
入
る
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と
い
う
意
味
で
あ
る
。
だ
が
雑
阿
含
で
は
「
不
壊
浄
」
と
い
う
用
語
が
「
須
陀
洹
」
の
四
倍
も
あ
り
、「
預
流
」
と
い
う
訳
は

使
わ
れ
て
い
な
い
。
い
っ
ぽ
う
、
Ｓ
Ｎ
に
は
「
証
浄
（aveccappasāda

　
不
壊
浄
）」
は
説
か
れ
る
が
、
四
証
浄
と
は
い
わ
れ
な

い
。
三
証
浄
も
説
か
れ
る
（
例
え
ば
Ｓ
Ｎ
５
５
・
２
３
か
ら
で
あ
る
）。
雑
阿
含
と
Ｓ
Ｎ
で
、
こ
の
相
応
の
強
調
点
が
異
な
る
こ

と
は
、
Ｓ
Ｎ
で
は
流
と
は
何
か
を
説
く
経
で
、
証
浄
に
は
ま
っ
た
く
触
れ
ず
に
八
聖
道
を
説
く
の
に
対
し
て
、
並
行
す
る
雑

阿
含
で
は
八
聖
道
と
共
に
四
不
壊
浄
が
説
か
れ
る
。
大
乗
の
基
本
的
な
証
浄
は
三
宝
（
仏
・
法
・
僧
）
で
あ
り
、
戒
に
対
す
る

浄
信
は
含
ま
れ
な
い
。
預
流
を
成
就
す
る
四
法
は
三
証
浄
と
布
施
で
あ
る
（
Ｓ
Ｎ
５
５
・６
＝
雑
八
六
〇 

こ
こ
で
は
六
念
）。
思

う
に
有
部
に
近
い
現
存
雑
阿
含
は
、
戒
を
重
視
す
る
上
座
部
に
属
し
て
お
り
、
戒
を
含
め
た
四
不
壊
浄
に
固
執
し
て
い
た
の

に
対
し
て
、
パ
ー
リ
本
の
上
座
部
は
、
四
不
壊
浄
や
声
聞
（
後
述
）
に
執
着
し
て
い
な
い
と
い
え
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
四
不
壊
浄
は
、
す
で
に
根
相
応
、
力
相
応
で
信
根
、
信
力
と
し
て
説
か
れ
て
い
た
。
預
流
も
四
沙
門
果
と
し

て
た
び
た
び
説
か
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
こ
と
さ
ら
証
浄
（
不
壊
浄
・
預
流
）
が
説
か
れ
る
の
は
、
仏
道
修
行
の
一
支
と
し
て
で
は
な
い
。
そ
の
理
由
を
順

次
あ
げ
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、
そ
れ
は
多
く
在
家
に
対
し
て
説
か
れ
て
い
る
。
二
期
で
も
在
家
へ
の
説
法
は
拘
薩
羅
相
応
（
パ
ー
セ
ナ
デ
ィ
王
）

や
婆
羅
門
相
応
あ
る
い
は
夜
叉
や
天
女
に
託
し
て
語
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
修
行
や
教
法
を
説
く
四
期
以
降
の
相
応
で

は
、
修
行
僧
に
対
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
こ
の
相
応
で
は
離
車
の
調
象
師
難
陀
（
雑
八
三
三
、八
四
〇
＝
Ｓ
Ｎ
５
５
・
２
２
）、
難
提
優
婆
塞
（
雑
八
五
五

＝
Ｓ
５
５
・
４
０
）、
釈
氏
難
提
（
雑
八
五
六
＝
Ｓ
Ｎ
５
５
・
４
７
、
雑
一
一
二
二
＝
Ｓ
Ｎ
５
５
・
５
４
）、
長
者
梨
師
達
多
（
雑

八
六
〇
＝
Ｓ
Ｎ
５
５
・
６
）、
釈
氏
菩
提
（
雑
一
一
二
三
＝
Ｓ
Ｎ
５
５
・
４
８
）、
給
孤
独
居
士
（
雑
一
〇
三
二
＝
Ｓ
Ｎ
５
５
・

２
６
）、
ま
た
Ｓ
Ｎ
５
５
・
２
１
、２
３
、２
４
、３
７
の
優
婆
塞
、
摩
訶
男
や
釈
氏
百
手
は
、
雑
阿
含
如
来
誦
（
五
期
）
と
並
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行
し
て
い
る
。

　

第
二
に
、
在
家
の
天
界
往
生
が
説
か
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
「
こ
こ
に
お
い
て
命
終
し
て
天
上
に
生
ず
る
。
天
上
に
お
い
て
十
種
の
法
を
得
る
。
何
を
十
と
す
る
の
か
。
天
寿
・
天

色
・
天
名
称
・
天
楽
・
天
自
在
・
天
の
色
声
香
味
触
で
あ
る
」（
雑
八
三
三
＝
Ｓ
Ｎ
５
５
・
３
０
）、「
必
ず
梵
天
に
生
ま
れ

る
」（
雑
八
四
二
＝
Ｓ
Ｎ
５
５
・
１
２
）。「
七
た
び
天
・
人
に
往
生
し
て
苦
辺
を
究
竟
す
る
」（
雑
八
四
四
＝
Ｓ
Ｎ
５
５
・
４
、
雑

八
四
五
＝
Ｓ
Ｎ
５
５
・
２
９
）、「
四
種
の
諸
天
の
天
道
あ
り
」（
雑
八
四
七
、八
＝
Ｓ
Ｎ
５
５
・
３
４
、３
５
）「
来
て
こ
の
善
趣
天

上
に
生
ま
れ
る
」（
雑
一
一
二
四
＝
Ｓ
Ｎ
５
５
・
３
６
）。

　

天
界
往
生
は
、
二
期
で
も
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
の
説
で
あ
っ
た
か
ら
、
た
し
か
に
仏
説
で
あ
り
、
異
教
と
は
無
関
係
と
思

わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
当
時
の
バ
ラ
モ
ン
教
の
天
界
往
生
や
堕
地
獄
を
、
在
家
へ
の
方
便
と
し
て
説
い

た
の
で
あ
り
、
天
界
の
楽
を
望
む
こ
と
は
、
修
行
僧
に
は
厳
し
く
戒
め
ら
れ
て
い
た
㉝
。
天
界
は
そ
の
代
表
が
梵
天
界
で
あ

る
よ
う
に
梵
天
（
ブ
ラ
フ
マ
ン
）
の
世
界
へ
行
く
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
バ
ラ
モ
ン
教
の
教
え
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
中

に
は
人
の
五
妙
欲
よ
り
四
天
王
天
が
優
れ
、
そ
れ
よ
り
も
忉
利
天
が
な
お
優
れ
、
そ
れ
よ
り
も
耶
摩
天
が
な
お
優
れ
、
そ
れ

よ
り
も
兜
率
天
が
な
お
優
れ
、
そ
れ
よ
り
も
他
化
自
在
天
が
な
お
優
れ
、
そ
れ
よ
り
も
梵
世
が
な
お
優
れ
る
が
、「
梵
世
も

ま
た
無
常
・
無
恒
・
有
身
所
摂
で
あ
る
」
と
し
て
、
心
を
有
身
の
滅
尽
に
摂
し
た
摩
訶
男
に
対
し
て
「
こ
の
よ
う
に
心
解
脱

し
た
優
婆
塞
は
百
歳
の
心
解
脱
し
た
比
丘
と
少
分
の
異
も
な
い
」（
Ｓ
Ｎ
５
５
・
５
４
＝
雑
一
一
二
二
）
と
天
界
往
生
が
乗
り

越
え
ら
れ
て
い
る
経
も
あ
る
。

　

し
か
し
、
無
我
（
ア
ー
ト
マ
ン
は
な
い
）
を
説
く
仏
教
に
は
、
天
界
往
生
は
何
が
天
界
に
行
く
の
か
、
と
い
う
ア
ポ
リ
ア

を
突
き
つ
け
る
。
そ
し
て
つ
い
に
身
と
は
別
な
心
が
上
昇
し
て
天
界
に
行
く
と
叙
述
さ
れ
る
に
至
る
。

　
「
摩
訶
男
よ
、
も
し
長
夜
に
そ
の
心
を
信
に
よ
っ
て
遍
修
し
、
そ
の
心
を
戒
に
よ
っ
て
遍
修
し
、
そ
の
心
を
所
聞
に
よ
っ
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て
遍
修
し
、
そ
の
心
を
施
捨
に
よ
っ
て
遍
修
し
、
そ
の
心
を
慧
に
よ
っ
て
遍
修
す
れ
ば
、
有
色
・
四
大
所
生
・
父
母
所
生
・

飯
粥
所
集
・
無
常
破
壊
・
粉
砕
断
絶
・
壊
滅
の
法
で
あ
る
こ
の
身
は
、
鵜
の
噉く

ら

う
所
と
な
り
、
鷹
の
噉
う
所
と
な
り
、
狗
の

噉
う
所
と
な
り
、
野
干
の
噉
う
所
と
な
り
、
種
々
の
生
類
の
噉
う
所
と
な
っ
た
と
し
て
も
、
長
夜
に
信
に
よ
っ
て
遍
修
し
、

戒
に
［
よ
っ
て
遍
修
し
］、
所
聞
に
［
よ
っ
て
遍
修
し
］
施
捨
に
［
よ
っ
て
遍
修
し
］
慧
に
よ
っ
て
遍
修
し
た
心
は
上
昇
し

て
勝
進
す
る
」（
Ｓ
Ｎ
５
５
・
２
１
、
並
行
す
る
雑
九
三
〇
に
は
こ
の
叙
述
は
な
い
）。

　

こ
れ
は
ま
さ
に
身
体
中
に
あ
る
我
（
ア
ー
ト
マ
ン
）
が
、
死
後
に
身
か
ら
出
て
梵
天
に
至
る
と
い
う
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
教

え
と
同
じ
で
あ
る
。

　

ま
た
Ｓ
Ｎ
の
こ
の
相
応
に
も
声
聞
（sāvaka

）
と
い
う
用
語
が
二
十
七
回
使
わ
れ
、
漢
訳
で
は
「
聖
弟
子
」
あ
る
い
は

「
多
聞
の
聖
弟
子
」
と
な
っ
て
い
る
。

四
節
、
七
期
の
異
教
的
相
応　

安
那
般
那
念

　

先
に
見
た
よ
う
に
安
那
般
那
念
（ānāpāna
）
と
は
入
息
出
息
念
で
あ
り
、
坐
禅
に
お
い
て
息
を
念
じ
（
意
識
し
）
あ
る
い

は
調
節
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
呼
吸
に
関
す
る
注
意
を
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
は
し
な
か
っ
た
。

　

三
期
の
テ
ー
ラ
・
ガ
ー
タ
ー
で
「
入
息
」
が
「
か
れ
（
ナ
ー
ガ
）
は
瞑
想
に
沈
潜
し
、
息
を
吸
い
込
む
こ
と
を
楽
し
み
、

内
的
に
も
よ
く
精
神
が
統
一
（
定
）
さ
れ
て
い
る
」。（T

hag.696

）
と
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
「
入
息
出
息
念
」
で
は
な
い
。

　

た
だ
一
経
、
四
期
原
道
誦
・
覚
支
相
応
で
安
那
般
那
念
を
説
く
経
（
雑
七
四
六
＝
Ｓ
Ｎ
４
６
・
６
６
）
が
あ
っ
て
例
外
で
あ

る
。
五
期
教
法
三
篇
、
六
期
念
処
、
六
期
弟
子
誦
に
も
「
安
那
般
那
念
」
は
説
か
れ
て
い
な
い
。

　

七
期
で
は
「
安
那
般
那
念
」
は
こ
う
説
か
れ
て
い
る
。

　
「
端
身
正
坐
し
て
、
面
前
に
念
を
繋
け
て
世
の
貪
愛
を
断
じ
て
、
欲
を
離
れ
て
清
浄
に
な
り
、
瞋
恚
・
睡
眠
・
掉
悔
・
疑
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を
断
っ
て
、
多
く
の
疑
惑
を
度こ

え
れ
ば
、
多
く
の
善
法
に
お
い
て
心
は
決
定
を
得
る
。
五
蓋
や
心
に
お
け
る
煩
悩
、
慧
力
を

羸よ
わ

ら
せ
て
障
礙
分
と
な
り
、
涅
槃
に
趣
か
な
い
も
の
を
遠
離
す
る
。
内
息
を
念
じ
て
は
繋
念
し
て
善
く
学
び
、
外
息
を
念
じ

て
は
繋
念
し
て
善
く
学
ぶ
。
息
長
く
息
短
く
、
一
切
身
の
入
息
を
覚
知
し
、
一
切
身
に
お
い
て
入
息
を
善
く
学
ぶ
。
一
切
身

の
出
息
を
覚
知
し
、
一
切
身
の
出
息
に
お
い
て
善
く
学
ぶ
。
一
切
身
の
行
息
入
息
を
覚
知
し
、
一
切
身
に
お
い
て
行
息
入
息

を
善
く
学
ぶ
。
一
切
身
の
行
息
出
息
を
覚
知
し
、
一
切
身
に
お
い
て
行
息
出
息
を
善
く
学
ぶ
。
喜
を
覚
知
し
、
楽
を
覚
知

し
、
身
行
を
覚
知
し
、
心
行
息
の
入
息
を
覚
知
す
る
。…
…
心
解
脱
の
出
息
を
善
く
学
び
、
無
常
を
観
察
し
、
断
を
観
察
し
、

無
欲
を
観
察
す
る
。
入
息
が
滅
す
る
の
を
観
察
し
て
、
入
息
が
滅
す
る
の
を
観
察
す
る
こ
と
を
善
く
学
び
、
出
息
が
滅
す
る

の
を
観
察
し
て
、
出
息
が
滅
す
る
の
を
観
察
す
る
こ
と
を
善
く
学
ぶ
。
こ
れ
を
安
那
般
那
念
を
修
す
る
と
名
づ
け
る
。
身
は

止
息
し
、
心
は
止
息
し
、
有
覚
有
観
で
あ
り
寂
滅
す
る
か
ら
、
純
一
明
分
で
あ
る
想
の
修
習
を
滿
足
す
る
」（
雑
八
〇
三
）。

　

並
行
「
阿
練
若
に
往
き
、
樹
下
に
往
き
、
空
屋
に
往
っ
て
結
跏
趺
坐
し
て
身
を
正
し
く
持
し
て
念
を
普
前
に
修
し
て
正
念

し
て
入
息
し
、
正
念
し
て
出
息
す
る
。
長
入
息
し
て
、
私
は
長
入
息
す
る
と
了
知
し
、
長
出
息
し
て
、
私
は
長
出
息
す
る
と

了
知
す
る
。
…
…
私
は
心
を
解
脱
せ
し
め
て
入
息
す
る
と
了
知
し
、
私
は
心
を
解
脱
せ
し
め
て
出
息
し
て
、
私
は
心
を
解
脱

せ
し
め
て
出
息
す
る
と
了
知
す
る
。
…
…
諸
比
丘
よ
、
入
出
息
念
を
こ
の
よ
う
に
修
習
し
、
こ
の
よ
う
に
多
修
す
れ
ば
大
果

大
功
徳
が
あ
る
」（
Ｓ
Ｎ
５
４
・
１
）。

　

ま
た
次
の
よ
う
に
も
い
わ
れ
る
。

　
「
多
く
の
比
丘
に
告
げ
ら
れ
た
。『
も
し
多
く
の
外
道
の
出
家
が
来
て
、
あ
な
た
た
ち
に
沙
門
瞿
曇
は
二
ケ
月
中
に
ど
の
よ

う
坐
禅
を
し
た
の
か
と
問
え
ば
、
あ
な
た
は
ま
さ
に
答
え
て
い
う
が
い
い
。
如
来
は
二
ケ
月
、
安
那
般
那
の
念
を
以
て
坐
禅

し
思
惟
し
て
住
さ
れ
た
、
と
。
ど
う
し
て
か
と
い
う
と
、
わ
た
し
は
此
の
二
ケ
月
に
、
安
那
般
那
を
念
じ
て
、
多
く
住
し
て

思
惟
し
た
の
で
あ
る
。
入
息
の
時
、
入
息
を
念
じ
て
如
実
に
知
り
、
出
息
の
時
、
出
息
を
念
じ
て
如
実
に
知
り
、
あ
る
い
は



69

禅文化研究所紀要 第34号（平成31年2月）

長
い
、
あ
る
い
は
短
い
一
切
の
身
の
入
息
を
覚
す
る
念
を
如
実
に
知
り
、
一
切
の
身
の
出
息
を
覚
す
る
念
を
如
実
に
知
り
、

身
行
の
休
息
、
入
息
を
念
じ
て
如
実
に
知
り
、
な
い
し
出
息
を
滅
す
る
念
を
如
実
に
知
っ
た
』」（
雑
八
〇
七
）。

　

Ｓ
Ｎ
の
並
行
経
は
最
後
に
「
諸
比
丘
よ
、
正
説
し
て
聖
住
で
あ
る
、
梵
住
で
あ
る
、
如
来
住
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
入

出
息
念
定
を
正
説
し
て
聖
住
で
あ
る
、
梵
住
で
あ
る
、
如
来
住
で
あ
る
と
説
く
が
よ
い
」（
Ｓ
Ｎ
５
４
・
１
１
）
と
付
け
加
え

る
。
梵
と
は
ブ
ラ
フ
マ
ン
で
あ
る
。

　

入
息
出
息
に
つ
い
て
詳
し
く
説
く
の
は
、
バ
ラ
モ
ン
教
の
経
典
で
あ
り
、
バ
ラ
モ
ン
教
で
は
気
息
の
厳
し
い
訓
練
を
す

る
。「
イ
ン
ド
ラ
は
語
っ
た
。『
予
は
気
息
（
プ
ラ
ー
ナ
）
で
あ
る
。
叡
智
か
ら
成
る
ア
ー
ト
マ
ン
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
も

の
と
し
て
、
予
を
寿
命
と
し
て
、
不
死
と
し
て
崇
信
し
な
さ
い
』」（
カ
ウ
シ
ー
タ
キ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
㉞
）。

　
「
吸
い
込
む
息
に
よ
っ
て
呼
吸
し
て
い
る
も
の
が
、
万
物
に
内
在
す
る
あ
な
た
の
ア
ー
ト
マ
ン
で
あ
る
。
…
…
吐
き
出
す

息
に
よ
っ
て
呼
吸
し
て
い
る
も
の
が
、
万
物
に
内
在
す
る
あ
な
た
の
ア
ー
ト
マ
ン
で
あ
る
」（
ブ
リ
ハ
ッ
ド
・
ア
ー
ラ
ヌ
ヤ

カ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
㉟
）。

　
「
こ
れ
が
す
べ
て
の
も
の
の
気
息
の
な
か
へ
の
到
達
で
あ
る
。
気
息
は
実
に
叡
智
で
あ
り
、
叡
智
は
気
息
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
両
者
は
、
相
伴
っ
て
こ
の
身
体
の
な
か
に
住
み
、
相
伴
っ
て
（
身
体
か
ら
）
出
て
行
く
か
ら
で
あ

る
」（
カ
ウ
シ
ー
タ
キ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
㊱
）。

　

そ
し
て
血
行
や
内
分
泌
を
呼
吸
（
プ
ラ
ー
ナ
）
に
よ
っ
て
統
御
し
、
果
て
は
自
律
神
経
の
制
御
さ
え
可
能
に
す
る
た
め
、

し
ば
し
ば
大
変
な
訓
練
を
必
要
と
す
る
。

　

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
『
ヨ
ー
ガ
・
ス
ー
ト
ラ
』
で
も
入
息
出
息
の
調
節
が
説
か
れ
る
。

　
「
あ
る
い
は
呼
吸
の
吐
出
と
保
持
に
よ
っ
て
（
心
の
安
定
が
得
ら
れ
る
）。
吐
出
と
は
腹
内
の
気
息
を
、
特
殊
な
努
力
に

よ
っ
て
、
鼻
孔
か
ら
静
か
に
出
す
こ
と
を
い
う
。
保
持
と
は
、
気
息
を
出
し
た
ま
ま
保
ち
、
急
に
は
吸
い
込
ま
な
い
調
息
法
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で
あ
る
」。
㊲

　

先
の
経
で
明
ら
か
な
よ
う
に
安
那
般
那
念
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
よ
う
な
調
息
と
い
う
よ
り
も
、
息
に
対
し
て
注
意
を
向
け

て
そ
の
状
態
を
知
る
と
い
う
意
味
で
、
身
体
技
術
と
い
う
よ
り
は
、
念
や
意
識
の
あ
り
方
で
あ
る
。

　

先
の
『
ヨ
ー
ガ
・
ス
ー
ト
ラ
』
に
は
禅
定
の
四
段
階
は
説
か
れ
な
い
が
、
調
気
法
（
プ
ラ
ー
ナ
・
ヤ
ー
マ
）
に
つ
い
て
の

四
段
階
は
こ
う
説
か
れ
る
。

　
「
こ
の
（
坐
法
の
修
得
）
が
あ
る
時
に
、
入
息
と
出
息
と
の
流
れ
を
断
つ
こ
と
が
調
息
で
あ
る
。
…
…
数
に
よ
る
調
整
と

は
一
定
数
の
入
出
息
に
よ
っ
て
、
気
息
の
第
一
、
第
二
、
第
三
の
上
昇
を
調
節
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
場
所

と
時
間
と
数
と
が
増
加
す
れ
ば
、
調
息
は
長
く
微
細
に
な
る
。
第
四
（
の
調
息
）
は
、
外
的
対
象
、
お
よ
び
内
的
対
象
を
超

越
す
る
も
の
で
あ
る
。
…
…
調
息
は
こ
の
よ
う
に
出
入
息
両
様
に
熟
練
さ
れ
て
、
長
く
微
細
に
な
る
。
さ
ら
に
こ
の
両
方
の

調
息
に
も
と
づ
き
、
修
習
を
重
ね
て
よ
り
高
い
段
階
の
調
息
に
進
み
、
つ
い
に
出
入
息
の
流
れ
が
な
く
な
る
と
こ
ろ
に
達
す

る
。
こ
れ
が
第
四
の
調
息
で
あ
る
」。
㊳

　

出
入
息
の
流
れ
が
な
く
な
る
、
す
な
わ
ち
「
止
息
」
と
い
う
苦
行
は
、
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
の
説
く
と
こ
ろ
で
は
な
い

が
、
七
期
の
相
応
の
中
に
は
第
四
禅
で
の
出
入
息
の
止
息
を
説
く
経
も
あ
る
。

　
「
初
禅
正
受
の
時
、
言
語
が
止
息
し
、
第
二
禅
正
受
の
時
、
覚
観
が
止
息
し
、
第
三
禅
正
受
の
時
、
喜
心
が
止
息
し
、
第

四
禅
正
受
の
時
、
出
入
息
が
止
息
し
、
空
入
処
正
受
の
時
、
色
想
が
止
息
し
、
識
入
処
正
受
の
時
、
空
入
処
想
が
止
息
し
、

無
所
有
入
処
正
受
の
時
、
識
入
処
想
が
止
息
し
、
非
想
非
非
想
入
処
正
受
の
時
、
無
所
有
入
処
想
が
止
息
し
、
想
受
滅
正
受

の
時
、
想
受
が
止
息
す
る
」（
雑
四
七
四
受
相
応
）。

　

こ
の
経
に
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
七
期
で
は
、
四
禅
と
四
入
処
（
空
無
辺
・
識
無
辺
・
無
所
有
・
非
想
非
非
想
）
と
想
受
滅

と
の
九
次
第
定
の
セ
ッ
ト
が
見
出
さ
れ
る
が
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
四
期
の
原
道
誦
（
雑
七
四
三
＝
Ｓ
Ｎ
４
６
・
５
４
）
で
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慈
悲
喜
捨
の
四
無
量
心
が
、
外
道
も
説
く
こ
と
と
し
て
言
及
さ
れ
、
そ
の
果
と
し
て
空
入
（
虚
空
無
辺
）
処
、
識
入
（
無
辺
）

処
、
無
所
有
入
処
の
三
処
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。

　

四
入
処
（
空
無
辺
・
識
無
辺
・
無
所
有
・
非
想
非
非
想
）
も
仏
教
の
説
で
は
な
い
と
説
く
経
典
が
七
期
に
見
ら
れ
る
。
そ
こ

で
は
次
の
よ
う
に
、
外
道
の
跋
陀
羅
の
説
を
阿
難
が
糾
す
と
い
う
形
を
取
る
。

　
「
尊
者
跋
陀
羅
は
尊
者
阿
難
に
語
っ
て
い
う
、『
梵
天
が
い
る
。
自
在
に
造
作
を
し
て
、
意
の
ま
ま
に
変
化
さ
せ
て
、
世
界

の
父
で
あ
る
。
も
し
こ
の
梵
天
を
見
る
者
が
あ
れ
ば
、
名
づ
け
て
見
第
一
と
い
う
。
…
…
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
想
第
一
か
と

い
う
と
、
阿
難
よ
、
衆
生
が
い
て
一
切
の
識
入
処
を
度
り
、
無
所
有
入
処
を
具
足
し
て
住
し
よ
う
と
、
も
し
そ
の
よ
う
な
想

を
な
せ
ば
、
名
づ
け
て
想
第
一
と
い
う
。
ど
の
よ
う
な
の
が
有
第
一
か
と
い
う
と
、
ま
た
次
に
阿
難
よ
、
衆
生
が
い
て
一
切

の
無
所
有
入
処
を
度
り
、
非
想
非
非
想
入
処
を
具
足
し
て
住
し
よ
う
と
、
も
し
そ
の
よ
う
な
有
を
な
せ
ば
、
名
づ
け
て
有
第

一
と
い
う
。』
尊
者
阿
難
が
尊
者
跋
陀
羅
に
語
っ
て
い
う
、『
…
…
そ
の
観
ず
る
と
こ
ろ
の
よ
う
に
、
次
第
に
多
く
の
漏
を
尽

く
せ
ば
、
こ
れ
を
見
第
一
と
す
る
。
…
…
そ
の
想
う
と
こ
ろ
の
よ
う
に
、
次
第
に
多
く
の
漏
を
尽
せ
ば
、
こ
れ
を
想
第
一
と

す
る
。
如
実
に
観
察
し
て
、
次
第
に
多
く
の
漏
を
尽
く
せ
ば
、
こ
れ
を
有
第
一
と
す
る
。』
と
」（
雑
四
八
四
受
相
応
＝
Ａ
Ｎ

５
・
１
７
０
）。

　

外
道
の
四
入
処
に
対
し
て
、
阿
難
は
た
だ
漏
（
煩
悩
）
を
滅
し
尽
く
す
こ
と
だ
け
を
説
い
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
五
期
如
来
誦
で
は
四
入
処
な
ど
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
と
摩
訶
迦
葉
が
等
し
く
得
た
境
地
と
し
て
次
の
よ
う
に
言

及
さ
れ
て
も
い
る
。「
わ
た
し
は
欲
を
離
れ
、
悪
・
不
善
の
法
を
離
れ
、
乃
至
、
初
禅
に
具
足
し
て
住と

ど
まる
。
も
し
く
は
日
・

も
し
く
は
夜
、
も
し
く
は
日
夜
、
わ
た
し
は
第
二
・
第
三
・
第
四
禅
に
具
足
し
て
住
し
よ
う
と
す
る
。
も
し
く
は
日
、
も
し

く
は
夜
、
も
し
く
は
日
夜
、
あ
の
摩
訶
迦
葉
も
ま
た
こ
の
よ
う
で
あ
る
。
乃
至
第
四
禅
に
具
足
し
て
住と

ど
まる
。
も
し
く
は
日
・

も
し
く
は
夜
、
も
し
く
は
日
夜
、
わ
た
し
は
欲
す
る
所
に
随
っ
て
、
慈
・
悲
・
喜
・
捨
。
空
入
処
・
識
入
処
・
無
所
有
入



72

部派仏教の修道と涅槃（松岡 由香子）

処
・
非
想
非
非
想
入
処
、
神
通
境
界
、
天
耳
、
他
心
智
、
宿
命
智
、
生
死
智
、
漏
尽
智
に
具
足
し
て
住と
ど
まる
」（
雑
一
一
四
二

＝
Ｓ
Ｎ
１
６
・
９
）。

　

こ
の
よ
う
に
慈
悲
喜
捨
も
四
入
処
も
、
さ
ら
に
は
安
那
般
那
念
も
、
異
教
の
匂
い
が
強
い
の
で
あ
る
が
、
七
期
の
安
那
般

那
念
を
説
く
経
典
で
は
、
そ
の
修
行
の
果
は
、
も
っ
と
も
低
い
沙
門
果
で
あ
る
須
陀
洹
果
よ
り
も
低
い
境
地
と
さ
れ
る
。

　
「
こ
の
比
丘
が
、
欲
を
離
れ
、
悪
・
不
善
の
法
を
離
れ
、
有
覚
有
観
に
し
て
、
離
に
喜
楽
を
生
じ
、
初
禅
を
具
足
し
て
住

と
ど
ま

る
こ
と
を
求
め
よ
う
と
す
れ
ば
、
こ
の
比
丘
は
ま
さ
に
安
那
般
那
念
を
修
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
安
那
般
那
念
を
修

す
れ
ば
、
大
果
大
福
利
を
得
る
。
こ
の
比
丘
が
第
二
・
第
三
・
第
四
禅
、
慈
・
悲
・
喜
・
捨
、
空
入
処
・
識
入
処
・
無
所
有

入
処
・
非
想
非
非
想
入
処
を
求
め
よ
う
と
す
れ
ば
、
三
結
が
尽
き
る
こ
と
を
具
足
し
て
、
須
陀
洹
（
預
流
）
果
を
得
る
。
三

結
が
尽
き
貪
・
恚
・
癡
が
薄
れ
れ
ば
、
斯
陀
含
（
一
来
）
果
を
得
る
。
五
下
分
結
が
尽
き
れ
ば
、
阿
那
含
（
不
還
）
果
を
得

る
」（
雑
八
一
四
）。

　
第
五
章
　
八
期
の
仏
教
独
自
の
修
行
用
語
、
止
観

　
「
止
観
（śam

atha-vipaśyanā

）」
は
、
漢
訳
で
は
ほ
と
ん
ど
「
止
観
」
と
出
て
く
る
が
、
パ
ー
リ
本
で
は
ほ
と
ん
ど
が

「
止
と
観
」（śam

atho ca vipaśyanā ca

）
と
分
け
ら
れ
る
。「
止
観
」
が
熟
語
と
し
て
阿
含
・
ニ
カ
ー
ヤ
で
説
か
れ
る
の
は
、

か
な
り
後
期
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
し
か
も
多
く
は
な
い
。

　
「
止
（śam

atha

）」
は
、
八
期
の
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
の
１
・
３
に
「
平
静
」、
３
・
１
２
に
「
止
め
た
」
と
訳
さ
れ
て
出
て
く

る
が
、
中
村
元
に
よ
れ
ば
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
に
も
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
経
典
に
も
出
な
い
仏
典
に
の
み
出
る
用
語
だ
と
い
う
㊴
。
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「
観
」
は
漢
訳
で
は
い
ろ
い
ろ
な
原
語
が
想
定
さ
れ
る
が
、
梵
語
で
は
「
毘
婆
舍
那
（vipaśyanā

）」
は
八
期
の
梵
文
ウ
ダ
ー

ナ
・
ヴ
ァ
ル
ガ
に
唯
一
出
る
と
い
う
㊵
。「
観
」
も
純
粋
に
仏
教
の
用
語
で
、
仏
教
以
外
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
㊶
。

　

な
お
、「
止
観
」
は
例
外
的
に
、
三
期
雑
阿
含
に
二
例
㊷
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
パ
ー
リ
本
に
はsati

が
使
わ
れ
て
お
り
、
別

訳
も
「
止
観
」
と
は
違
う
「
最
上
調
伏
之
意
」
と
い
う
訳
で
あ
っ
て
、
そ
の
原
語
はśam

atha-vipaśyanā

で
は
な
い
。「
止

観
」
は
漢
訳
に
多
く
使
わ
れ
る
の
で
、
漢
訳
の
方
か
ら
見
て
い
こ
う
。

　
「
止
・
観
」
が
は
っ
き
り
使
わ
れ
る
の
は
六
期
弟
子
誦
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
「
止
」
と
「
観
」
が
分
け
て
説
か
れ

る
。

　
「
比
丘
が
、
滅
の
正
受
に
入
る
に
は
二
法
を
作
す
。
止
に
観
を
以
て
す
る
」（
雑
五
六
八
）。

　

並
行
「
居
士
よ
、
想
受
滅
の
等
至
に
は
二
種
の
法
の
大
利
益
が
あ
る
。
そ
れ
は
止
と
観
で
あ
る
」（
Ｓ
Ｎ
４
１
・
６
）。

　

並
行
の
な
い
八
期
の
雑
阿
含
に
も
、
止
と
観
が
「
二
法
」
と
し
て
、
こ
う
説
か
れ
る
。

　
「
上
座
が
答
え
て
い
う
、
尊
者
阿
難
よ
、
空
処
・
樹
下
・
閑
房
に
お
い
て
思
惟
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
ま
さ
に
二
法
を
用
い

て
専
精
に
思
惟
す
る
が
い
い
。
止
・
観
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
尊
者
阿
難
は
ま
た
上
座
に
問
う
。
止
に
お
い
て
修
習
し
、
多

く
修
習
し
お
わ
る
が
、
ま
さ
に
ど
う
い
う
こ
と
が
成
ず
る
の
か
。
観
に
お
い
て
修
習
し
、
多
く
修
習
し
お
わ
る
が
、
ま
さ
に

ど
う
い
う
こ
と
が
成
ず
る
の
か
。
上
座
が
答
え
て
い
う
、
尊
者
阿
難
よ
、
止
を
修
習
す
れ
ば
終
に
観
を
成
ず
る
。
観
を
修
習

し
お
わ
れ
ば
ま
た
止
を
成
ず
る
の
で
あ
る
。
聖
弟
子
と
い
う
も
の
は
、
止
・
観
、
俱
に
修
し
て
多
く
の
解
脱
界
を
得
る
の
で

あ
る
、
と
」（
雑
四
六
四
）。

　

こ
こ
に
明
ら
か
な
よ
う
に
止
観
は
坐
禅
し
て
専
精
に
思
惟
す
る
あ
り
方
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
経
で
は
止
と
観
は
別
な
も

の
と
し
て
前
提
さ
れ
て
、
交
互
に
修
す
る
も
の
だ
と
し
て
い
る
。

　

他
に
も
止
観
を
二
法
と
説
く
経
が
あ
る
。
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中
阿
含
六
九
（
三
十
喩
経
）
は
、
並
行
経
が
な
く
八
期
に
属
す
が
、「
止
観
を
以
て
車
と
す
る
」
と
使
わ
れ
る
。
こ
れ
は

雑
阿
含
五
六
六
（
六
期
弟
子
誦
）
の
「
一
輻
は
身
念
で
あ
る
。
転
は
転
出
で
あ
る
。
車
と
は
止
観
で
あ
る
。
離
結
と
は
三
種

の
結
で
あ
る
。
貪
恚
痴
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
の
阿
羅
漢
は
諸
漏
が
已
に
尽
き
る
」
と
同
じ
用
法
で
あ
る
。
し
か

し
、
な
ぜ
止
観
が
車
に
喩
え
ら
れ
る
の
か
は
、
両
経
か
ら
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
。
推
測
す
れ
ば
、
止
と
観
が
車
の
両
輪
の

よ
う
に
二
つ
同
じ
時
に
共
に
行
じ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

　

例
外
的
に
雑
阿
含
如
来
誦
で
「
仏
が
婆
蹉
に
告
げ
て
、
二
法
が
あ
る
。
修
習
し
多
く
修
習
す
る
が
よ
い
。
い
わ
ゆ
る
止
・

観
で
あ
る
。
此
の
二
法
を
修
習
し
、
多
く
修
習
す
る
が
よ
い
」（
雑
九
六
四
）
と
説
か
れ
る
が
、
並
行
す
る
Ｍ
Ｎ
３
４
に
は

こ
の
言
葉
は
な
い
。
一
応
五
期
経
典
で
あ
る
が
、
漢
訳
の
如
来
誦
は
遅
く
ま
で
口
伝
で
伝
え
ら
れ
た
の
で
、
新
し
い
言
葉
が

入
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

八
期
、
つ
ま
り
並
行
経
の
な
い
も
の
に
「
止
観
」
は
集
中
し
て
い
る
が
、
そ
の
特
徴
は
修
行
法
を
総
括
す
る
中
で
そ
の
最

後
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
「
如
意
（
足
）・
念
処
・
正
勤
・
根
・
力
・
覚
・
道
、
止
観
・
念
身
し
て
、
正
し
く
一
一
八
経
を
憶
念
す
る
」（
雑

一
七
四
、八
期
）。

　

こ
こ
で
は
三
十
七
品
菩
提
分
法
を
構
成
す
る
如
意
足
・
念
処
・
正
勤
・
根
・
力
・
覚
・
道
と
共
に
そ
の
後
で
止
観
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
次
も
同
じ
で
あ
る
。

　
「
念
処
・
正
勤
・
根
・
力
・
覚
・
道
、
止
観
・
念
身
・
正
思
惟
求
。
ま
た
こ
の
よ
う
に
説
く
」（
雑
八
九
五
、八
期
）。

　

い
く
つ
か
の
経
は
「
三
十
七
品
菩
提
分
法
」
に
加
え
て
四
道･
四
法
句･

止
観
と
い
う
修
道
法
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
四
念
処
の
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
四
正
断･

四
如
意
足･

五
根･
五
力･

七
覚
分･

八
聖
道
分･

四
道･

四
法
句･

止

観
を
修
す
」（
雑
六
六
三
、八
期
）。
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「
四
聖
諦
の
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
に
四
念
処
・
四
正
断
・
四
如
意
足
・
五
根
・
五
力
・
七
覚
分
・
八
聖
道
・
四
道
・
四
法

句
・
止
観
を
修
習
す
る
」（
雑
八
三
二
＝
Ａ
Ｎ
３
・
８
８
、七
期
）。

　
「
四
念
処
の
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
四
正
断･

四
如
意
足･

五
根･

五
力･

七
覚
分･

八
聖
道
分･

四
道･

四
法
句
・
止

観
を
修
習
す
」（
雑
八
七
九
、八
期
）。

　

こ
れ
ら
の
経
で
言
及
さ
れ
る
「
四
道
、
四
法
句
」
は
、
い
か
な
る
も
の
で
、
い
つ
説
か
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
七
期
Ａ
Ｎ
並

行
の
雑
阿
含
・
弟
子
誦
に
は
、
こ
う
あ
る
。

　
「
あ
る
い
は
求
め
る
の
に
四
道
を
も
ち
い
る
。
何
を
四
と
す
る
の
か
。
も
し
比
丘
・
比
丘
尼
が
坐
し
て
こ
の
よ
う
な
住
心
、

す
な
わ
ち
善
住
心
・
局
住
心
・
調
伏
心
・
止
観
を
も
っ
て
一
心
に
等
受
分
別
を
な
し
、
法
に
お
い
て
量
度
し
て
修
習
し
、
多

く
修
習
し
お
わ
れ
ば
、
諸
使
を
断
ず
る
こ
と
が
で
き
る
」（
雑
五
六
〇
＝
Ａ
Ｎ
４
・
１
７
０
）。

　

こ
れ
を
見
る
と
、
四
道
㊸
の
な
か
に
止
観
が
入
っ
て
い
る
。

　
「
四
法
句
（cattāri

）」
は
、
雑
阿
含
で
は
、
す
で
に
三
期
の
婆
耆
舎
相
応
で
「
何
を
四
と
す
る
の
か
。
賢
聖
の
善
き
説
法

で
あ
る
。
こ
れ
則
ち
最
上
と
す
る
／
愛
は
愛
さ
な
い
の
で
は
な
い
と
説
く
。
こ
れ
、
則
ち
第
二
と
す
る
／
諦
は
虚
妄
で
は
な

い
と
説
く
。
こ
れ
則
ち
第
三
説
で
あ
る
／
法
は
言
と
異
な
ら
な
い
と
説
く
。
こ
れ
則
ち
第
四
と
す
る
／
諸
比
丘
よ
。
こ
れ
を

四
法
句
を
説
く
こ
と
と
名
づ
け
る
」（
雑
一
二
一
八
＝
Ｓ
Ｎ
８
・
５
）
と
説
か
れ
る
が
、
こ
れ
と
は
直
接
関
係
は
な
く
、
法
を

四
法
句
と
ま
と
め
る
こ
と
が
伝
統
的
に
な
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

四
道･

四
法
句･

止
観
は
い
ず
れ
も
最
晩
期
に
加
え
ら
れ
た
修
行
の
範
疇
で
あ
る
。
パ
ー
リ
で
は
Ａ
Ｎ
四
集
の
４
・
３
に

三
カ
所
「
四
法
句
」
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
詳
し
い
説
明
は
な
い
。

　

長
阿
含
で
は
二
カ
所
、
す
な
わ
ち
第
一
『
大
本
経
』
に
「
如
来
は
大
智
微
妙
の
独
尊
、
止
観
具
足
し
て
最
正
覚
を
成
ず
」

（
Ｔ
一
、一
〇
a
）、
第
八
『
沙
門
果
経
』
に
「
今
、
諸
の
沙
門
は
寂
然
静
黙
に
し
て
止
観
具
足
す
」（
Ｔ
一
、一
〇
八
a
）
と
あ
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る
が
、
並
行
Ｄ
Ｎ
に
は
な
い
。

　

増
一
阿
含
に
は
八
カ
所
あ
る
が
、
増
一
阿
含
に
は
大
乗
思
想
が
入
っ
て
い
る
の
で
、
い
ま
は
無
視
し
よ
う
。

　

い
ま
、
Ａ
Ｎ
が
出
た
が
、
パ
ー
リ
本
で
は
止
観
は
ど
の
よ
う
に
説
か
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
Ｓ
Ｎ
で
「
止
と
観
」
が
説
か
れ

る
の
は
七
カ
所
で
あ
る
が
、
阿
含
と
同
様
に
ほ
と
ん
ど
が
並
行
経
を
持
た
な
い
。

　

Ｓ
Ｎ
３
５
・
２
０
４
（
六
処
篇
・
六
処
相
応
、
五
期
）
で
は
、
六
入
が
六
箇
の
門
に
喩
え
ら
れ
、
そ
こ
に
入
る
使
者
が
こ
う

説
か
れ
る
。「
比
丘
よ
、
急
ぎ
の
使
者
と
は
こ
れ
止
観
の
喩
語
で
あ
る
。…
…
如
実
の
使
命
と
は
こ
れ
涅
槃
の
喩
語
で
あ
る
」。

だ
が
、
並
行
す
る
雑
阿
含
で
は
六
門
（
六
入
）
は
説
か
れ
る
が
、
比
喩
は
な
く
、
修
行
が
「
昼
は
則
ち
経
行
坐
禅
す
る
。
初

夜
時
に
お
い
て
経
行
坐
禅
す
る
。
…
…
難
陀
よ
。
東
方
を
観
察
す
る
。
一
心
正
念
し
て
安
住
し
観
察
す
る
。
南
西
北
方
を
観

察
し
て
、
ま
た
こ
の
よ
う
に
一
心
正
念
し
て
安
住
し
観
察
す
る
」（
雑
二
七
五
）
と
説
か
れ
て
ま
っ
た
く
異
な
る
。

　

Ｓ
Ｎ
４
１
・
６
（
六
処
篇
・
質
多
相
応
）
は
並
行
経
を
持
た
な
い
（
八
期
）
が
、「
居
士
よ
、
入
息
出
息
は
身
行
な
り
。
尋

伺
は
言
行
な
り
。
想
と
受
は
心
行
な
り
。
…
…
相
受
滅
等
至
に
は
二
種
の
法
の
大
利
益
が
あ
る
、
止
と
観
で
あ
る
」
と
説
か

れ
る
。

　

も
っ
と
も
遅
い
成
立
の
無
為
相
応
（
八
期
）
の
Ｓ
Ｎ
４
３
・
１
で
は
無
為
に
達
す
る
修
道
法
と
し
て
「
身
念
」
の
次
に

「
比
丘
等
よ
、
何
も
の
が
無
為
に
達
す
る
道
で
あ
る
か
。
比
丘
等
よ
、
止
と
観
、
比
丘
等
よ
、
こ
れ
を
称
し
て
無
為
に
達
す

る
道
と
す
る
」
と
「
止
観
」
が
説
か
れ
、
有
尋
有
伺
な
ど
の
三
三
昧
と
空
・
無
相
・
無
願
の
三
三
昧
（
合
わ
せ
て
六
種
三
昧
）

が
説
か
れ
、
四
念
処
・
四
正
勤
・
四
如
意
・
五
根
・
五
力
・
七
覚
支
・
八
聖
道
と
三
十
七
品
菩
提
分
法
が
説
か
れ
る
。

　

無
為
相
応
の
Ｓ
Ｎ
４
３
・
２
で
は
、
初
め
に
止
と
観
が
前
の
４
３
・
１
と
同
じ
文
言
で
、
分
け
て
説
か
れ
、
六
種
三
昧
が
そ

れ
ぞ
れ
説
か
れ
、
前
経
と
同
様
に
三
十
七
品
菩
提
分
法
が
説
か
れ
る
。

　

つ
ま
り
、
パ
ー
リ
本
Ｓ
Ｎ
で
は
修
行
体
系
の
ま
と
め
に
「
四
道
・
四
法
句
」
は
説
か
れ
ず
、
代
わ
り
に
六
種
三
昧
や
入
出
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息
な
ど
異
教
的
な
行
が
三
十
七
品
菩
提
分
法
に
加
え
ら
れ
る
が
、
ど
ち
ら
に
も
「
止
観
」
は
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　
「
止
と
観
」
は
Ｍ
Ｎ
で
は
三
経
に
説
か
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
並
行
経
は
存
在
し
な
い
（
七
期
）。

　

Ｍ
Ｎ
７
３
で
は
、「
二
法
を
修
習
す
る
が
よ
い
。
止
と
観
で
あ
る
。
婆
蹉
よ
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
あ
な
た
は
二
法
を
更
に

修
習
す
る
が
よ
い
。
即
ち
止
と
及
び
観
と
で
あ
る
」
と
説
か
れ
、
そ
の
果
と
し
て
六
神
通
が
述
べ
ら
れ
る
。

　

Ｍ
Ｎ
１
４
９
「
大
六
処
経
」
は
八
聖
道
、
四
念
住
（
処
）・
四
正
勤
（
断
）・
四
神
（
如
意
）
足
・
五
根
・
五
力
・
七
覚
支

（
分
）
な
ど
三
十
七
品
菩
提
分
法
と
共
に
「
こ
れ
ら
の
二
法
に
双
結
し
て
転
じ
る
。
止
と
観
で
あ
る
」
と
説
か
れ
る
。

　

同
じ
よ
う
に
Ｍ
Ｎ
１
５
１
「
乞
食
清
浄
経
」
も
多
く
の
修
道
法
と
共
に
「
止
と
観
で
あ
る
」
と
説
か
れ
る
。

　

こ
の
Ｍ
Ｎ
の
二
経
で
は
、
こ
れ
ら
の
修
道
法
の
前
に
五
取
蘊
と
六
入
六
識
が
如
実
に
知
る
べ
き
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、

後
に
明
と
解
脱
と
が
証
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
修
道
体
系
の
総
括
の
一
部
で
あ
る
。

　

な
お
、
六
期
の
Ｄ
Ｎ
３
３
「
等
誦
経
」、
Ｄ
Ｎ
３
４
「
十
上
経
」
に
「
止
観
」
は
一
カ
所
ず
つ
説
か
れ
、
ど
ち
ら
も
「
二

法
」
と
し
て
修
せ
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
「
止
と
観
で
あ
る
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
長
阿
含
並
行
経
に
は
「
止
観
」
の

詞
は
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、「
止
観
」
は
、
後
に
多
く
の
修
行
法
が
そ
こ
に
入
れ
ら
れ
る
仏
道
修
行
の
根
本
範
疇
と
な
り
、
現
代
で
も

テ
ー
ラ
ヴ
ァ
ー
ダ
仏
教
の
修
行
は
止
と
観
に
収
ま
る
の
で
あ
り
、
大
乗
仏
教
で
も
『
大
乗
起
信
論
』『
天
台
摩
訶
止
観
』
を

は
じ
め
、
多
く
説
か
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
部
派
仏
教
の
修
道
法
は
・
四
念
処
・
四
正
断
・
四
如
意
足
・
五
根
・
五
力
・
七
覚
分
・
八
聖
道
の

三
十
七
品
菩
提
分
法
に
広
が
っ
た
後
も
、
四
道
・
四
法
句
・
止
観
な
ど
と
非
常
に
煩
瑣
な
修
道
に
発
展
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
部
派
の
状
況
に
対
し
て
、
大
乗
運
動
に
お
い
て
は
、
も
っ
と
も
基
本
の
戒
・
定
・
慧
の
三
学
に
、
精
進
・
布

施
・
忍
辱
を
加
え
た
簡
潔
な
「
六
波
羅
蜜
」
を
菩
薩
道
と
し
て
打
ち
出
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
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部
派
仏
教
で
は
説
か
れ
な
か
っ
た
「
布
施
・
忍
辱
」
と
い
う
在
家
仏
教
者
や
少
数
仏
教
者
の
修
道
論
を
い
れ
て
い
る
と
こ
ろ

が
、
大
乗
仏
教
の
画
期
的
な
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
や
っ
と
中
国
で
、
菩
提
達
摩
、
慧
可
に
始
ま
る
、
四
念
処
や
止
観
な
ど
四
果
や
涅
槃
を
得
る
実
践
を
廃
棄
し
、

ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
の
「『
わ
た
く
し
は
こ
の
こ
と
を
説
く
』
と
い
う
こ
と
が
わ
た
く
し
に
は
な
い
」（Snp.837

）、「
動
揺

し
て
煩
悩
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
叡
智
あ
る
人
に
と
っ
て
は
、
い
か
な
る
作
為
も
存
在
し
な
い
。
か
れ
は
あ
く
せ
く
し

た
営
み
か
ら
離
れ
て
、
至
る
と
こ
ろ
に
安
穏
を
み
る
」（Snp.953

）
と
い
わ
れ
る
あ
り
方
に
、
ま
っ
す
ぐ
繋
が
る
道
が
実
践

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

【
注
釈
】

⑴
パ
ー
リ
本
で
は
相
応
部
で
あ
る
が
、
パ
ー
リ
律
「
小
品
五
百
結
集
犍
度
」（
南
伝
大
蔵
経
律
蔵
第
四
巻
４
３
０
頁
）
に
は
、「
…
…
時
に

具
寿
摩
訶
迦
葉
は
具
寿
阿
難
に
沙
門
果
経
の
因
縁
を
問
い
、
人
を
問
え
り
。
此
の
方
便
に
よ
り
て
五
部
経
を
問
い
、
具
寿
阿
難
随
っ
て

答
え
た
り
。」
と
だ
け
あ
っ
て
、
詳
し
い
説
明
は
ま
っ
た
く
な
い
。

⑵T
22, 968b

⑶T
22, 191a

⑷T
22, 491c

⑸
七
経
（
雑
七
一
一
、七
一
二
、七
一
九
、七
二
六
、七
四
三
、七
六
八
、七
八
三
）
の
み
異
な
る
地
名
が
入
る
。

⑹
Ｓ
Ｎ
で
は
後
に
別
の
範
疇
の
五
根
（
楽
・
苦
・
喜
・
憂
・
捨
）
も
説
か
れ
る
（
Ｓ
Ｎ
４
８
・
３
１
～
４
０
）
が
、
雑
阿
含
に
は
並
行
経
が

な
い
。

⑺
五
期
の
雑
二
七
九
＝
Ｓ
Ｎ
３
５
・
９
４
、
雑
一
一
六
七
＝
Ｓ
Ｎ
３
５
・
１
９
９
、
雑
一
一
七
一
＝
Ｓ
Ｎ
３
５
・
２
０
６
な
ど
の
雑
阿
含
に
六
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根
が
説
か
れ
る
が
、
並
行
す
る
Ｓ
Ｎ
で
は
「
六
触
処
」（
Ｓ
Ｎ
３
５
・
９
４
）
な
ど
と
し
て
も
、「
六
根
」
と
は
い
わ
れ
な
い
。
Ｓ
Ｎ
の
大

篇
・
根
相
応
で
説
か
れ
る
六
根
（
眼
耳
…
…
Ｓ
Ｎ
４
８
・
２
５
～
３
０
）
は
、
雑
阿
含
に
並
行
経
を
持
た
な
い
の
で
後
の
付
加
で
あ
ろ

う
。

⑻
Ｓ
Ｎ
１
・５
・
８
＝
雑
五
九
三

⑼
『
世
界
の
名
著　

バ
ラ
モ
ン
経
典　

原
始
仏
教
』
第
一
巻
二
一
三
頁
（
中
央
公
論
社
、
一
九
六
九
）

⑽
雑
六
四
六
の
他
、
例
え
ば
雑
六
五
五
（
＝
Ｓ
Ｎ
４
８
・
１
０
）、
雑
六
五
八
（
＝
Ｓ
Ｎ
４
８
・
５
２
）、
雑
六
七
五
（
＝
Ｓ
Ｎ
４
８
・
８
）
な

ど
。

⑾
拙
書
、『
仏
教
に
な
ぜ
浄
土
教
が
生
ま
れ
た
か
』
四
九
頁
以
下
参
照
（
ノ
ン
ブ
ル
社
、
二
〇
一
三
）

⑿
同
様
に
説
く
経
は
雑
六
五
九
＝
Ｓ
Ｎ
４
８
・５
０

⒀
雑
六
五
二
＝
Ｓ
Ｎ
４
８
・
１
８
、
雑
六
五
三
＝
Ｓ
Ｎ
４
８
・
１
５

⒁
も
っ
と
も
こ
れ
に
並
行
す
る
雑
阿
含
は
「
阿
羅
漢
」
の
み
を
定
義
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
若
し
比
丘
が
こ
の
五
根
に
お
い
て
、
如
実

に
観
察
し
已
っ
て
、
諸
漏
尽
き
る
こ
と
を
得
て
、
欲
を
離
れ
解
脱
せ
ば
、
是
れ
を
阿
羅
漢
と
名
づ
く
」（
雑
六
四
九
）。

⒂
「
若
し
比
丘
が
こ
の
五
根
に
お
い
て
、
如
実
に
観
察
し
已
っ
て
、
三
結
、
断
じ
て
知
る
。
何
等
を
三
と
な
す
や
。
謂
ゆ
る
身
見
・
戒
取
・

疑
。
是
を
須
陀
洹
と
名
づ
く
。
悪
趣
に
墮
ち
ず
。
決
定
し
て
正
に
三
菩
提
に
向
い
、
七
た
び
天
・
人
に
往
生
す
る
こ
と
あ
っ
て
苦
辺
を

究
竟
す
。」（
雑
六
四
八
）、

⒃
Ｓ
Ｎ
５
０
（
力
相
応
）
で
は
、
五
力
は
五
根
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
、
詳
し
い
説
明
は
何
も
な
い
。

⒄
並
行
Ｓ
Ｎ
４
８
・
８
で
は
、
五
力
で
は
な
く
五
根
が
説
か
れ
て
い
る
。

⒅
例
え
ば
水
野
弘
元
『
仏
教
要
語
の
基
礎
知
識
』
一
九
三
頁
（
春
秋
社
、
一
九
七
九
）

⒆
も
っ
と
も
並
行
Ｓ
Ｎ
で
は
こ
の
最
後
の
句
は
い
わ
れ
て
い
な
い
。
後
の
Ｓ
Ｎ
９
１
～
１
０
２
に
「
八
支
聖
道
を
多
修
せ
ば
、
涅
槃
に
趣
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向
し
、
涅
槃
に
傾
向
し
、
涅
槃
に
臨
入
す
」
と
説
か
れ
る
。

⒇
中
村
元
監
修
『
原
始
仏
典
第
七　

中
部
経
典
Ⅳ
』（
春
秋
社
、
二
〇
〇
五
）
九
頁

㉑
同
様
の
四
禅
の
定
型
的
説
明
は
Ｍ
Ｎ
１
９
＝
中
阿
含
一
〇
二
、
中
阿
含
一
四
六
＝
Ｍ
Ｎ
１
２
０
、
中
阿
含
一
六
八
＝
Ｍ
Ｎ
１
２
０
、
中

阿
含
一
七
八
＝
Ｍ
Ｎ
２
５
、
中
阿
含
一
七
九
＝
Ｍ
Ｎ
７
８
、
中
阿
含
一
九
二
＝
Ｍ
Ｎ
６
６
、
中
阿
含
一
九
四
＝
Ｍ
Ｎ
６
５
、
中
阿
含

二
〇
三
＝
Ｍ
Ｎ
５
４
な
ど
が
あ
る
。

㉒
『
世
界
の
名
著
』
第
一
巻
、
前
引
書
、
二
一
二
頁

㉓
同
右　

二
一
二
～
二
一
三
頁

㉔
『
南
伝
大
蔵
経
』
巻
六
二
、二
七
九
、三
〇
九
、三
一
六
、三
二
七
頁

㉕T
16,540b

㉖
大
正
大
蔵
経
の
雑
阿
含
五
〇
巻
は
、
機
械
的
に
集
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
き
ち
ん
と
し
た
編
集
で
は
な
い
。
そ
の
『
雑
阿
含
』
の
な

か
に
「
雑
因
誦
第
三
品
、
弟
子
所
説
誦
第
四
品
、
第
五
誦
道
品
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
こ
と
、
諸
部
派
の
論
、
す
な
わ
ち
『
根
本
説
一

切
有
部
毘
奈
耶
雑
事
』
や
『
瑜
伽
師
地
論
』
あ
る
い
は
パ
ー
リ
相
応
部
の
雑
阿
含
の
内
容
を
勘
考
し
て
、『
国
訳
一
切
経
』
の
「
雑
阿

含
」
を
作
る
時
に
、
訳
者
の
椎
尾
辨
匡
氏
に
よ
っ
て
八
誦
に
分
け
ら
れ
た
。
そ
れ
を
「
新
訂
雑
阿
含
経
」（
椎
尾
）
あ
る
い
は
「
校
訂
相

応
阿
含
」（
赤
沼
智
善
）
と
呼
ぶ
。
花
山
勝
道
、
前
田
恵
学
両
氏
は
、
椎
尾
訳
の
第
六
・
八
衆
誦
、
第
八
如
来
誦
を
欠
い
た
六
誦
と
す
る
。

㉗
雑
八
九
二
、八
九
七
、八
九
八
、八
九
九
、九
〇
〇
、九
〇
一

㉘T
24,407b

㉙
三
十
七
品
菩
提
分
法
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内
実
の
列
挙
は
四
期
（
Ｍ
Ｎ
１
０
６
＝
中
一
九
六
）、
六
期
（
Ｄ
Ｎ
１
６
）
な
ど
に
見
ら
れ
る

が
、「
三
十
七
品
菩
提
分
法
」
と
い
う
用
語
は
、
パ
ー
リ
で
は
五
ニ
カ
ー
ヤ
に
属
さ
な
い
『
ミ
リ
ン
ダ
王
問
経
』『
清
浄
道
論
』
に
出
る

だ
け
で
あ
る
。
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㉚
雑
五
三
五
、五
五
〇
、五
六
一
、五
六
三
、六
〇
七
。
な
お
五
五
〇
は
念
仏
な
ど
六
念
、
五
六
一
は
四
如
意
足
（
神
足
）、
五
六
三
は
戒
・
四

禅
・
四
聖
諦
の
三
つ
を
一
乗
道
と
す
る
。

㉛T
30,772c

㉜
並
行
雑
阿
含
四
三
六
・
四
三
七
に
は
こ
の
用
語
は
な
い
。

㉝
拙
書
、
前
引
書
一
四
頁
以
下
参
照

㉞
３
・
２
『
世
界
の
名
著
』
第
一
巻
、
前
引
書
、
一
二
五
頁

㉟
３
・
４
・
１
『
世
界
の
名
著
』
第
一
巻
、
前
引
書
、
六
七
頁

㊱
３
・
４
『
世
界
の
名
著
』
第
一
巻
、
前
引
書
、
一
二
八
頁

㊲
「
ヨ
ー
ガ
根
本
聖
典
」（『
世
界
の
名
著
』
第
一
巻
に
所
収
）
前
引
書
二
二
六
頁

㊳
「
ヨ
ー
ガ
根
本
聖
典
」
前
引
書
、
二
二
八
頁

㊴
中
村
元
「
原
始
仏
教
に
お
け
る
止
観
」『
止
観
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
）
所
収
三
五
頁

㊵
中
村
元
、
前
引
書
、
三
六
頁

㊶
中
村
元
、
前
引
書
、
三
七
頁

㊷
雑
一
一
七
九
＝
Ｓ
Ｎ
７
・
１
・
１
０
、
雑
一
一
八
二
＝
九
三
＝
Ｓ
Ｎ
７
・
２
・７

㊸
そ
の
他
は
長
阿
含
「
第
五　

集
衆
経
」
に
四
法
の
一
つ
と
し
て
説
か
れ
る
。




